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匡。例

本書は、内大部川改修工事にともない、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成11年度に実施

した、深川市内園6遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書（第145集）である。
ほつかいどうふかがわしおと えちようあざうちぞの

遺跡の地番は、北海道深川市音江町字内園435番地ほかである。

調査は、第2調査部第2調査課が担当した。

本書の編集は、第2調査部第2調査課末光正卓が担当した。

文責者については、文末に記した。

現場の写真は末光正卓と石井淳平が、遺物の写真撮影は末光正卓が担当した。

炭化物の放射性炭素年代測定は、株式会社地球科学研究所に依頼した。

石器等の石質鑑定は石井淳平が行った。

出土資料は、深川市教育委員会で保管される。

調査にあたっては、下記の機関および人々の御協力、御助言をいただいた。

北海道教育庁文化課深川市教育委員会葛西智義、富良野市郷土資料館杉浦重信澤田

健、芦別市星の降る里百年記念館長谷山隆博、旭川市教育委員会瀬川拓郎友田哲弘、市立

名寄市図書館氏江敏文、函館市教育委員会野村祐一、留萌市海のふるさと館福士廣志、稚

内市教育委員会内山真澄、北海道開拓記念館平川善祥右代啓視、北海道開拓の村野村

崇、宮宏明
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記号等の説明

遺構に関して、本文及び図表中では次の略号を使用した。また、遺構番号は平成7 ． 8年度の深

川市教育委員会による調査で確認された遺構の続き番号とした。

P:土曠、柱穴・杭穴 F:焼土 S :集石遺構 D:石器埋納

P : 19から F:45から S : 4から D: 1のみ

実測図、拓影図の縮尺は、原則として次のとおりで、スケールを付けてある。

遺 構 l :40 復原掲載土器 1 : 4 破片掲載土器 1 : 3 土製品 l : 2

剥片石器 1 : 2 磨製石斧 1 : 2 礫石器 1 : 3 石製品 l : 2

実測図中の方位は真北を示し、 レベルは標高（単位m) を示す。

遺構の規模については、次の要領で示した。なお、一部破壊されているもの等については、現存

長を （丸括弧）で示した。

土層の表記は、基本土層についてはローマ数字で、遺構覆土等の部分的な層位についてはアラビ

ア数字で示した。

士層等の色調、含有物の混在状況（面積割合）については『新版標準土色帖』 (1996年版） を

用いて表記した。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名：内大部川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

委託者：北海道旭川土木現業所

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名：内園6遺跡（北海道教育委員会登載番号E-10-53)

所在地：深川市音江町字内園1－1ほか

調査面積:2,000'If

調査期間：現地発掘：平成11年9月1日～10月30日

整理作業：平成11年11月1日～平成12年3月27日

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長 大澤 満

専務理事 宮崎 勝

常務理事 木村尚俊

第2調査部 部 長鬼柳 彰

第2調査部第2調査課課 長高橋和樹（発掘担当者）

文化財保護主事末光正卓（発掘担当者）

文化財保護主事石井淳平

3 調査の経緯［図l]

内大部川の氾濫防止を目的とし、蛇行部分の直線化や河積の拡大を図る、河川改修工事に伴う発掘

調査は、平成6年度の旭川市教育委員会による、内大部川右岸、旭川市神居古潭7遺跡の調査によっ

て開始された。 1,178㎡を対象とした平成6年度の神居古潭7遺跡では、右岸中腹の狭長な平坦面に、

縄文時代後期中葉を主体とする一括土器や焼土層などが検出されている。明確な遺構が少ないこと、

土器の多さに比して石器が少ないことなど、 この遺跡の特異性が指摘されている （友田 1995)。

翌平成7年度からは左岸の深川市内園6遺跡、内園3遺跡の発掘調査が深川市教育委員会によって

進められた。平成7年度には、内園6遺跡のうち2,434㎡が調査され、河川沿いのA地区では、縄文

晩期の土曠や焼土、チップ集中などの遺構や多数の遺物が出土、段丘奥側のD地区では、縄文中期前

半の土曠や集石、焼土、押型文や縄文施文土器などのほか、縄文後期中葉の捨場や土曠、焼土などの

遺構や多数の遺物が検出された（葛西 1996)。

平成8年度には内園6遺跡の1,415㎡を対象とする第2次調査が継続され、A地区では引き続き縄

文晩期の焼土や遺物、A地区とD地区に挟まれたC地区からは、縄文後期中葉の作業場や焼土、多数

の遺物のほか、縄文晩期の土壌や焼土も検出された。また、埋没した流路1 ．流路2の存在も確認さ

れ、西側の流路lには縄文後期の、東の流路2には縄文晩期の遺物のまとまりがみられることが判明

した（葛西1997a)。

さらに一年置いた平成10年度には、内園6遺跡の南に隣接する内園3遺跡のうち1,630㎡が調査さ
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れた。ここでは縄文中期後半の住居跡や士曠、焼土などの遺構や遺物のほか、縄文後期中葉の士曠や

焼土、集石、石器素材埋納跡などの遺構や多数の遺物、縄文晩期の土壌や遺物などが検出されている

（葛西 1999)。また、一部不明瞭ながら流路l、流路2の存在も認められ、流路1からは縄文後期
を主体とする多くの遺物が検出されている （葛西1998b)。

続く平成11年度は内大部川改修に伴う発掘調査の最終年度で、北海道教育委員会と深川市教育委員

会による協議の結果、側)北海道埋蔵文化財センターが調査を担当することになった。調査対象地は、

平成7 ． 8年度内園6遺跡調査区と平成10年度内園3遺跡調査区とに挟まれた、旧内大部橋の敷地部

分2,000㎡で、東西に長い、ほぼ矩形の調査区が設定されていた。 ところが調査着手以前に、調査予

定地の西端部で、盛土による管理用通路造成工事が先行して進められたため、 9月6日北海道教育委

員会文化課大沼調査班主査を現地に迎えて、旭川土木現業所と調査区の線引き見直しについて協議、

管理用通路部分を対象地から除外することが決定された。代わりに南方では、内園3遺跡の平成10年

度調査区のうち、標高差が大きく法面保護のために未調査に終わった旧国道の盛土裾部周辺や、電柱

があって掘開が保留された地区などを加え、北方では、内園6遺跡の平成7 ． 8年度調査区南縁部と、

平成1l年度調査区の北縁部との不整合をカバーすることとし、最終的な発掘調査区は図lに示す範囲
となった。

なお、内大部川の河川改修工事に先立って、一般国道12号改良工事に伴う発掘調査も進められてき

た。平成2年度には、新設される内大部橋の架設工事地区にあたる、内園3遺跡の1,920㎡が調査さ

れ、 ここでは縄文後期中葉の土曠や焼土などの遺構のほか、縄文後期や中期を主体とする遺物が検出

されている （大矢 1991)。調査区の東寄りでは古い流路が見い出され、重複して位置するフラスコ

形の土曠との関係から、流路の時期は後期以後とされたが、流路埋没後に土曠が掘り込まれたものと

想定すると、流路は後期以前に形成されたものと判断される。

平成3年度には旭川市神居古潭7遺跡の発掘が開始され、 130㎡が調査された。土曠1基と縄文後

期中葉を主体とする土器などが検出され、段丘中腹の狭長な平坦面に立地する、やや特異な遺跡の様

相が注目される契機となった（友田 1992)。

平成4年度には神居古潭7遺跡400㎡の調査が継続

され、やはり縄文後期中葉を主体とする一括土器や配

石などの発見があり、特殊な空間がさらに意識されて

くる （友田 1993)。平成6年度には河川改修に伴う

調査とは別に、国道改良に伴って神居古潭7遺跡の上

位平坦面570㎡が調査され、縄文早期後葉の短期的な

生活趾の存在などが報告されている （瀬川 1995)。

なお、 この上位平坦面にはストーンサークルがあった

が、開墾によって既に破壊されてしまったという （瀬

川 1990)。
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図1 平成11年度発掘調査区の変更範囲
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I 調査の概要

4 調査結果の概要

平成11年度の内園6遺跡の調査は、内大部川改修工事用地のうち、旧内大部橋が架設されていた旧

国道12号の盛土部分を中心とする地区で、前節に説明したように、内園6遺跡の平成7 ． 8年度調査

区と、内園3遺跡の平成10年度調査区とに挟まれた2,000㎡を対象としたものである。

地形的には内大部川下流域の左岸に形成された段丘地形に立地しており、盛土を施した上に国道が

造られていたため、調査済の内園3遺跡や内園6遺跡が開墾や水田造成による削平を受けたりして、

必ずしも状態が良くなかったのに比べ、思いのほか遺構や包含層の保存状態は良好であった。

段丘は、古い流路の変遷と相俟って、 3～4段が形成されている。流路は大まかには、葛西(1999)

が説くように「縄文時代中期から徐々に東側に移動し、縄文時代晩期以降、ほぼ、現在の位置になっ

たようであ」 り、 「河道の変化とともに、利用面も移動した」 （2頁） ことが推定される。

土層は、層位的には大きく次のI～V層に識別される。 I層：盛土・表土・耕作士、 Ⅱ層：黒色土、

Ⅲ層：漸移層、Ⅳ層：黄褐色砂を主体とする河川堆積層、 V層：礫主体の砂礫層。V層の下に基盤の

砂岩・泥岩層が分布する。包含層の主体はⅡ 。Ⅲ層で、Ⅳ層を挟る各流路には、流路を再び埋没させ

た土砂が堆積している。そこには多量の遺物が遣存しており、人為的な廃棄場としての利用が想定さ

れることは、 これまでの調査でも繰り返し指摘されている。平成1l年度の調査でも、流路lでは縄文

後期の、流路2では縄文晩期の遺物が集中して出土する傾向が認められ、流路がそれぞれ廃棄場とし

て機能していたと推定されることは、 これまでの調査例と同様である。

平成11年度の内園6遺跡の調査では、縄文時代後期中葉を主体に、晩期後葉や中期前半期などの遺

構、遺物が検出された。遺構には、土壌28、柱穴・杭跡48、焼土15、集石4，石器埋納lなどがあり、

流路1と流路2の間の第2段丘面に分布するものが多かった。遺構の多くは縄文後期中葉の所産と思

われ、晩期の土曠や焼土も少数ながらみられる。

土曠には、ほぼ完形の土器3個を伴い、覆土が埋め戻されたと思われるP-41のように、墓と推定

されるものもあるが、多くは掘り込みが浅く、性格は不明である。柱穴と焼土には一体と考えられる

配置を示す例があり、 これらは平地式住居を構成するものと思われる。集石は流路1内に見い出され

たもので、礫を方形に配置し、下部に土曠を伴う集石5は、墓曠の可能性が高いようだ。石器埋納は、

黒曜石製の調整された剥片31点がまとまって検出されたものである。

土器は19,000点近い数が得られている。その90%以上が縄文後期に属するもので、晩期が7%弱、

中期の押型文も僅かながら検出されている。縄文後期の土器は、中葉の手稲式、ホッケマ式が主体で、

この他、 ウサクマイC式や堂林式の類例もみられる。堂林式としたものは、口縁部に突瘤文と刻みの

両者を施したもので、地域性や後期後葉への移行期を示唆する例として、良好な資料となろう。

石器類の出土数は7,000点に近い。器種的には、石鑛石槍・ナイフ、石錐、つまみ付きナイフ、

スクレイパー、 R･Uフレイク、石斧、たたき石、すり石、石皿・台石など各種のものがあり、 とく

に石鍼やスクレイパー類、石斧や石皿・台石などの類例が多いようだ。剥片石器の石材には黒曜石が

多く利用されている。

その他、オロシガネ状の土・石製品が検出されていることも、縄文後期中葉を主体とする遺跡に特

徴的な事例で、内園6遺跡のほか、対岸の神居古潭7遺跡にも共通する現象といえよう。

神居古潭7遺跡では縄文後期中葉の豊富な一括土器の出土例に比して、石器類の少なさが際立ち、

遺跡の性格の特異性が指摘されている。内園6遺跡では、明確な竪穴住居跡の検出はないものの、平

地式住居を思わせる遺構をはじめ、土曠や焼土なども比較的多く、石器類も質、量ともに多いことな

どから、 この地が、生活の拠点として安定的に利用されていたことが窺えた。 （高橋和樹）
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Ⅱ遺跡の位置と環境

Ⅱ遺跡の位置と環境

1 位置と環境［図3］

内園6遺跡は深川市街地の東方約11km、内大部川下流域の左岸段丘上に位置する。内大部川は北海

道最大の長流である石狩川の支流で、深川市と旭川市の境界を画して北流したのち西へ折れ、内園6

遺跡から700m程下ったところで石狩川本流に合流している。内大部とはアイヌ語ナイ．タ ．ユペ(N

al-ta-yupe沢の鰈鮫）で、石狩川の絶壁の下で捕った鰈鮫を舟でこの沢へ運び入れて陸へ揚げたこ
とに由来するとされるが、本当は意味が分からないと書きたいという （山田 1977)。内園地区は深

川市に合併される以前は音江村の一部で、内園とは、内大部園生'′の頭文字をとった命名、園生とは

､､草木の生えている園〃の意味で、整然とした畑作地帯を高台から眺望したことに因むという （深川

市1977、葛西 1997a)。このように古くは畑地や果樹園の多い土地柄だったが、昭和初年代以降、

大規模な灌概工事によって水田化が促進されてきた。内園3 ． 6遺跡の一帯では、昭和40年代に水田

造成工事が進められ、地形が大きく改変されたが、前章にも触れたように、今回の調査区となった旧

内大部橋付近では、盛土下に旧地形が比較的良好に保存されていた。内大部川右岸の上位平坦面など

は、標高も70m台と高く、現在も果樹園として利用されている所が多い。

地質的には、新第三紀中新世川端層に相当する幌新砂岩、泥岩層を基盤とし、 これを覆う第四紀沖

～洪積世の氾濫原堆積物および段丘堆積物（礫●砂．シルト ・粘土等）によって構成されており （北

海道旭川土木現業所1995)、 とくに左岸については、旧河道（流路）の変遷に伴った、数段の段丘

地形が発達、時代の推移とともに、縄文人が活動の拠点となる段丘面を移していったことが、 これま

での発掘調査によって明らかとなってきた。

2 周辺の遺跡

深川市音江地区から内園、納内、旭川市神居古潭にかけての石狩川沿いの一帯は、多数の竪穴住居

跡やチャシ跡が群在する、遺跡の豊富な地域として古くから知られている （河野 1918)。明治に遡

る先人の調査の足跡については、北海道縦貫自動車道建設工事に係る深川市納内6丁目付近遺跡の発

掘（北埋文1989a･1990)などを契機に、西田茂(1991)が詳しく紹介している。

内大部川下流域に所在する内園3遺跡、内園6遺跡、神居古潭7遺跡は互いに隣接しており、葛西

智義（1999）が説くように、ひとつの遺跡ともいえる存在である。これらの遺跡やその周辺に分布す

る深川市、旭川市の諸遺跡については、国道改良や河川改修に伴う発掘調査報告書において、既に解

説されているところであるが（大矢1991、葛西1996など、友田 1992など)、それらを参照しつ

つ、図3の範囲を中心に、一応ここでも簡単に繰り返し触れておきたい。

旧石器時代の痕跡は少ないが、納内3遺跡では少量ながら細石刃核や細石刃、スポール、スクレイ

パーや両面加工のポイント、有舌尖頭器などが検出されている （北埋文 1989b)。

縄文時代早期前半期については、今のところ明確な資料は得られていないようだ。早期後半に至る

と、石狩川本流沿いの河岸段丘に位置する納内6丁目付近遺跡で安定した集落が営まれるようになり、

31軒の竪穴住居跡が見い出されている。早期後半には、神居古潭7遺跡でも短期的な生活趾が検出さ

れており （瀬川 1995)、内園3 ． 6遺跡などでも僅かながら該期の資料が得られている （大矢199

1、葛西 1996 . 1999)。

縄文前期の所産と推定される竪穴住居跡は、納内6丁目付近遺跡で1軒検出されており、神居古潭

15遺跡の平成11年度調査でも、竪穴住居跡などが発見されている （氏江1999)。これらはいずれも
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Ⅱ遺跡の位置と環境

石狩川本流沿いに所在する遺跡で、内大部川流域における縄文前期の活動は、盛んなものではなかつ
ナートスナご
／－う、ノノー○

縄文中期前半の遺跡としては、押型文土器文化を主体とする土曠群や集石、焼土といった遺構や遺

物が多数発見された納内3遺跡をはじめ、納内6丁目付近遺跡や内園峠遺跡（大矢 1993)、東納内

遺跡（葛西 1997b)、神居古潭8遺跡（斉藤 1979)などが挙げられ、内園3 ･ 6遺跡でも、比較的

多くの焼土や遺物が検出されている。中期後半の資料は、納内6丁目付近遺跡、納内3遺跡、内園峠

遺跡などで、それぞれ少量検出されており、内園3遺跡では、住居跡や土壌、焼土など遺構の存在も

報告されている （葛西 1999)｡

縄文後期初頭の余市式系の土器は、内園峠遺跡などで僅かに知られている。後期前葉の資料も、内

園峠遺跡や内園3遺跡（大矢1991）などにみられるが、量的にはさほど多いものではない。

縄文後期中葉は、神居古潭5遺跡のストーンサークル（瀬川 1990）や、有名な国指定史跡音江の

環状列石（駒井1959)が造られるなど、縄文人の活動が俄かに活発化した段階で、内園3 ･ 6遺跡

や神居古潭7遺跡もこの時期が主体である。開墾のため配石は破壊され、板状礫の多くが散逸してし

まったが、神居古潭7遺跡の上位面にもかつてストーンサークルがあり （瀬川 1990)、配石下の墓

曠は残っている可能性が高いという。内大部川から石狩川本流に至る神居古潭地区では、縄文人の活

動がとくに盛んで、その様相は中川コレクシヨン （北海道開拓記念館開設準備事務所1970)や水澤

コレクション （斉藤 1969、友田 1992、斉藤ほか 1994)などの豊富な資料からも、窺い知ること

ができる。

縄文後期後葉以降の遺物は、東納内2遺跡なと≦に散見されるが、量的には激減し、晩期中葉に至る

まで、遺跡の分布は稀薄となる。 しかし、縄文晩期後葉には再び復活し、遺跡数の増加がみられる。

内園峠遺跡や内園4遺跡（大矢1992)では、住居跡や土曠、焼土などの遺構とともに、晩期後葉の

遺物が多数検出されており、東納内2遺跡（福田ほか 1977)や内園2遺跡（北埋文1988)、納内

3遺跡などでも、遺構や遺物が発見されている。内園3 ． 6遺跡でも土壌や焼土などのほか、比較的

多数の遺物が見い出されており、神居古潭7遺跡の上位平坦面でも該期の一括土器が得られている。

東納内2遺跡や内園2遺跡、納内3遺跡、納内4遺跡（氏江1999）などの遺構、遺物には、縄文

晩期末から続縄文時代初頭のものが含まれるが、それ以後の続縄文時代については、資料が乏しい。

擦文時代に入ると、冒頭に紹介したように、内園遺跡、内園2遺跡、納内遺跡、納内6丁目付近遺

跡、東納内遺跡、神居古潭1遺跡など、多数の竪穴住居跡群を有する遺跡が、石狩川本流の両岸に連

綿と残される。瀬川拓郎(1996)は、擦文時代にこのような大規模な集落が営まれた背景には、内陸

部の擦文社会が、交易の対価となるサケ・マス漁に大きな比重を置いた生業へ転換していった経緯が

あることを論述している。納内6丁目付近遺跡では円墳の記録があり、蕨手刀が出土している （葛西

ほか 1993)。納内3遺跡では、須恵器の短頚壺の出土なども注目されている。内園3 ． 6遺跡でも

僅かながら擦文土器の断片が得られているが、本流筋の隆盛とは異なり、内大部川流域における擦文

人の活動は、限定的なものに過ぎなっかたようだ。

河野常吉(1918)の測量図には、アイヌ文化期の面崖式チヤシを示す、半円形の壕なども記されて

いる。石狩川流域のチヤシは漁猟権や交易ルートとも強く関連するといわれ（本堂 1977)、アイヌ

文化期においても、サケ・マス漁の重要性は変わらなかったに違いない。神居岩チャシや内園チャシ

のような高所に位置するチヤシは、祭祀の場としての利用を、 より考盧する必要があるかも知れない

なお、内園チャシについては、チャシではない可能性もあるといわれる （葛西1998)。納内遺跡出

土の兜や鉄刀などは、アイヌ文化期を代表する遺物といえよう （葛西ほか1992)｡ (高橋和樹）

『

7



8



Ⅲ調査の方法

Ⅲ調査の方法

1 発掘調査の方法［図4～6］

(1)グリッドの設定

1995･96年度の内園6遺跡A～D地区、 1998年度の内園3遺跡で使用されたグリッドを踏襲した。

5m四方の方眼に南北軸にアルファベット、東西軸にアラビア数字をふり、北東角の座標をグリッド

名称とした。座標軸は平面直角座標系第XⅡ系により、 X=-31.700が43ライン、Y=-5.00がOラ

インに一致する。 （石井淳平）

(2)調査の手順と方法

調査の進行は以下のフローチャートの通りである。

層
ｊ
含
帽 ll層） ~

ﾌ-E5唇彗圭う一C
±・表土

去

33ライン

レンチ調
地形測量

~

遺構調査

図4 調査の手順

調査区は旧国道12号線の直下にあたり、厚さ約5mの盛土がなされていた。盛土の下には厚さ10~

30cmの旧耕作土が存在し、 この盛土と旧耕作土を重機を使用して除去した。さらに重機が除去できな

かった10cm程度の表土を人力で除去した。表土の除去後、遺構・遺物の出土状況を把握すること、段

丘の形成過程と構造を明らかにすることを目的とし、 33ラインに沿って幅lm、深さl～1.5mのト

レンチを東西方向に設定した。調査区の南北側は攪乱が激しく、 33ライン付近が最も旧地形をよく残

していることからこの位置に設定した。さらに、流路1の堆積状態を観察するために、 35， 37ライン

に沿ってもトレンチを設定した。また、 これらのトレンチは片側の壁を0.5m幅のセクションベルト

ととして残し、 Ⅱ ．Ⅲ層調査終了まで土層の観察に利用した。 トレンチ調査で遺構は確認できず、遺

物は第2段丘面が最も多く出土することがわかった。また、 これまでⅣ層の黄褐色砂層は無遺物層と

して報告されてきたが、このトレンチ調査でⅣ層からⅢ群とⅣ群の土器が出土した。遺物量は少ない

ものの、Ⅳ層も調査をする必要があると判断した。このため、従来の包含層（Ⅱ 。Ⅲ層）の調査が終

了した段階で地形測量を行い、Ⅳ層の調査を進めることとした。

調査区内には落差がl～2m程度の三段の段丘が存在し、低い方から第1、第2、第3段丘と呼称

した。完掘時には段丘の傾斜が相当な急勾配になることが予想され、土砂の排出が困難になるおそれ

があったため、上位の段丘から低位の段丘に向けて調査を進めた。

Ⅱ ．Ⅲ層の掘り下げは遺物の出土量に応じてスコップと移植ごて・手鍬を使い分けた。第1 ･第3

段丘面は遺物量が少なかったため、掘り下げにはスコップ．を主に使用した。第2段丘面は流路1を中

心に遺物量が多かったため、掘り下げには移植ごて・手鍬を主に使用した。また、流路lには人為的

な改変（削平、埋め戻し）がなされている可能性があると判断し、流路1の構造を把握するために縦

方向にセクションベルトを残して調査を進めた。
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Ⅳ層の厚さは1m～3mあり、調査区内全てを調査することはできなかった。そこでトレンチ調査

で遺物が多く出土した、段丘崖の下と、 33ライン沿いを幅約5m、深さ0.5～lm掘り下げて調査し

た。 （石井淳平）
(3)遺物の取り上げと実測

遺物の取り上げは、多量に出土する遺物を迅速に取り上げる必要性から、グリッド単位の取り上げ

を行った。特に重要だと判断した遺物群や遺構出土遺物の一部は遣り方測量による出土状況図の作成

や地点計測を行い、出土標高を測定して取り上げた。また、Ⅳ層の遺物出土状況を詳細に把握するた

め、 33ライン沿いの5m幅の区域から出土した遺物は試験的に位置と標高を記録して取り上げた。

現場での実測図面は縮尺20分の1を基本とし、遺物出土状況図、集石遺構の平面図は縮尺10分の1、

全体図、地形図は100分の1で作図した。また、掲載したコンター図は1mメッシュで測定した標高

値から計算し作成した。 （石井淳平）
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Ⅲ調査の方法

2 土層［図7～9 表1 図版3］

土層は「土性区分｣、 「土色」に重点を置いて分類し、以下のように基本層序を設定した。

I層：盛土・耕作表土

Ⅱ層：黒色土

ClayLoam(埴壌土）黒色(7.5YR2/1)層界上：明瞭、下：漸変

礫の混入は原則としてないが、部分的にはあり 細礫～巨礫の混入5％程度円～亜円W

泥岩、チャート、風化した砂岩

醜ｲﾄ繰上老実られる明褐伝. (7.5YR5/8) を呈する膜状の軟結核が上位部分にあり

円～亜円礫

泥岩、チャート、風化した砂岩

酸化鉄と考えられる明褐色(7.5YR5/8) を呈する膜状の軟結核力

未風化の

乾燥するとクラックを生じる。粘着性弱堅密度堅

流路部分では間層をはさみ三つに分かれた状態で観察される。

Ⅲ層：漸移層土性区分から二つの層に細分されるが、時間的な

前後関係は不明である。

Ⅲ1層

HeavyClay(重粘土）黒褐(7.5YR3/1)～灰褐色(7.5YR4/2)層界

上：漸変、下：判然

礫の混入は原則としてなし

乾燥するとクラックを生じる。粘着性弱堅密度すこぶる堅

Ⅲ2層

SandyLoam(砂壌土）褐色(7.5YR4/3)層界上下：判然

細礫の混入20%程度円～亜円礫風化した堆積岩

乾燥するとクラックを生じる粘着性なし堅密度すこぶる堅

Ⅳ2層とは色調で識別される。

Ⅳ層：河川堆積層土性区分から四つの層に細分されるが、時間

的な前後関係は不明である。

Ⅳ1層：細砂と粘土からなる層

細砂主体の層（Ⅳ2層） と粘土主体の層（Ⅳ3層）の互層

SiltyLaom~Loam(シルト質壌士～壌土）

にぶい黄褐色(10YR5/4)

礫の混入は原則としてなし 白色を呈する風化軽石らしき細砂の

混入あり

I

皿
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皿工

(Ⅲ－1 ．m2）

~~~~~~~~~~画

(Ⅳ1 ．Ⅳ2 ．Ⅳ3 ．Ⅳ4）
｡

▽
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山
宮
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：明瞭

然

変

判

漸

図7 基本層序柱状図

東西

第3段丘面

E, 111層－

1VE

II

礫層

基盤層

少岩,泥岩）(咽

図8 土層模式図
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Ⅲ調査の方法

粘着性弱堅密度敦

厳密にはⅣ2層とⅣ3層に分けられるが、Ⅳ2層の堆積が薄い場合等は両者を包括する層名として

用いている。

Ⅳ2層：細砂主体の層

SandyLoam(砂壌土）にぶい黄褐色(10YR5/4)

礫の混入原則としてなし

粘着性なし堅密度しよう

Ⅳ3層：粘土主体の層

HeavyClay (重粘土） にぶい黄褐色(10YR4/3)

礫の混入原則としてなし

粘着性強堅密度すこぶる堅

Ⅳ4層：斑紋・結核のみられるⅣ層

これの本来の層はⅣ1層とⅣ3層であるが、Ⅳ3層が多い。酸化還元反応によるもの

SiltvLaom~Loam~HeavyClay (シルト質壌土～壌士～重粘土）灰黄褐色(10YR5/2)

斑紋・結核：最大がlcm程度、 25%、管状、赤褐色(2.5YR4/8)

粘着性弱～強堅密度堅

V層：砂・礫主体の層

土石流堆積物層砂30％＋礫70%程度細礫～巨礫円～亜円礫未風化の泥岩、チャート、風化

した砂岩等

粘着性なし堅密度しよう

表1 内園6 ． 3遺跡土層対比表

96年度

内園6

98年度

内園3

遺物

の有無

90年度

内園3

95年度

内園6A地区

95年度

内園6D地区

96年度

内園6B･C地区

本年度

内園6

i臥す蝿合ありI～ⅢI II 層 I I

包含層(W,V#)Ⅱ－黒、 Ⅱ－2 IV･VⅡaⅡ 層 ⅡⅡ

ﾛ 包含層(W群）V･VI ･WⅡ 3ⅡbⅢⅢ 1 Ⅲ

無遺物層層 Ⅷnb (ma) III|Ⅲm 2 Ⅲ

(Ⅶ） 包含層(N群）(m)ⅢbⅣ 1 Ⅳ
Ⅳ

無遺物層(Ⅶ）ⅢⅢbⅢbⅣ 2 Ⅳ

層
包含層(IV群）(Ⅶ）IⅡbⅣ1V 3

無遺物層Ⅳ Ⅳ(Ⅳ）V 層 Ⅳ
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IV･V層の層界は次のとおりである。

Ⅳl層とⅣ2層；漸変Ⅳ2層とⅣ3層；判然Ⅳ3層とⅣ4層；判然Ⅳ4層とV層；明瞭

Ⅳ1層とⅣ3層；判然Ⅳ2層とⅣ4層；判然Ⅳ3層とV層；明瞭

Ⅳl層とⅣ4層；判然Ⅳ2層とV層；明瞭

Ⅳl層とV層；明瞭

第1層は旧国道12号の盛土、及び耕作表土である。後者には縄文時代の遺物の混入が認められた。

第Ⅱ層は黒色土で、縄文時代後・晩期を主体とする遺物包含層である。流路では間層をはさむ堆積状

況を示しており、細分されることも考えられたが、平面及び間層がみられない断面での認識は、困難

であったため分層は行わなかった。 また、流路部分に堆積していたものは「流路Ⅱ層」 と呼称した。

第Ⅲ層は漸移層で、粘質土であるⅢl層からは主に縄文時代後期の遺物が出土した。第Ⅳ層は細砂と

粘土から構成される層である。各層がある程度の厚みを有する場合に、Ⅳ2 ．Ⅳ3層に細分した。Ⅳ

4層は地下水等の影響による酸化還元反応を受けている部分である。第Ⅳ層の粘土部分からは、主に

縄文時代後期の土器が出土した。また第3段丘面では、 この層中に薄い腐植層が複数認められた。第

V層は砂・礫から構成される層で、様々な粒径のものがランダムに堆積しているのが認められた。大

型重機で掘り下げを試みたが、掘り抜くことはできなかった。数mの厚さで堆積しているものと推測

される。過去の調査例同様、今回の調査でも段丘の崖下に流路が二本確認された。流路lはⅣ層ブロ

ックの堆積が認められること、各層の層界が明瞭であることから人為的に埋め戻された可能性がある。

一方、流路2は自然堆積の様相を示している。また、本年度の調査区の周辺は、隣接する内園3遺跡

を含め、すでに深川市教育委員会により調査が完了している。本年度の基本層序を、過去の調査例に

対比させたものを表1に示した。各担当者の見解の相違もあろうが、大方このようにまとめられるで

あろう。 （末光正卓）

3 整理の方法

(1)土器

現地では、取り上げた遺物について「取上げ台帳」 （一次台帳） を作成し、 これをもとに整理作業

を進めた。水洗して乾燥させた後、時期とランク分類を行って「遺物登録台帳」 （二次台帳） に登録

し、遺物カードを作成した。また、遺物番号は出土位置を記録した遺物にのみ与えている。注記の内

容は、原則として深川市教育委員会の方法を踏襲した。遺跡名の内園6遺跡を「内6」と略記し、発

掘区（グリッド名でハイフンなし）あるいは遺構名（遺構略号と番号でハイフンを用いる)、出土層

位、遺物番号の順で記入した。層位で流路Ⅱ層のものは「リⅡ」 と略した。なお、注記はA、 Bl、

B2、 Cランクのものを対象とし、 D、 E、 Fランクのものは、接合作業時に必要に応じて行うこと

とした。これらの作業が終了した遺物は、遺構出土のものは遺構ごとに収納し、包含層出土のものは

時期、 ランクごとに分け、それぞれをグリッドごとに収納した。それから現場作業終了後、江別市に

ある埋蔵文化財センターの整理作業棟に搬送し、本格的な整理作業を開始した。

はじめに土器の接合作業を行った。作業は同じ時期（群単位）のものどうしと、 これに未分類のも

のも含めて行った。ランクではA、 Bl、 B2、 Cのものを中心に進めていき、 D、 E、 Fランクの

ものは必要に応じて用いることとした。Aランクのものは、出土したグリッド （遺構の存在するグリ

ッド）から隣接するグリッド （とそこに位置する遺構)、そして周辺のグリッドへと広げるように接

合する破片をさがした。B1， B2ランクは同部位での接合を試み、復原可能な個体の把握に努めた。

Cランクのものは出土グリッド （遺構の存在するグリッド）内と隣接するグリッドで接合を行い、あ
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Ⅲ調査の方法

る程度破片がまとまったもののうち、復原できる可能性が高いと考えられるものを優先して作業を進
めた。掲載する資料は、復原個体はすべて、破片のものは特徴が認識しやすい口縁部や底部を中心に

抽出し、実測図、拓影図、写真（6×7サイズのみ）により記録化を行った。また、掲載するものす

べてを対象に観察を行い、一覧表を作成した。

また、 これらの作業と併行して、集計作業、分布図の作成などを行い、 さらに、登録台帳に記載し

た事項について、 コンピューター上のデーターベースに入力した。

整理作業の終了した遺物は北海道教育委員会の「出土品の区分についての基準」等に従い分類、収

納した。出土状況記録の精度で1 ． 2級のものと3級のものに区分した。 3級としたものは表面採集

のものや未注記のものがある。未注記としたものは注記がされていなかったもの、整理作業の段階で

器面の剥落などにより出土のあり方に関する情報を得ることができないもの等である。 1 ･ 2級のも

のについては、 さらに報告書掲載と未掲載のものに分け、それから、遺構ごと、包含層のものは時期、

ランク、グリッドごとに収納した。 （末光正卓）

(2)石器［図10･ 11]

「遺物登録台帳」作成までの作業工程は土器と同じである。整理作業のうち、登録台帳作成までを

現場で行い、残りの作業は江別で行った。

包含層の石器は器種ごと、遺構出土の石器はそれぞれの遺構ごとに通し番号入りのカードをつけて

1点づつ管理した。報告書に掲載した石器一覧表の「整理No」がこの通し番号と一致する。ただし、

「Rフレイク｣、 「Uフレイク｣、 「フレイクチップ｣、 「礫」には個別の番号はつけていない。

報告書掲載遺物の抽出は可能な限り各器種の出土比率に近くなるように行ったが、残存度合いが器

種によって異なるため、報告書掲載遺物の器種ごとの比率は必ずしも出土比率を反映していない。

計測は「長さ｣、 「幅｣、 「厚さ｣、 「重さ」について計測し、報告書掲載遺物は実測図上で計測した。

「長さ」は最大長とし、 「幅｣、 「厚さ」は互いに直行し、 「長さ」を計測した軸に直行する軸で最大値

をとる部位を計測した。ただし、石鍼とつまみ付きナイフは「長さ」に茎部分、つまみ部分を含める

と欠損値が多くなりすぎるため、それぞれ茎部分、つまみ部分を除いて計測した。欠損部分は残存長

を計測し、計測表には（丸括弧）でを計測し、計測表には（丸括弧）で

示した。

登録台帳に計測値・分類変更・石

材・細分類を加えたものを、 コンピ

ュータ上のデータベースに入力した。

報告書に掲載した全ての計測表・集

計表はこのコンピュータ上のデータ

ベースをもとに作成した。

1次台帳登録分類水洗取り

唖画〕"”
非掲載遺物

-

I

非掲~

計測

次台帳作

実測トレース

図版作成

苓
長
さ

匡
正
式

(囑臓識筆）原稿執筆

図11 石器整理作業の手順図10石鍼・つまみ付ナイフ計測模式図
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整理作業の終了した遺物は「出土品の区分についての基準」等に従い分類、収納した。報告書掲載
と未掲載のものに分け、未掲載のものはさらに出土状況記録の精度により1 ･ 2級のものと3級のも
のに区分した。収納は報告書掲載と未掲載に大別し、報告書掲載のものは図版毎、未掲載のもののう

ち遺構出土のものは遺構毎、包含層出土のものは器種毎に収納した。 （石井淳平）
(3)遺物と記録類の保管

遺物類は、深川市教育委員会において保存・活用される。

現場及び整理作業で作成した図面・写真・台1帳類については、当面は道立北海道埋蔵文化財センタ
ーで保管される。

図面類は(1)現場で作成した原図、 (2)現場で作成した原図をもとに作成した素図、3)遺物実測図の3

種類である。このうち素図、遺物実測図は原則的には再現性のあるものだが、作成にかかる時間が膨

大であること、原図には作成者以外には判読不可能な文字や記号が多用されること、原図の作成は素

図の作成を前提行っており、原図だけでは意味をなさないものが存在することから、 (1)～(3)は全て保

存した。ただし、原図から素図を作成する過程で生じる中間図面は全て廃棄した。

原図は作成者毎に通し番号を打ち、 リストを作成した。素図は通し番号を打ち、 リストを作成した。

遺物実測図は報告書掲載のものは土器石器毎に報告書掲載順に図面ファイルに保存した。未掲載の
ものは土器は時期毎、石器は器種毎にわけて図面ファイルに保存した。

写真はフイルム種別毎にアルバムを作成し、保存した。

台帳類は取り上げ台帳（一次台帳） を破棄し、登録台帳（二次台帳） を保存した。さらに登録台帳

をもとにデータベースを作成した。データベースの内容は原則的に登録台帳と一致するが、石器は各

種計測値をこのデータベースに加えている。また、分類の変更等に伴う登録台帳の修正は行っておら

ず、修正作業は全てデータベース上で行った。 したがって、 より正確な内容はコンピュータ上のデー

タベースに記録されている。

データベースは「ファイルメーカーPro3.0JMacintosh版」で作成した。オリジナルのフオーマツト

の他、 CSV形式とDBF形式でもファイルを保存しており、他のデータベースソフト、表計算ソフ

トでも読み込むことが可能である。 （石井淳平）
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Ⅲ調査の方法

4 遺物の分類

(1)土器

出土した土器は、次の二つの基準を用いて分類を行った。

「時期分類基準」

｢I群」 ：縄文時代早期に属するもの

a類；貝殻文、条痕文をもつ土器群

b類；東釧路式系土器群

｢Ⅱ群」 ：縄文時代前期に属するもの

a類；縄文尖底土器群

b類；円筒土器下層式とそれに併行する在地の土器群

｢Ⅲ群」 ：縄文時代中期に属するもの

a類；円筒土器上層式、サイベ沢Ⅶ式、萩ヶ岡1 ． 2式とそれらと併行する押型文士器

b類；萩ヶ岡3式（天神山式)、柏木川式、北筒式（トコロ6類）に相当する土器群

｢Ⅳ群」 ：縄文時代後期に属するもの

a類；余市・ タプコプ式、入江式に相当する土器群

b類；ウサクマイC式、手稲式、ホツケマ式に相当する土器群

c類；堂林式、三シ谷式、御殿山式に相当する土器群

｢V群」 ：縄文時代晩期に属するもの

a類；大洞B･BC式に相当するものとそれに併行する在地の土器群

b類；大洞C｣ ･C2式に相当するものとそれに併行する在地の土器群

c類；大洞A･A'式に相当するものとそれに併行する在地の土器群

｢Ⅵ群」 ：続縄文時代に属するもの

｢Ⅶ群」 ：擦文時代に属するもの

｢未分類」 ：時期が判断できないもの

｢土製品」

「残存状態に関する分類基準」

この基準は一次整理の段階で、復原される可能性のあるものや、時期等を判断しやすい口縁部、底

部の破片を把握するために設定した。また今回は、土器破片そのものの残存状態から遺跡における遺

物の二次的な移動について考えることを試みた（Ⅶ章2節参照)。

「Aランク」 ：同一個体のものがまとまった状態で出土したもの、 また、器としての形状を保っ

ている破片

「Blランク」 ：口縁部（口唇部が残存しているもの）の破片

「B2ランク」 ：底部（底面が残存しているもの）の破片

「Cランク」 ：胴部の破片

「Dランク」 ：器面（主に外面）が剥離･剥落している破片で､割れ口の残存状態は良好なもの

「Eランク」 ：摩耗している破片で、割れ口が接合に耐えられないもの

「Fランク」 ：百円玉程度以下の小さな破片で、接合に影響がないと考えられるもの

本遺跡ではⅢ群a類の押型文が施された土器、Ⅳ群b類のウサクマイC式、手稲式、ホッケマ式、

同c類の堂林式、 V群の後半期に相当する在地の土器が出土した。 （末光正卓）
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(2)石器

石錐

先端部を両側縁からの調整により作り出し、胴部から先端部の縁が直線もしくは突型の曲線を描く
石器。石槍とは主に長さで区別し、 5cm以下を石鍼に分類した。

石槍・ナイフ

石槍は先端部を両側縁からの調整により作り出し、胴部から先端部の縁が直線もしくは突型の曲線
を描く石器。正しくは槍先または尖頭器と呼称すべきものである。石鍼とは主に長さで区別し、 5cm
以上を石槍に分類した。

ナイフは片縁もしくは両縁に両面調整が施された石器をこのように呼称した。

石槍・ナイフという名称はこれらが破損して一部しか残存しないことが多く、その場合両者の識別
が困難であることからこのように呼称した。

石錐

両側縁の調整により、錐状の突出した刃部をつくりだした石器。つまみ状の柄部をもつものが多い。

石錐、石槍、スクレイパーなど尖った先端部を持つ器種は他にも存在するが、形態が左右対称である

こと、部位による刃部の最大径の違いが相対的に小さいことにより、他の器種と区別した。

つまみ付きナイフ

小さなつまみ状の突起をもち主に片面に急斜度調整が施された石器。正しくはつまみ付きスクレイ

パーと呼称すべきものであるが、慣習的にこの名称を使用した。

スクレイパー

急斜度調整された刃部をもつ石器。

石器素材

形状は楕円形または卵形で、全体を打ち欠いて形状を整えているが、刃部と呼べる部分が存在しな

い石器。一見するとラウンドスクレイパーのようにみえる。用途が推定できないため素材という名称

を用いたが、製作可能な石器が限定されること、遺跡から普遍的に出土する石器ではないことなど素
材だとすると説明の付かない事実も多い。

両面に調整が施されるもの、片面のみに施されるもの、剥片の縁を潰しただけでほとんど加工のな

いもの、の三種類に細分類した。

Rフレイク

調整が施された剥片のうち、定型的な刃部をもたない石器。

Uフレイク

使用痕をもつ剥片。

18



Ⅲ調査の方法

石斧

片岩．泥岩を素材とし研磨により刃部を作り出した石器。全面に研磨が施されるもの、刃部のみに

研磨が施されるものがある。また、打ち欠きによって刃部を作り出したものも存在する。

たたき石

敲打痕のある石器のうち人間がハンマーのように手でもって打ち付けることが可能な大きさと重量
を持つ石器。

すり石

すり痕のある石器のうち人間が手でもって擦ることが可能な大きさと重量を持つ石器。

石皿・台石

敲打痕のある石器のうち人間がハンマーのように手でもって打ち付けることが困難な大きさと重量

を持つ石器と、すり痕のある石器のうち人間が手でもってすることが困難な大きさと重量を持つ石器。

石皿．台石という名称はそれぞれの特徴である敲打痕とすり痕を両方持つ石器が多く、両者の識別が

困難であることからこの名称を使用した。また、石皿の中には砥石としての使用されていたと考えら

れるものが多く存在するが、石皿、砥石ともにすり痕を持つ点では共通し、両者の分類は使用痕の検

討を経た上でなければ困難であると判断したため、すり痕を持つ石器は全て石皿に分類した。

フレイクチップ

加工痕、使用痕をもたない剥片。

石核

大きなネガティブ剥離面がいくつも形成されている石器のうち、定型的な石器に分類できないもの。

原石

全く加工がなされていないか、外面の半分以上に自然面を残す黒曜石。

棒状原石

原石のうち、 自然面がいくつかの直線的な剥離面で構成され、細長い棒状の形態をとるもの‘

石斧原材

加工痕のない礫のうち、石斧に用いられるものと同じ石材を使用し、大きさ、形状が石斧によく似

たもの。内園6遺跡では石斧の多くが、近隣で採れる緑色の片岩製であるため、石斧原材もほとんど

がこの石である。

礫

加工痕のない自然礫。報告では人為的に移動させられたと判断した礫のみを扱った。

出土した自然礫などがこれにあたる。

集石遺構から

（石井淳平）
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W遺構と出土遺物

Ⅳ潰構と出ii冑物

1 概要［図12． 13]

土曠28基、柱穴または杭跡48基、焼土15カ所、集石遺構4カ所、石器埋納遺構1カ所を検出した。

遺構は第2段丘面上に多く分布する。出土遺物の主体をしめる後期中葉の時期には河床が現在よりも

高く、第1段丘面は氾濫源であった可能性が高い。そのため後期中葉の段階では主な活動の場は第2

段丘面となり、第2段丘面に多くの遺構が残ったものと考えている。

士曠は断面形が浅い皿状や椀状のものが多い。土器や石器がまとめて出土するものもあり、 これら

は墓曠の可能性がある。

柱穴は第2段丘面に多く分布する。掘方を持つものと杭状のものとがあり、両者の分布域や配列に

差はない。直径は10～20cm、確認面からの深さは最も深いもので約45cmである。明確な配列を見いだ

すことはできなかったが、限られた範囲に分布すること、焼土と柱穴の分布域が重なることから平地

式住居の支柱である可能性が高い。

焼土はその場で形成されたものと、廃棄されたものがある。廃棄された焼土は3カ所で、残りはそ

の場で形成されたものである。

集石は全て流路l内で検出した。 S－4， 5は方形もしくは円形に礫が並び、意図的に礫が配置さ

れた可能性が高い。 S－5は下部に土塘が伴い、配石を持つ墓曠である可能性が高い。

石器素材埋納遺構は直径15cm程度の範囲から、調整の施された黒曜石製の剥片が31点出土したもの

をこのように呼称した。

また、遺構ではないが第1、第2段丘面でそれぞれ一条づつ流路を検出した。この流路は95, 96年

度内園6遺跡の調査で検出されたものと同じもので、先の調査で使用された名称を踏襲し、第1段丘

面上の流路を流路2，第2段丘面上の流路を流路lとした。第2段丘面で検出した流路1は、 (1)埋土

にⅣ層土をブロック状に含むこと、 (2)流路2のような黄褐色砂と黒色土の互層が観察できないこと、

(3)土層の境界が明瞭である （漸移的ではない） ことから、短時間のうちに人為的に埋め戻された可能

性がある。 さらに、流路lの底面は何力所かで広く削られたような痕跡があり、底面に堆積した土砂

を除去していた可能性がある。流路1そのものは自然に形成されたものだが、縄文時代後期の段階で

人為的な改変を受けている可能性がある。

2 土墳［図14･ 15図版4～5-7]

柱穴・杭跡以外の掘り込みを持つ遺構を全て土曠とした。したがってその性格は様々なものがある。

土曠は形状からその性格を特定することは困難で、埋土中の遺物の出土状況から推測した。

P-19

概要：流路1の落ち込み際で検出した。Ⅳ群b類に属する比較的大きな土器片や石器が出土しており、

これらは意図的に埋められたものと考えている。遺構の性格は墓、ゴミ捨て穴の可能性がある。

時期：縄文時代後期中葉以降

P-20

概要：第3平坦面の崖際で検出した。断面形は浅い皿状である。埋土は黒色に近く、比較的新しい時

期の遺構である可能性がある。時期のわかる遺物は出土していないが、付近の包含層からは縄文時代
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Ⅳ遺構と出土遺物

68.4m
A

A'68．4m
~~

流路2縦断セクション （30~33ﾗｲﾝ）の土層

Ⅱ-1 10YR1.7/l 黒色士ややｿﾌﾄ

Ⅱ-2 10YR2/1 黒色土

l lOYR2/2.5黒褐色土砂岩粒（＃l～2m） を3～5％、Ⅳ層土粒（＃3～101W､） を2％、焼土粒、炭
化物極を少量含む

2 10YR2/2黒褐色土Ⅳ層土粒(＃3～7m) を5~7%､炭化物(j2～3m）を1~2%含む
3 10YR2/1 黒色土Ⅳ層土粒(j<lnm) を3～5％、砂岩粒（＃l～3m） を2％、炭化物（‘3～5m）
を1％含む

4 10YR2/1.5黒色～黒褐色土砂岩粒（＃5～10m） を5％、Ⅳ層土粒（ウ5～10m） を3％、炭化物
（f3~7m） を極少量含む

5 10YR3/2黒褐色土Ⅳ層土粒(＃10－15m） を7~10%､炭化物(‘5～71U､） を1%含む埋め戻
し土

6 10YR2/2.5黒褐色土Ⅳ層土粒（＃5～10m）を3～5％、砂岩粒（ウl～2m） を2％含む
7 10YR4/3 にぶい黄褐色士Ⅳ屑土主体で､黄褐色土を25%含む埋め戻し土

8 10YR2/2黒褐色土Ⅳ層土を網目状に10%含む

9 10YR2/2黒褐色土炭化物(＃5m） を1％含む
10 2.5Y3.5/3暗ｵﾘｰﾌ褐色~ｵﾘｰﾌ褐色土炭化物を1%含む

11 10YR3/2黒褐色土Ⅳ層土を網目状に10～15％含むⅣ層と黒色層との漸移層

l2 10YR3･5/3暗褐色～にぶい黄褐色土Ⅳ層土粒（＃3～5m）を15～20％、炭化物を極少量含む
l3 10YR3/3暗褐色土Ⅳ層土粒(ジ2~3mm）を10～15%､炭化物を極少量含む
l4 10YR2/2黒褐色土Ⅳ層土粒(＃5~15m) を5～10%､炭化物､焼土量(“~4卿） を1%含む
15 10YR3/3暗褐色土Ⅳ届土主体で､暗褐色土を網目状に10~20％含む

l6 10YR3/215黒褐色~暗褐色砂質土Ⅲ層土主体

11

B'68.3m目

流路2縦断ｾｸｼｮﾝ （33~35ﾗｲﾝ）の土層

l lOYR2､5/3黒褐色--暗褐色土Ⅳ層砂ブロック （＃5m） を5～10％、炭化物を極少量含む
2 10YR2/1 黒色土砂岩粒(“～7m) を3％含む
3 10YR2.5/3黒褐色~暗褐色土黄褐色砂質土と黒褐色土の互層各層厚5~10，4~5枚ずつ堆積

FF1人為堆積層(暗褐色）

■■人為堆積層(黒色）

｢~司水性堆積層

C'68.1mC

一塁一
1V 1V

流路2縦断セクション （35~37ライン）の土層

l lOYR2/3黒褐色土Ⅳ層起源の砂質土粒(＃5~15m） を10－15%含む

2 10YR2/2黒褐色土砂岩粒（＃2～5m）を15％含む
3 10YR2.5/3黒褐色~暗褐色土Ⅳ層起源の砂質土() ＃5mを5~10%､炭化物を極少量含む
4 10YR2.5/3黒褐色～暗褐色粘質土と10YR4.5/4褐色～にぶい黄褐色砂質土の互層層厚は2~10,
5~6回堆積する

2m
一一一一-一 ！

(縮尺1／80）

ロ

図13流路1縦断セクシヨン

後期に次いで晩期の遺物が多く出土していることから、縄文時代晩期の可能性がある。遺構の性格は

不明。

時期：縄文時代後期中葉以降

P-35

概要：第2平坦面上で検出した。Ⅳ群b類に属する土器が出土している。遺構の性格は不明。

時期：縄文時代後期中葉以降

P-36

概要：第2平坦面上で検出した。Ⅳ群b類に属する土器が出土している。遺構の性格は不明。

時期：縄文時代後期中葉以降
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P-38

概要：流路lの西側斜面で検出した。埋土は粘質で、埋め戻された可能性がある。時期のわかる遺物
は出土していない。遺構の性格は不明。

時期：特定できない

P-40

概要：流路l内で検出した。埋土はⅢ層土、Ⅳ層土を多く含み、埋め戻された可能性がある。時期の
わかる遺物は出土していない。遺構の性格は不明。

時期：特定できない

P-41

概要：第2平坦面上で検出した。Ⅲ層を掘り下げ中に土器がまとまって出土したため、遺構の存在に

気づいた。Ⅲ、Ⅳ層土で埋め戻されており、周囲の土と区別がつきにくかった。埋土中にほとんど黒

褐色士が含まれず、意図的にⅢ、Ⅳ層土のみで埋め戻した可能性がある。遺物は埋土の上部からⅣ群

b類に属する完形に近い土器が三個体出土している。底面付近から遺物は出土していない。遺構の形

状は楕円形で、確認面からの深さは約35cmである。遺構の性格は墓塘の可能性が高い。
時期：縄文時代後期中葉

P-42

概要：流路lの西側斜面で検出した。断面形は浅い皿状である。時期のわかる遺物は出土していない。
遺構の性格は不明。

時期：特定できない

P-43

概要：流路lの底面付近で検出した。遺構の埋土と流路lの埋士の区別が付きにくく、実際の掘り込

み面は検出面より20～30cm高かったと考えている。断面形は浅い皿状である。Ⅳ群b類の土器が出土

している。遺構の性格は不明。

時期：縄文時代後期中葉以降

P-44

概要：第1段丘面上で検出した。土壌に分類したが、柱穴の可能性もある。V群の土器が出土してい
る。遺構の性格は不明。

時期：縄文時代晩期後半以降

P-45

概要：第1段丘面上で検出した。断面形は浅い皿状である。時期のわかる遺物は出土していない。遺
構の性格は不明。

時期：特定できない

P-49

概要：流路lの底面付近で検出した。流路lの水性堆積層を切って掘り込まれ、人為堆積層に切られ

ている。実際の掘り込み面は検出面より1OCm程度高い。埋土はⅣ層土粒を含む均質な土で埋め戻しの

可能性がある。時期のわかる遺物は出土していないが、縄文時代後期中葉に堆積したと考えている流

路lの人為堆積層に切られることから、縄文時代後期中葉以前である。遺構の性格は不明。

時期：縄文時代後期中葉以前

P-59

概要：第2段丘西側の崖上で検出した。断面形は浅い皿状でP-60， 61， 62， 63， 64と規模、形状、

~
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Ⅳ遺構と出土遺物
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（“~20m） を15％含む＜’

図14土塘(1)
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’
埋土の様子が似通っており、 また第2段丘西側の崖上に並んでいることから、 これらと同じ性格の遺
構である可能性が高い。Ⅳ群b類に属する土器が出土している。遺構の性格は不明。
時期：縄文時代後期中葉以降

P-60

概要：第2段丘西側の崖上で検出した。 P-59， 61， 62， 63， 64と規模、形状、埋土の様子が似通っ

ており、 これらと同じ性格の遺構である可能性が高い。Ⅳ群b類に属する土器が出土している。遺構
の性格は不明。

時期：縄文時代後期中葉以降

P-61 ．62

概要：第2段丘面の東側で検出した。どちらも断面形は浅い皿状で、 P-61がP-62に切られる。 P

－59， 60， 63， 64と規模、形状、埋士の様子が似通っており、 これらと同じ性格の遺構である可能性

が高い。時期のわかる遺物は出土していない。遺構の性格は不明。
時期：特定できない

P-63

概要：第2段丘西側の崖上で検出した。 P-59， 60， 61， 62， 64と規模、形状、埋土の様子が似通っ

ており、 これらと同じ性格の遺構である可能性が高い。時期のわかる遺物は出土していない。
時期：特定できない

P-64

概要：第2段丘西側の崖上で検出した。同じような規模・形状のピットが切り合う。どちらもP-59，

60， 61， 62， 63と規模、形状、埋土の様子が似通っており、 これらと同じ性格の遺構である可能性が

高い。遺構の性格は不明。

時期：特定できない

P-66

概要：第1段丘面上で検出した。浅い土曠で、埋土中にⅣ群b類に属する土器片を多量に含む。土器

片はいずれも小片で、細かく砕いた後、土曠内に廃棄されたものである。遺構の性格は土壌の直径が

約30cln強と小さいことから、墓ではなくゴミ捨て穴の可能性が高い。

時期：縄文時代後期後葉

P-67

概要：流路l内で検出した。断面形は浅い皿状で、土曠内には口縁部を打ち欠いたⅣ群b類に属する

深鉢、スクレイパー等が出土している。これらは底面付近から出土しており、意図的に士曠内に埋納

されたものと考えている。遺構の性格は墓擴、ゴミ捨て穴の可能性がある。

時期：縄文時代後期中葉

P-68

概要：第1平坦面で検出した。時期のわかる遺物は出土していない。遺構の性格は不明。
時期：特定できない

P-70

概要：第1段丘面上で検出した。埋土からV群に属する長径10～15cm程度の土器片が数枚重なって出

土した。遺構の性格は柱穴の可能性も高いが、断定できないので土擴とした。

時期：縄文時代晩期後葉以降

P-71
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図15土擴(2)

概要：第1段丘面上で検出した。断面形は浅い皿状である。時期のわかる遺物は出土していない。遺

構の性格は不明。

時期：特定できない

3 柱穴・杭跡［図16～18図版5－8～6]

第2段丘面に多く分布し、第3段丘面にも密度は低いが、一定数分布する。第2段丘面では特にK

-31， 32グリッドに集中して分布する。掘方をもつ柱穴と杭跡が存在し、両者は主に底面の形状で区

別した。底面が平らもしくは丸いものを掘方をもつ柱穴とし、底面が尖っているものを杭跡とした。

どちらとも判断のつかないものを「柱穴または杭跡」 とした。
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W遺構と出土遺物

柱穴・杭跡には円形や方形などの明確な配列は確認できなかったが、限られた範囲に分布すること、
焼土と柱穴の分布域が重なることなどから、 これらは平地式住居の支柱であると考えている。

柱穴に分類したものはP-25、 P-27、 P-30～P-32、 P-34、 P-37、 P-51、 P-55、 P－

57， P-65， P-73～P-76， P-79， P-81， P-82， P-84～P－87， P-89， P-90～P-93、
P-94である。 P-34は34ラインのグリッド境界の断面で検出したもので、流路1堆積層の中位から

掘り込まれていることを確認した。後述する焼土の検出レベルもおよそこの付近であることから、流
路l内で検出した他の多くの遺構の掘り込み面も流路1堆積層の中位であると考えている。

柱穴または杭跡に分類したものはP-24、 P-26、 P-28、 P-29、 P-33、 P-39、 P-46、 P

－47、 P-50、 P-54、 P-58、 P-77、 P-78、 P-80、 P-83、 P-88である。

杭跡に分類したものはP-21～P-23， P-48、 P-52、 P-53、 P-56、 P-69、 P-72である。

柱穴と杭跡で分布域に差はないようである。

4 焼土［図19]

第2段丘面に多く分布し、第1、第3段丘面にも密度は低いが、一定数分布する。その場で形成さ

れたものと、廃棄されたものがある。廃棄された焼土はF-46， F-47、 f-49で、残りはその場で

形成されたものである。 F-51， F-54は柱穴・杭跡の分布の中心近くにあり、住居に伴う炉跡であ

った可能性が高い。また、 F-51は赤色化層中に骨片を含む。

5 集石遺構［図20～23図版7］

集石は全て流路l内で検出した。 S－4は円形、 5は方形に礫が並び、意図的に礫が配置されたも

のである。 S－5は下部に土擴が伴い、配石を持つ墓曠である可能性が高い。一方、 S－6， 7は自

然の落ち込みに土器片や礫を廃棄したもので意図的に礫が並べられたものではない。

4つの集石遺構の時期は、 (1)流路1内で検出されていること、 (2)時期のわかる遺物ではⅣ群の土器

が出土していることから縄文時代後期中葉と考えている。

S－4

概要：流路lの底面付近で検出した。礫、土器片が直径約1.5mの環状に配置されていた。集石の半

分はセクションベルト内に残されていたため、検出と作図は2回に分けて行った。図面を1枚に統合

する過程で、集石が環状に配置されていることに気づいた。出土層位は流路l底面に堆積する水性堆

積層の上面で、流路に廃棄が行われ始めた最初の段階に集石が行われたものと考えている。Ⅳ群の土

器が出土している。

時期：縄文時代後期中葉

S－5

概要：流路lの中位で検出した。礫が方形に配置されており、他の集石と比較して礫の配置は規格性

が高い。配石遺構と呼ぶべきものである。配石の下で土曠を検出し、礫はこの土曠の縁を型取るよう

に配置されていた。出土遺物は図面上では見えていないが、配石の中に石皿が1点混入し、土曠中か

らスクレイパー1点が出土した。時期のわかる遺物は出土していないが、配石をもつ土曠は後期前葉

～中葉の時期に北海道から東北地方までの地域で多くみられること、本遺跡出土遺物の主体は後期中

葉であることから、遺構の時期は後期中葉に属すると考えている。

時期：縄文時代後期中葉
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S－6

概要：調査区北側では流路lが若干落ち込み、 S－6はこの落ち込みの底面付近で検出した。礫の配

置に明確な意図は感じられず、落ち込みに土器片や礫を集中的に廃棄したものと考えている。Ⅳ群に

属する土器片が出土している。

時期：縄文時代後期中葉

S－7

概要: J-29グリッドの96年度調査区との境界付近に深さ10～20cmの落ち込みがあり、 S－7はこの

落ち込みの底面付近で検出した。落ち込みのほぼ全面に土器片や礫片が廃棄されていた。 S－6と同

様、礫の配置に明確な意図は感じられず、落ち込みに土器片や礫を集中的に廃棄したものと考えてい
る。

時期：縄文時代後期中葉
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6石器埋納［図24］

石器埋納は直径15cm程度の範囲から、調

整の施された黒曜石製の剥片が31点出土し L

たものをこのように呼称した。流路，の底

面付近で検出し、石器を全て取り上げた後

に埋納遺構だと気づいたため、出土状況は

明らかではない。周辺を精査したが、掘り L~

込みは確認できなかった。本来は掘り込み

-

J今○7，Iづ､ '}｣陸同心Lご'よ〃●っ/=o 'zﾄ木巳拙り込み

_計 L
ar－ 司d
l ~1

○

bL 」32F－~R=T

0 1m

があったが、流路lの埋土と区別できずに （縮尺1／40）
見過ごした可能性がある。埋納されていた 図24石器埋納

石器は長径約4.5cm、短径約3.2cm、厚さ約0.8cm程度の円形または楕円形の剥片石器で、縁辺は形を
整えるための調整が施されている。 |司様の石器埋納遺構は平成10年度の内園3遺跡でも検出されてお

り、 「石器素材埋納」として報告されている。二つの遺構は直線距離で、約60m離れている。こちら

は出土状況が明らかで、 ピット内に埋納したのではなく、 くぼみを利用して石器を埋納したようであ
る。

（石井淳平）

7 遺構出土の土器［図25～27表2 ． 3 図版8～9－4 ． 10～13]
土墳出土の土器

P-19出土の土器

lは、わずかに内湾する口縁部から、ゆるやかに底部へとつながる器形を呈する浅鉢である。口縁

部と胴部下位は無文で、丹念にミガキが施され、胴部中位に文様帯を有する。 LR斜行縄文に複数の

平行する沈線文を施し、 これらのそれぞれは上下のものとつなぐように弧状の沈線文が描かれている

ただし、最上段のものにはこの沈線文は認められない。Ⅳ群b類の手稲式に相当すると考えられる。
P-35出土の土器

6は頚部である。胴部上位には曲線的な沈線文が施され、それに区画された中には、条の傾きが異

なる縄文が施される。Ⅳ群b類のウサクマイC式に相当すると考えられる。
P-36出土の土器

7は頚部で、交互に施された斜めの沈線文が観察される。Ⅳ群b類のウサクマイC式に相当すると
考えられる。

P-41出土の土器

2は直立気味の口縁部からほぼ直線的に底部へとすぼまる器形を呈する。器面にはLR原体による

施文がみられ、胴部下位は無文である。また、下位近くでは条が横走気味である。 3は若干内湾気味

の口縁部から底部へと直線的にすぼまる器形を呈する。口縁部には、横環する沈線文に区画された幅

の狭い無文帯を有する。その下はLR斜行縄文が施され、 さらに下位は無文である。 2 ･ 4に比べて、

地文の条が横走気味にならないこと、胴部下位の無文帯が広いこと、上げ底であるという差異が認め

られる。胴部上位に一対の補修孔が観察される。 4は胴部中位以下が残存する。器面にはLR原体に
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より地文が施され、下位は横走気味である。 また、胴部中位にあたる割れ口には人為的なものと思わ
れる「切り込み｣、あるいは「孔」らしき痕跡が2カ所認められる。これらは一般的に言われている
補修孔とは、その形状が異なっている。胴部中位より上部分が人為的に除かれた可能性が考えられる。
2～4はⅣ群b類の手稲式に相当すると考えられる。

8は口縁部で、二本組の沈線文が縦横に施される。 9はRL斜行縄文地に平行する沈線文が施され
る。破片上部の内面はゆるく屈曲しており、器形が変化する部分と判断される。 10は胴部で、器面に
はLR斜行縄文が施される。 8， 10はⅣ群、 9はⅣ群b類の手稲式にそれぞれ相当すると考えられる。
P-43出土の土器

l1は頚部で、無文帯がみられる。Ⅳ群b類のウサクマイC式に相当すると考えられる。 12は複数の
沈線文が施される。Ⅳ群b類の手稲式に相当すると考えられる。
P-44出土の土器

13は口縁部で、 LR原体による縦走気味の縄文が施される。V群に相当すると考えられる。
P-60出土の土器

14は胴部下位の無文部分で、Ⅳ群b類と考えられる。 15は摩耗している。拓影図では表現しきれな
かったが、縦走する条が観察される。V群に相当するものであろう。

P-66出土の土器

16はLR原体で縄線文が複数施された後、 RL原体により地文が施される。 17は摩耗が著しいが、

RL原体による縄線文が施される。 18の口唇部にはRL原体による刻み、器面には貫通する孔が施さ

れる。 19の口唇部には1段Rの撚紐による刺突文が施され、外面にかけての角にLRの原体による刻

みが施される。20にはLR縦走縄文が観察される。21 ･22は底部である。21は丸底気味のもので、 R

L原体による施文がみられる。22はRL原体による縄文と横環する沈線文が一本施される。23は広い

無文部分を有し、地文施文部分とは段差がある。24はLR斜行縄文が縦走気味に施される。25は注口

部で、 1段Lと思われる原体により縄線文が施される。24はⅣ群と推測され、それ以外のものはすべ
てV群に相当すると考えられる。

P-67出土の土器

5は器の形状を保った状態で出土したもので、胴部中位より上部分を欠損する。胴部から直線的に

底部へとすぼまる器形を呈する。 LR斜行縄文地に複数の横環する沈線文が施され、 これらのそれぞ

れは上下のものとつなぐように弧状の沈線文が描かれる。その下は幅の広い無文帯である。 また、胴

部中位の割れ口はほぼ水平で、全体が軽く摩耗したような感じがある。 さらに、個々の破片の割れ口

らしき痕跡も認められない。水平に切り取ったのではないかと推測される。Ⅳ群b類の手稲式に相当
しよう。

26～28は同一個体と考えられる。波状口縁で、口縁部に無文帯をもつ。縦走気味のLR斜行縄文地

に横環する複数の沈線文を施し、それから波頂部から垂下する三本の沈線文が描かれる。Ⅳ群b類の
手稲式に相当すると考えられる。

P-68出土の土器

29は胴部で、 RL斜行縄文が施される。Ⅳ群b類に相当すると考えられる。

P-70出土の土器

30は粘土の貼付により突起部が形成され、その上には1段Lを用いた同心円状の圧痕文が施される。

器面にはLR原体による縦走する縄文が観察される。31はLR原体による縦走する縄文が施されるが、

口唇部直下の器面には施されない。 ともにV群の浅鉢と考えられ、 さらに同一個体である可能性があ
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P-73出土の土器

32は口縁部が無文で、Ⅳ群b類の手稲式に相当すると考えられる。
P-76出土の土器

33は全体的に摩耗している。波状口縁で外面に円形の刺突文が施される。Ⅳ群b類に相当しよう。
P-81出土の土器

34は胴部で、曲線的な沈線文により縄文地と無文地が区画される。縄文はLRであるが、条の傾き
が部分的に異なる。Ⅳ群b類ウサクマイC式に相当すると推測される。
P-83出土の土器

35は波状口縁で、 LR斜行縄文地に斜め方向の沈線文が複数施される。
集石出土の土器

S－4出土の土器

36は摩耗が著しいもので、拓影図では明瞭に表現できなかったが、以下の文様が観察される。口唇

部直下の器面には波頭状の、その下には波状、頚部には水平に横環する沈線文がそれぞれ二本づつ施

される。Ⅳ群b類のウサクマイC式に相当すると考えられる。37は平縁で、口縁部が無文のものであ

る。胴部との境では器面に段を有すると判断される。Ⅳ群b類の手稲式に相当しよう。
S－6出土の土器

38は底部の破片である。底面の1/も以上が剥離する。胴部へとつながる割れ口は水平で、内面が高く

外面が低いという特徴が観察され輪積みの痕跡を示していると考えられる。Ⅳ群に相当すると判断さ
れる。

S－7出土の土器

39は波状口縁で、縄文地に鋸歯状の沈線文が施される。口唇部直下の器面は、口縁と平行する沈線

文で区画され、幅の狭い無文帯が設けられている。40も波状口縁で、幅の広い無文帯の下は、 RL斜

行縄文地に鋸歯状の沈線文が施される。口頚部と胴部の外面は明瞭な段差を有する。41は摩耗が著し

いものである。口唇部には粘土の貼付により突起部が形成され、その上には刻みらしき文様の痕跡が

観察される。外面は、口唇部直下に沈線文が一本施される以外は無文である。42は波状口縁で、口唇

部直下の器面に沈線文が施され、その間には刻みが加えられる。これは左傾き、右傾きの両者がある~

また、補修孔が一対観察される。43は貼付により口縁部が肥厚し、そこに刻みが施される。器面はL

R原体を用い、回転方向を変えて施文した羽状縄文が観察される。44は注口部である。45は水平に横

環する二本の沈線文があり、その下の無文地に曲線的な沈線文が施される。46は注口、あるいは壷の

肩部と考えられる。粘土の貼付と沈線文、及びそれらの周囲に施された刻み、そして地文の羽状縄文

が観察される。内面は指頭圧痕が顕著で、調整による平滑な器面が認められない。このことも器形を

判断する上での手がかりとした。47はLR斜行縄文が施され、その下は底部まで無文である。48は底
部で、全体的に剥離した後、摩耗している。

36， 39， 45はⅣ群b類のウサクマイC式、 37， 40， 41， 44， 47はⅣ群b類の手稲式、 42， 43， 46は

Ⅳ群b類のホッケマ式にそれぞれ相当すると考えられる。 38， 48もⅣ群に相当しよう。

49～51は比較的大きな破片で、すべてⅣ群b類の手稲式に相当するものである。49は器面にLR斜

行縄文が浅く施されるが、口唇部直下の器面と胴部下位は無文である。50は斜行縄文地に複数の沈線

文と、 これらを上下につなぐ曲線的な沈線文が施される。器面には補修孔が一カ所あり、 これは縦長

の楕円形部分が広く凹み、その中に円形の孔が貫通している。51は頚部から底部近くまでが残存する。

’

40



Ⅳ遺構と出土遺物

､麓謹錘溌塞琴薄2舞葬
ぶ

痔も亀零.窪･' '

~－電電･鱈…噂謬譲＝…鶴…録嶽"璽鐵
ノ

Q－7
斗,

6

S－4

37

S-4
、．

戸~,宮-ゞ腫雲癖』ー,勝一
L P

■ b些一■~

一彦ゲクーヘ冠~ ざま（

Ｕ

も

《

ｄ

Ｓ

患職蕊蕊懇

~
~~

、 麺:論
1,

，.:、ゞ :w ノ¥ﾕ

弔〃 ロ

~ ~ ~~~ ~ ~
､ 口 ① 』も D

. . 才'訳却哩 ‘ ｲ

1 ' ､~鐸《; :嘘、 ~ ~ ~輔" I

電薄
F ■ 片

－竜皇, .強､私r~ ~ ~，"、イ

鐸
琴~峠‘'青､.'．，鈴、､ 〆

額

『

》

詑

ｑ

答

拝

、

』

堅

蝉

涯

壗
画
一
ハ
ロ
『
＄
Ｊ
苫
、
ｆ
Ｌ

鰯
1.』；らも
豆寺弔F

･野‘冒醇 難
芦

9

蕊
ｏ
ｆ~ｊ

ｆ r

寺

▽

日

‐

苧

》

汀

唾

牟

出

口

ロ

、

▽

恥

．

マ

阜

則

今

~
~
~
~
~
~~
．

惨

●

》

胆

、

．

。

．

、

や

》

叱

辱

・

４

・

即

・

．

、

》

兵

‐

胃

ジ

罠
◇
ｅ
ｒ
ｑ
牢
‐
』
■

ぷ
い
Ｆ
季
副
叱
．
『
季
々
・
㎡
口
。
ま

起

卦

竿

即

畢

Ｐ

▲

ｑ

凸

学

．

‐

を

。

、

。

●

吟

潭

門

凸

”

・

Ｄ

つ

さ

，

‐

塔

、

Ｆ

謙

二

、

導

能
い
い
〆
吋
宇

S－7
h ，

(.
｡『

、 ，

･も．1、 b
：、．

Q－7
ジ0

鐙…島鐸蕊疑

~"蕊を,蔀→密』
いぜ謹司~具~

Qh

"“
S-7 S-7

￥

L__L』
脳

、、
･ 智､‘･ぜ

〆
Ｆ
Ｊ
４
ｒ
ｊ
。
、
ｊ

ｒ

川

副

』

評
峨
々
ｆ
ず
め
Ｊ
ｆ
可
寸
ｆ
Ｊ
ｆ

48

S-7
宮
よ
隼
声
や

》

》

毒「
■
一

ぢ
む

脚,雪〆
龍岫凸~~

ｒ

」 芝

“
小向

う一J

I
鼻一戸二 ■

歩と＝＝澪倉一一鍔j
J.一一辛＝L耳hごま雲:

霧 -、
46

S－7
45

S－7

篭
Q－7
画0

’

‘篭享
図27遺構出土土器(3)

頸部無文帯の下は、 RL斜行縄文地に複数の沈線文が描かれ、 これらを上下につなぐ弧状の沈線文が

施される。さらにその下位部分は無文である。 （末光正卓）
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表2 遺構出土復原掲載土器観察表

圃鯉厩掲載番号 出土遺構 ’－－－－
内面調整

破片部位

（器種）

色 調

外面|内面 胤鯲}鳶
遺物番号 接合破片回収

遺構･グリッド

層位 接合破片数 文 様 胎 土 使用の痕跡

灰苗間にぶい

聡繭
~褐灰燈～褐

色 灰色

LR斜行縄文、

複数の沈線文

とこれらを上

下につなぐ弧

状の沈線文

口縁部～底

部

(浅鉢）

（Ⅳ群b類）

|畠|径: 17.8

器高:11.0

底径:6.4 （c､）

ほとんどが鉱

物

粒径は/1，

声

「

Ｕ

（
叩
／
》 1 P－l9 覆土３ 口唇部黒色化

内外耐黒色化

1八

lO ミガキ K-35区

にぶい

赤禍～
にぶい

黄榿～

にぶい

褐色

岩叶主体(角

のとれたM噸

岩）

粒径は大

鉱物の粒径は

中

口唇部‘ 14外面

黒色化･炭化物

付漕

胴部ﾄﾞ位赤色化

にぶい赤掛色

（5YR5／
11

源
Ｌ
極
位

一

い

控
湿
ぶ
色

（Ⅳ群b類）

口径:21,4

器高:26.3

底径;8.0 （c､）

口縁部～底

部（深鉢）
2 P－41 戦士？

10 LR斜行縄文 ﾐガキ ~

灰苗褐～

にぶい燈

にぶい街

燈

～褐灰色

一

い

灰

褐

ぶ

褐

灰
に
褐
一
色

岩片主体（角

のとれた11世

のもの）

粒径は'ｷ！

鉱物は小

（Ⅳ群b類）

口径19.5

器高:20.8

底径:7.6 （c､）

胴部~上位に補修

孔一対

口縁部～底

部

(深鉢）

にI唇部黒色化

内外、

蝋色化，焼化物

付着

LR斜行縄文、

沈線文
P－41 覆土 ﾂ1

－1
勺：

ﾐガキ 1-33区

（Ⅳ群b類）

口径:－

冊高： （19. 1）

底径:7.8 （CHI）

服部中位に人為

的な切り込みあ

るいは孔が2カ

所ある

岩片主体(角

のとれた堆積

岩）

粒径は大

鉱物の粒径は

巾

内外面

黒色化・炭化物

付着

胴部下位赤色

化？

にぶい赤褐色

(5YR5'4）

い

ぶ

一

ぶ

に

燈

色

に
褐
へ
い
燈

II郷中位～

底部

(深鉢）

にぶい

燈～燈

色

ミガキ
＋亭
ノ~ノ

4 覆土P－41 4 17 LR斜行縄文

内外面

蝋色化・炭化物

付着

胴部下位赤色

化？

浅黄燈色

(7.5YR8, ’6）

い
↓
燈
灰

ぶ
柾
黄
禍

に
黄
浅
一
色

LR斜行縄文、

複数の沈線文

とこれらを上

下につなぐ弧

状の沈線文

鉱物主体粒

径は小岩片

も少量あり

(白色）

粒径は中

（Ⅳ群|)類）器

の形状を保つ

口径:一

器高： （13.9）

底径:7.6 （[､）

Ⅲ部中位～

底部

(深鉢）

榿～褐

灰色
P－67 慨土I 1、

ﾐガキ

表3 遺構出土破片掲載土器観察表(1)

色 調

Wrn1両一面
接合

破片数
備 考

(時期分類）

図

一

恥

掲載番号 出土遺構 遺物番号 層位 砿片数 破片部位 内面調整 文 様 胎 土 使用の痕跡

頚部～11M部

上位
細文、沈

線文

岩矼#{畑とi雌稀）

繩|狄鋤の鱸|刈、

にぶい菰

掻色
|ﾉﾘ外面

蝋色化･炭化物付渚
覆」P－35 5b 褐灰色 ナデ・ ミガキ】

(IV群I)類

縄文、沈

線文

liﾋﾙ"柵伽上雌朏

雌I城

にぶい掻
仏
一

IAl im黒色化・炭化物付

鴬

P－36 斑」 ２ 頚部?Iノ 褐灰色 ミガキ (IV群b類）

覆土
ｎ
／
ど

１
１
１

縄文、沈

線文

ほとんどが鉱物粒

径は小

榿～にぶ

い黄擶色

. ．＝. 、

未注記
にぶい黄

撒色
8 P－41 口縁部1 ナデ‘指蠅狼 (IV群b類）~

縄文、沈

線文

榊蠅肌と伽＃
中
矼
枇

山
悪
口
処
加
哩

|Al外iii

黒色化~炭化物付着

〔1 P－41 斑」 11W部1 ’ 黒褐色 ミガキ黙褐色 Ⅳ群b類）

:矼伽”これ雌猯）

雌駄

外、黒色化・炭化物

{緒
覆土10 P－41 3 l111部３ 天褐色 措色 ナデ・ ミガキ 縄文 (Ⅳ群）

純文、沈

線文

岩駐伽伽とh蠅稀

繩|沖

内外、

熱色化･炭化物付鴬

11 P－43 閥1 頚部I 1 灰褐色 褐色 ミガ､キ
~

(Ⅳ群b類）

細文、沈

線文

ほとんどが鉱物

粒径は小
悩二I12 P－43 '何部1 1 褐灰色 黙馳 ミガキ 11外面黒色化 Ⅳ群b類）

妬(#鮒) ,鋤上Mこムリ

棚抑

にぶい褐

色
外、馳化

|ﾉⅧ;純化･炭化物i幟
P－44 慨土13 I l縁部’ ミガキ‘梢､頤灰撹褐色 縄文 (V群）

箭主伽伽とれ雌猯）

湘城
噸馳{上 ,靴Wi構

純|上純(2,iYR7／6）

14 覆土P－60 胴部下位
り ２ 枇黄特色 黒色 ミガキ (Ⅳ群l〕類）

“い熊一

|こぶい純
15 P－60 閥」 ２ 胴部

り

燈色 細文ナデ？ 鉱物主体粒径は小 (V群）

縄線文、

縄文

漸職加嚇l 'MMIcjI

雌'抑

にぶい褐

色

にぶい褐
缶
一

I]郷･内､馳化

外、馳化,脚上榊備

P－66 腿」16 1 口縁部 ナデ･指卿眼h
(V群

鉱物主体

粒径は中

にぶい褐

色
外面黒色化，炭化物

|崎
職」17 P－66

Ｆ
『
〕 1 ll"M1 黒褐色 縄線文

I－J

rア (V群）

撒細による

#Iみ､孔

師(#紺) '鋤とIKil)

雛艸

にぶい褐
’′

巴

18 P－66 職」 口縁部1 I 灰褐色 十手
内外面胤色化 (V群）

柵によ剛

蚊と洲

師職制鋤鋤崎I

雛艸

にぶい柵

色
口唇部・内外m

黒色化炭化物付着

19 P－66 掴」 1 口縁部1 ナデ･指､圧損擶色
~

V群

口唇部・内外、

鼎色化・炭化物付滴

20 P－66 掴士 口縁部1 灰褐色 褐灰色 ナテ 縄文 鉱物主体粒径は中 (V群）

岩石･鉱物ともにあり

粒径はﾉ|、

にぶい褐

色

にぶい褐

色
21 W十P－66 1 1 底部 ナデ･梢蠅狼 細文 (V群）
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表3 遺構出土破片掲載土器観察表(2)

|画|掲謡号|出土逼構|鋤番号|層位|破片数|態| ‘接合

破片数
破破片数層位遺物番号出土遺構掲載番号

備 考

(時期分類）愉阜諏驚 使用の痕跡土文 様 胎内面調整片部位

岩石・鉱物ともにあり

粒径は小

縄文、沈

線文

|Al外面

黒色化･炭化物{情
にぶい赤

褐色

にぶい褐
汽

巴

(V群）ナデ･ 1諏圧痕底部1藺土 1P－66〃 h

ナデ‘指頭圧

痕

|Al外面

黒色化・炭化物付蒜にぶい褐I職褐色
仏
L三

(V群）鉱物主体粒径は中縄文胴部覆土 110P－66りり
息』

岩石･鉱物ともにあり

粒径は中

内面黒色化･炭化物

付常
にぶい黄

擶色

Ⅳ群？）縄文ミガキ胴部 灰'21色覆土 1］P－66 1り
L白?4

糊{雌淵'鋤帥|こ捌

棚iﾉ|＄

胤織､撚

冊の圧痕文
(V群）

褐色注口部 樋色覆土 11P－66
芦
「
Ｊ

ｎ
／
拝

鉱物主体

粒径は小

縄文､沈

線文

内外面

照色化・炭化榊晴
ガキ・指頭

圧槙
口縁部～胴

部上位

にぶい褐
代
一

や燈
凹
噛
噛

団

か

帥

か

~
~
~
~

(IV群b類）
閥十 6 （P－67

nハ

ム0

鉱物主体

粒径は小

縄文、沈

線文

ミガキ・指頭

圧痕

内外面

黒色化･炭化吻付茜
口縁部～頚

部

にぶい黄

笹色

(IV群b類）褐灰色覆」 ２
ｎ
／
】P－67ﾂ7

圏『

鉱物主体

粒径は小

縄文、沈

線文

内外面

黒色化･炭化物付蓋
口縁部～頚

部

にぶい黄

燈色
(IV群b類）ﾐガキ黒褐色覆土 11P－6728

ほとんど鉱物

粒径は小

外面

黒色化炭化物付渚
('V群b類）縄文ﾐガキ褐色胴部 黒褐色覆二I 1P－68ワQ

口唇部・内外面

黒色化・炭化物付着
|辻んど鋤

轆Iiﾉ|＄

撚紐の

圧痕文、細文
口縁部～lli

部上位

榿色ナデ

・ ミガキ
(V群）浅黄樋色覆土P－7010 』 』~

鉱物主体

粒径は小

ナデ・折頭圧

痕
口縁部～胴

部上位

にぶい黄

祷缶

明錨一

+:ふ噸純
V群内外面黒色化縄文覆」ql

J上 P－70 汀ロ

師(職岩) ‘鋤と柚リ

雛'抑

口唇部~内面

黒色化，炭化吻付箔
にぶい擶

色
(Ⅳ群b類）ミガキ黒褐色口縁部澗」 1’qウ

J白 P－73
~

~

綿雌ｉと０脚＃
大
駐
師

山
テ
ロ
糾
卸
仏

円形の刺

突文

燈澁い
色

〆
小
侭

に

一

にぶい黄

擶色
(Ⅳ群）ナデ？口縁部覆」 1’P－7633

師(唯榊鋤と$にルリ

雌艸

縄文、沈

線文
(Ⅳ群b類）外面黒色化浅黄擶色

、
グ
ー
ａ

抄

■

~

~

｝
７
１
丁胴部 褐灰色覆土 ’1P－8134

鉱物主体

粒径は大

縄文、沈

線文

にぶい褐
歩ツ

T:n
Lヨ

(Ⅳ群b類）外面黒色化十デ口縁部 灰褐色覆土 1 ’P－83QE
JJ
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’
8 遣構出土の石器［図28～32表4 図版9-5 ･ 6 14～17]
P-19

1は安山岩製のたたき石である。先端部に敲打痕と側面にすり痕がある。側面のすり痕は作業面で
はなく、使用による摩耗の可能性が高い。 2は砂岩製の石皿である。両面にすり面がある。
P-41

3は砂岩製の石皿である。両面にすり痕があるが、裏面のすり痕は使用時に地面や台と接触したこ
とが原因の摩耗であると考えている。

P-66

4は黒曜石製の有茎石雛で、茎部が欠損している。

P-67

7は黒曜石製のスクレイパーで、一辺を除き全て欠損している。刃部の角度が小さく、刃部は鋭い。

8は調整の施された黒曜石製の剥片である。不定形な剥片の縁を打ち欠いて形を整えたものである。

石器埋納遺構から出土した石器と同様のものである。 9は安山岩製の台石で、断面は三角形である。
5カ所に敲打痕があり、側面にすり痕がある。

P-70

5は黒曜石製の石雛である。

P-71

6は黒曜石製のスクレイパーで、下半分を欠損している。刃部は大きな剥離を切って細かい剥離が
形成されており、刃部の再生が行われている。

P-91

10は安山岩製の台石である。側面の3カ所に敲打痕があるが、その他の加工痕や使用痕ははっきり
しない。

S－4

11は砂岩製のたたき石で、両側面を除く全周に敲打痕がある。

S－5

12は黒曜石製のスクレイパーで、腹面側にも若干調整が施される。 S－5の下で検出した土曠内か

ら出土した。 13は砂岩製の石皿で、すり面が2カ所くぼみとして残る。

S－6

14は砂岩製の台石で、側面と底面を除く全周に敲打痕がある。

S－7

15は黒曜石製のつまみ付きナイフである。形状は三角形で、先端が尖る。左右の側縁で調整の施さ

れる面が異なる。 16は黒曜石製の石核である。 17は片岩製のたたき石で、先端部と側面の一部に敲打

痕がある。 18は砂岩製の石皿で、大部分は欠損している。おもて面の一部にすり痕が残る。 19， 20は

砂岩製の石皿で、 19は上半分が割れて出土した。廃棄後に土圧等によって割れたものであろう。石皿

に分類したが、両者ともすり面がきれいに磨かれており、砥石として用いられた可能性が高い。 19は

中央に縦に長くすり痕があり、 20は片面のほぼ全面にすり痕がある。21は砂岩製の台石である。断面
は台形で、上面と側面の一部に敲打痕がある。

｜
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Ⅳ遺構と出土遺物
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図28土曠・柱穴出土石器
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図29集石遺構出土石器(1)
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Ⅳ遺構と出土遺物
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図30集石遣構出土石器(2)

石器埋納

調整の施された黒曜石製の剥片で、長径約4.5cm、短径約3.2cm、厚さ約0.8cm程度の楕円形または

卵形である。適当な大きさの剥片を打ち欠いて形を整えており、大きさや形が似通っている。スクレ

イパーやRフレイクに分類できるものも存在するが、一括出土したことから全て同じものとして認識

されていたと考えている。機能や用途は不明であるが、調整の程度が様々なのに対し、大きさや形が
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Ⅳ遺構と出土遺物
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図32石器埋納出土石器(2)

比較的統一されており、利器として使用することよりも大きさや形を統一することを目的として調整

が行われた可能性が高い。また、平面的な大きさや形状を整える一方で、バルブの部分に剥離が集中

すること、打点側が折り取られるか打ち欠きにより消失していることなどから、厚さも一定の厚みに

なるように配盧していたようである。分類は石器素材としたが、分類の項でも述べたとおり、製作可

能な石器が限定されること、遺跡から普遍的に出土する石器ではないことなど素材とは考えにくい事

実も多い。

整形の程度や縁辺部の調整の程度により次の3つに細分類した。

(1) 両面を調整したもの

(2) 片面のみを主に調整したもの

(3) 剥片をほとんど調整せず、縁辺部を細かく潰しただけのもの

包含層からも同様の石器が出土しているが、遺構出土のものと比較して、調整が粗雑で、大きさや

形にばらつきがある。 （石井淳平）
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’表4 遺構出土掲載石器一覧表

|図版|番号｜整理No l遺構｜ 層位 ｜ 分類 ｜ 材質 ｜ 長ざ可~ ~ p 帳 ｜ 厚さ ｜ 重さ ｜ 備考
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V包含層の出土遺物

V包含層出土の遺物

1 ．土器［図33～48表5～10図版18～29]

(1)概要

本遺跡からは、縄文時代中期（Ⅲ群)、後期（Ⅳ群)、晩期(V群）の土器が出土した。これらにつ
いて、 ランク、出土層位について表5にまとめた。なお、 この概要を記述するにあたっては、一次分
類のデータを用いた。

表5からは次のことが指摘できる。Ⅲ群は20点と少な~<、全体の1％以下を占めるにすぎない。多
くのものがⅡ層からの出土であるが、Ⅳ層からの出土も認められる。Ⅳ群は最も多く出土し、全体の
約37％を占めている。 Ⅱ層からの出土が最も多いが、他の群のものと比べてみると、各層からまとま
った量が出土したことがうかがえる。 .V群は489点で、全体の約3%である。 Ⅱ層からの出土が最も

多く、Ⅳ層からは全く出土が認められない◎未分類のものは全体の約60％である。一次整理の段階で
は、確実性が低い場合、土器は時期分類を行わなかった。その結果、大半の土器を未分類として扱わ

ざるを得ない状況となった。また、整理作業ではこれらの分類を行う時間的な余裕をもてなかった。

しかし、作業を進めていく上で、未分類の土器は、そのほとんどがⅣ群のものであることが認められ

た。このことからも、Ⅳ群の出土量が際だって多く、V群、 Ⅲ群がこれに続くという傾向が認識され

る。
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分布

一次分類のデータから、グリッドごとの出土点数を時期、 ランク分類ごとに求め、図33～36の分布
図を作成した。

総破片

ほぼ全面に分布が認められるが、南側と東側（内大部川側） にいくにつれ減少していく傾向が指摘

できる。K～Mライン、 31～35ライン付近が最も多く、出土数が1,000点を越えるグリッドも認めら

れる。また、分布していないグリッドもみられる。これはLラインと33ラインに囲まれた北西側と、

K～Mラインと35ラインに囲まれた南西側の部分で、 これらは砂・礫主体である第V層まで削平を受

けており、遺物包含層が残存していなかったところである。

Aランク

J ･K-32区が際だっている。

Dランク

K-32区に顕著で、その周辺にも多く認められる。

Eランク

N-33区及び、 L-33区とその周辺に多く認められる。

Fランク

K-32区、 L-35区とそれらの周辺に多い。

Ⅲ群

西側に分布が認められる。調査区の西側はさらに高い段丘面があり、 ここに分布の中心があり、本

調査区から出土した土器はそこから流れ込んだものと推測される。
Ⅳ群

L-33･34区に最も多く分布している。ほぼ全面に認められるが、南側は少なくなっていく傾向が
指摘できる。

V群

調査区のほぼ全体にまばらに分布しているような印象を受ける。K-35区、 L-36区に最も多く分
布している。

今回ランクごと、そして時期ごとの分布から、遺物の本来的な位置（原位置） と二次的な移動につ
いて考えた。これについてはⅦ章の2節で詳しく考えたい。

掲載の仕方

土器については遺構出土分も含めて個体識別を行い、器形を判断できうる程度、破片が集まったも

のについて復原した。接合できなかったものについては、口縁部のものを主体に文様、内面調整、胎

土等の特徴を手がかりに型式を特定した。破片掲載のものは拓影図（外面と口唇部、必要に応じて内

面） と断面の実測図を作成した。底部破片は残存部分から径が求められるもの（概ね1/§以上残存して

いるもの）について復原実測図を作成した。また、掲載する土器は遺構出土分も含め、すべて観察表
を作成した。以下、表の各項目について説明する。

「出土遺構・出土地点」

遺構出土のものはその遺構名、包含層出土のものはグリッド名を記入する。
「遺物番号」

遺物登録台帳の番号を記入する。番号がつけられているものは、原則として出土位置が記録された
ものである、
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V包含層の出土遺物

「層位」

遺構出土のものはその層位、包含層出土のものは基本層序を記入する。

「破片部位（器種)」

口縁部、頚部、胴部（三分割；上位・中位・下位．二分割；上半・下半)、底部などの部位名を記

入する。 また、復原掲載土器は器種についても記載する。

「接合破片数」 「破片数接合総破片数」

接合した破片の総点数を記入する。破片掲載のものは、接合した破片それぞれの注記の内容を記入

する。

「色調」

内外面の色調について、 『新版標準土色帖』 （1996年版） を用い近似する色を判断し、その色名を

記入する。

「文様」

器面、口唇部にみられる文様を記入する。破片掲載のものは文様の種別のみを記載する。なお、以

下の文様については、その痕跡及び施文のあり方から区別した。

1 .刻みと刺突文（Ⅳ群b類ホヅケマ式）

「刻み」は短い沈線文様のもので、棒状工具の側面を用いたり、先端部を用いても工具の移動によ

り先端部の痕跡が残らないものとし、 「刺突文」は先端部の形状が痕跡として観察されるものとした。

2．突瘤文と円形の刺突文（Ⅳ群c類堂林式）

これらは、外面に文様効果を意図したものと考え、内面から外面に施されたものを「突瘤文｣、外

面から内面に施されたものを「円形の刺突文」 とした。

「内面調整」

内面の調整方法を次の二種類から判断して記入する。指頭圧痕が顕著な例も記す。

1 ．ナデ：器面をなでる

（器面を削り取らずに撫でつける混入する粒子は器面に沈み込む）

2． ミガキ：器面を丹念に研磨する

（器面を削り取り、平滑な面を作り出す混入する粒子が移動したことにより、筋状

の痕跡が生じる）

上記の事項は、その痕跡から、すべての場合において明確に識別されるとは限らないが、両者の根

本的な違いは、調整行為により器面を削り取るか取らないかにあり、そのことを念頭に分類した。

「胎土」

胎土を、ルーペ(×10、 ×20）やマイクロスコープ(×30, ×50) を用いて、混和材と考えられるも

ので、礫（長径2nm以上)、砂（長径0.5nm以上の粗粒なもの）について観察し、以下の事項を特徴と

して把握した。その際、視覚的に目立つものを「多い」 と判断した。

1 ．観察される粒子を鉱物か岩石か判断し、それらの相対的な量を把握し、次の五つに分類する。

「ほとんどが岩石｣、 「岩石主体」

「岩石・鉱物ともにあり」

「鉱物主体｣、 「ほとんどが鉱物」

なお、岩石・鉱物の量は視覚的に把握したが、鉱物については、受けた光をこれらが反射する際に

生じる光沢の具合も手がかりとした。

2．最も多いと判断される混和材の大きさ （粒径） を次の三つに分類する。

、
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・粒径は大: 2m以上のものが目立つ。

・粒径は中: 1mm以上～2mm未満のものが目立つ。

・粒径は小: 1mm未満のものが目立つ

3．岩石の種類とその円磨度を観察する。

4．繊維の有無について、含有していれば「繊維」 と記入する。

なお、観察された粒子について、岩石名や鉱物名を特定することは、肉眼的な観察という条件にお

いて、判断を誤る危険性が考えられたので、上記の内容に留めた。また、 「2．粒径の分類」につい

ては、大きいものの方が目に止まりやすいという傾向がある。

観察された岩石は、そのほとんどが堆積岩であったが、一部には変成岩も含んでいると思われる。

しかし、火成岩と判断されるものは認めらなかった。観察者の力量不足もあるが、 このことは遺跡周
辺の地質環境と矛盾しないものといえよう。

「使用の痕跡」

口唇部や内外面に器面の黒色化（煤)、炭化物付着（こげつき）が、胴部中下位等に被熱による赤
色化がみられる場合、それを記す。

「接合破片回収遺構・グリッド」

復原掲載土器について、破片が回収されたグリッド （遺構） を記入する。

備考（時期分類）

時期分類やその他の事項を記入する。また、復原掲載土器は計測値（口径、器高、底径） も記載す
る。

(2)出土状況を記録した土器［図37-1～43-20表6 ． 7]

本調査では、土器がまとまって出士した状況が16カ所確認された。これらについては現場で出土状

況図（縮尺1 ：20で掲載）の作成と写真の撮影を行った。これらのうち13個体が復原されたが、でき

なかったものはその一部を破片資料として掲載している。

1 ･ 2はJ-32区のⅢ層で確認された。深鉢の破片の上部に、その場で割れた状態の浅鉢と別個体

の底部が出土した。 lは口縁部が直立気味で、胴部から底部へと直線的にすぼまる器形を呈する浅鉢

である。胴部上位にはLR斜行縄文地に、水平に横環する複数の沈線文が施される。そして、 これら

を上下につなぐ､ように横位置の「U」字状の沈線文が描かれるが、最上位のものにはみられない。 2

はやや内湾する口縁部からゆるやかににすぼまる器形の深鉢である。波状口縁で、波頂部は5カ所と

判断される。口縁部は無文で、沈線文より下位は斜行縄文が施される。胴部下位付近では条が横走し

ている。 1 ･ 2はⅣ群b類の手稲式に相当すると考えられる。

3はK-32区の流路Ⅱ層から完形の状態で出土したものである。内傾する口縁部から胴部中位でふ

くらみ、そこから曲線的にすぼまる器形を呈する。口唇部はやや厚みのある丸形を呈し、縄文が施さ

れる。口縁部から胴部上位には沈線文で区切られた無文部分があり、 これが三単位施される。胴部下

位は無文でミガキが加えられる。Ⅳ群b類の手稲式に相当すると考えられる。

4はK-31区のⅡ層から出土した。胴部下位から底部は器の形状を保ち、その周囲に破片が散在し

ている状態で確認された。頚部より上位の破片は回収できなかった。胴部中位が大きく張り出す器形

を呈する。注口部を有しないことから壷と判断される。曲線的な沈線文が、 RL斜行縄文地と無文部

分を区切るように施され、無文地には向かい合う弧状の沈線文が縦方向に展開する。胴部下半は無文
である。Ⅳ群b類の手稲式に相当すると考えられる｡

5はK-32区のⅢ層から、器の形状を保った状態で確認された。胴部の約l/4と注口部分を欠損

’
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V包含層の出土遺物
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V包含層の出土遺物
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図40出土状況を記録した土器(4)

する。この部分の破片は回収できなかった。ゆるやかに外反する口縁部から胴部へとつながり、胴部

上位がゆるやかにふくらんでから底部へすぼまる器形である。口縁部には水平に横環する沈線文が施

され、胴部上半には曲線的な沈線文が描かれ、その中は丹念にミガキが加えられ、器面が低くなる。

全体的に丁寧なミガキ調整が施される。Ⅳ群b類の手稲式に相当すると考えられる。

6はK-32区のⅡ層で確認された。はじめに確認された土器を取り上げたところ、 さらにその下か

らまとまった出土が認められた。前者を上部、後者を下部として実測図を掲載した。波状口縁のもの

で、波頂部は5カ所と推定される。わずかに外反する口縁部から、胴部上位でふくらみ、そこからゆ

るやかにすぼまる器形を呈する。口唇直下の器面には沈線文と刻みが施され、頸部は無文である。胴

部上位は一本の沈線文と刻みが施され、それより下位は斜行縄文が施される。Ⅳ群b類のホッケマ式
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V包含層の出土遺物
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に相当すると判断される。

7 ． 8はJ-32区のⅡ層から出土した。 2個体が混在していたが、復原できたものはl個体である。

7は強く内湾する口縁部から曲線的に胴部へとつながる器形を呈する鉢である。口唇直下の器面に

は刻みと沈線文が横環する。それより下位の部分は曲線的な沈線文により無文地と縄文地が区切られ
る。縄文はLRの同一原体を用いた羽状縄文で、充填施文される。

8は波状口縁で、口唇直下が強く内湾する器形を呈する。この内湾した部分には刻みと沈線文が施
される。 7 ． 8はともにⅣ群b類のホッケマ式に相当すると考えられる。

9は1-30区のⅣ層から出土した。底部は器の形状を保った状態で、周囲に口縁、胴部の破片が位

置していた。外反する口縁部から底部へと直線的にすぼまる器形である。幅の広い無文帯の下位には、

上下を横環する沈線文に挟まれた刻みが施される。Ⅳ群b類のホッケマ式に相当すると考えられる。

10は1-30区のⅣ層で、同一個体の口頚部の破片が比較的まとまった状況で確認された。口径が大

きなもので、復原できうる程度破片が回収されなかった。平縁で、口唇部直下の外面に刻みと沈線文

が横環する。頚部と胴部上位は器面に段差を有する。 LR斜行縄文の後から刻みが施される。Ⅳ群b
類のホッケマ式に相当するものである。

11は1-32区のⅣ層から出土した。底部は器の形状を保ち、他のほとんどの破片は内面を上にした

状態で放射状に位置する状況が認められた。内湾する口縁部から緩やかにふくらみ、そこから底部へ

とすぼまる器形である。水平に横環する沈線文に挟まれた幅の狭い無文帯により、文様展開は三段に

区画される。 LR斜行縄文地に複数の鋸歯状の沈線文が施される。底部は中央部がやや高くなってい

るために不安定である。胴部下位は無文であり、Ⅳ群b類に相当すると判断した。

12は1-33区のⅣ層から出土した。比較的大きめの口縁部の破片がまとまっていた。隣接するH－

33． 1-32区から破片が回収された。わずかに内湾する口縁部から曲線的にすぼまる器形を呈する。

器面にはLR斜行縄文が施され、口唇部直下の器面には、突瘤文、沈線文、刺突文とも判断できうる

刻みが施される。文様の切り合い関係から施文順序を判断すると、地文、沈線文、刻みあるいは突瘤
文である。突瘤文、刻みといった特徴のうち、 ここでは突瘤文を重要と考えた結果、Ⅳ群c類の堂林
式としておく。

13は1-34区のⅣ層から口縁部から胴部中位の破片がまとまって出土した。破片は内面を上にして、

割れ口がほぼ一致した状態で確認された。接合作業ではK-30区から破片が回収された。やや直立気
味の口縁部から頚部へとすぼまり、 さらに胴部上位がゆるやかにふくらむ。そして、そこから曲線的

に底部へとすぼまる器形を呈する。口唇部には6カ所の突起を有する。器面はRL原体による施文が

主体であるが、一部にLR原体を用いて羽状縄文をなしている部分もみられる。口唇部直下の外面に

は刻み、沈線文、そして円形の刺突文が施される。施文順序は地文、沈線文、刻みあるいは円形の刺
突文と判断される。Ⅳ群c類の堂林式に相当すると判断される。

14は1-34区のⅣ層から礫と混ざった状況で出土した。すべての破片は内面を上にした状態であっ

た。 1-30･ J-33区から出土した破片が接合した。わずかに外反する口縁部から頚部ですぼまり、

さらに胴部がゆるやかにふくらんで、底部へと曲線的にすぼまる器形を呈する。口唇部直下の器面は

横環する粘土紐が貼付られ、そこに刺突文が施される。 さらに突瘤文、縄文もみられる。頚部には幅
の広い無文帯を有し、上は沈線文、下は刺突文により区画される。胴部上位以下はRL原体により地

文が施されるが、撚りの異なる原体を用いて、羽状縄文をなしている部分も観察される。Ⅳ群c類の
堂林式に相当すると考えられる。

15はL-34区の流路Ⅱ層から器の形状を留めた状態で確認された。近くには手稲式に相当する口縁

’
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V包含層の出土遺物
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図42出土状況を記録した土器(6)

環する沈線文が施される。時期部の破片が出土した。台付きの土器の「台」部分である。無文地に横

分類はⅣ群b類とした。

16～20は破片掲載のものである。土器の胎土が脆く接合に耐えられ

された破片が少ないため、復原するにあたって推定の度合いが大きく

等が復原できなかったことが理由である。

ないこと、接合する破片や回収

なりすぎること、時間的な制約

が確認され、 これを記録し掘り16はK-32区のⅡ層から出土した。内面を上にした破片のまとまり
ご複数の器面には鋸歯状に描かれプ下げたところ、 さらにその下からもまとまった状況が認められた~

沈線文が二段に展開する。Ⅳ群b類に相当すると判断した。
器の形状を保った底部の付近17もK-32区のⅡ層から出土した。礫と混じった状態で確認された

にまとまる破片はすべて内面を上にしているが、やや離れたものには外面を上にしているものも認め

られる。 LR斜行縄文地に横環する複数の沈線文が施され、 さらに、蛇行する沈線文がこの複数の沈

線文を上下に切るように描かれる。Ⅳ群b類の手稲式と考えられる。
しかし、 18の同一個体と確実に18･ 19はK-34区のⅢ層で、二個体が混在する状況で確認された。
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図43 出土状況を記録した土器(7)

判断できる破片は他になく、ほとんどが19と同一個体の破片である。まとまりの中心部に杭跡(撹乱）

がある。 18は胴部下位で、 LR斜行縄文が施される。その上下には無文帯を有する。 19は口縁部と判

断したが、輪積み時に調整された「擬口縁」であるかもしれない。器面にはLR斜行縄文が施される。
18･ 19はともにⅣ群b類に相当するものと判断される。

20はG.H-34区のⅡ層中で、胴部の破片がまとまって出土した。台帳にはHグリッドで登録した。

器面にはRL原体による縦走気味の縄文が浅く施される。V群に相当すると考えられる。
(3)復原掲載土器［図44-1～9 表8]

出土状況を記録していないものでは、 9個体が復原された。すべてⅣ群b類に相当する。

1は口縁部から直線的に底部へと強く外反する器形の浅鉢である。口唇部には突起を六カ所有する

と考えられる。口頚部と底部付近は無文で、 ミガキがなされる。胴部にはRL斜行縄文地に複数の横

環する沈線文が描かれ、それらに重ねて、 「3」字状を呈する曲線的な沈線文が縦方向に施される。

2は壷で、口縁部から肩部までが復原された。すぼまる口縁部から直線的に肩部へとつながる器形を
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呈する。口頚部は無文帯で、肩部より下位は、沈線文で区画される縄文地と無文地による文様が展開

する。肩部付近の内面は指頭圧痕が顕著に認められる。 1 ･ 2はⅣ群b類の手稲式に相当すると考え

られる。 3は器の形状を留めたもので、新たにこれに接合した破片はない。筒形を呈する異形土器と

判断される。クランク状の沈線文により、縄文地と無文地が区別される文様が認められ、 これの上下

には横環する沈線文に挟まれた無文帯が観察される。 4は外反する口縁部からほぼ直線的にすぼまる

器形である。口頸部は無文帯で、胴部との境には、横環する沈線文に挟まれた刺突文が施される。胴

部の文様は、 クランク状の沈線文により縄文地と無文地が分けられる。縄文はLR斜行縄文で、条の

方向が同じであることから、磨消手法によるものと推測される。 5は小型の深鉢で、 5カ所の波頂部

をもつ波状口縁である。外反する口縁部から胴部中位へ直線的につながり、そこから胴部下位がゆる

やかにふくらみ底部へとつながる器形を呈する。口唇部直下の器面と胴部中位には、沈線文と刺突文

が施される。地文は撚りの異なる原体を用いた羽状縄文で、底部までみられる。底面は中央が若干高

まっており、不安定である。 4 ． 5はⅣ群b類のホッケマ式に相当すると考えられる。 6は外反する

口縁部から底部へと直線的にすぼまる器形の鉢である。口唇部には4カ所の突起を有し、口縁部から

胴部中位の器面にはLR斜行縄文が浅く施され、底面は上げ底である。 7は小型の深鉢であるが、割

れ口等から判断して輪積み成形のものである。わずかに外反する口縁部からほぼ直線的に底部へとす

ぼまる器形である。器面にはLR斜行縄文が施される。 8は器の形状を保ったもので、 これに新たに

接合する破片は回収できなかった。士製品の可能性も考えられたが、既存の資料のうち該当するもの

を特定できなかったので、 ミニチュア土器として取り扱った。胴部からは直線的にすぼまる器形を呈

する。底面となる円盤に粘土を貼付け、 これを指でのばし胴部等を形作った「手づくね」成形と判断

される。器面には1段Rの無節と考えられる横走縄文が浅く施される。 また、底部には焼成前に外面

から穿たれた孔がある。底面は丸みを帯び不安定である。また、図化していないが沈線文らしきもの

も観察される。 9は器の形状を保った底部に胴部破片が3点接合したものである。外面は無文で横方

向にミガキがなされ、底面は上げ底である。 6～9は胴部下位から底部が無文であることから、Ⅳ群

b類の手稲式頃のものと考えられる。

(4)破片掲載土器［図45－1～48-39表9］

Ⅲ群a類[l～7]

lは口縁部が肥厚するもので、口唇部に縦位の絡条体圧痕文がみられる。口縁部には横位の絡条体

圧痕文と刺突文が施される。摩耗しているため判然としないが、絡条体は左巻きと判断される。縄の

撚りは不明である。 2は格子目状と矢羽根状の押型文が施される。 3も格子目状の押型文が施される

が、長方形を呈する部分が認められる。 2と3は同一個体であるかもしれない。 4はLR斜行縄文を

施した後、紐状の粘土が貼付けられ、 この上に刻みが施される。 5は結束第1種羽状縄文が施される。

6と7は底部で、同一個体と考えられる。縦長を呈する格子目状と矢羽根状の押型文が施される。こ

れらの土器すべてには、繊維の混入が認められる。

Ⅳ群［8～25］

8はLR斜行縄文地に先端が尖り気味の工具で鋸歯状の沈線文が描かれ、口唇部に縄文が施される。

9～11は波状口縁で、沈線文の工具は先端が丸みを帯びたものを用いている。 9はLR斜行縄文地に

波状と弧状の沈線文が施される。 10は地文に三本組の沈線文が施される。 l1は波状と対Ⅲ寺する弧状の

沈線文が施される。 8～l1はⅣ群b類のウサクマイC式に相当すると考えられる。

12は口頚部が無文帯で、胴部は磨消手法がみられる。縄文地と無文地とが曲線的な沈線文により

切られた文様が展開する。 13は口唇直下の器面に幅の狭い無文帯を有し、それより下位には横環す

区

る
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14本の沈線文が施される。破片の左側部分には、複数の沈線文を上下につなぐ、弧状の沈線文も描か

れている。 14は立体的な突起をもつもので、浅鉢と推定される。胎土、焼成が良いためであろうか、

他の土器と比べて非常に硬質でつくりも丁寧である。突起上には凹みがあり、内面から外面にかけて、

螺旋状に隆起線がみられる。口縁部は上下を隆起線に挟まれ、丹念にミガキが施された無文帯である。

胴部はLR斜行縄文地に横環する複数の沈線文と、 これらを上下につなぐ横位置の「U」字状の沈線

文が施され、 さらにそれより下位は無文である。破片の左側の方に補修孔がみられる。 15は波状口縁

で、口頚部に幅の広い無文帯を有する。胴部には地文、横環する複数の沈線文、 これらを上下につな

ぐ曲線的な沈線文が施される。 16は摩耗が著しいもので、浅鉢と考えられる。沈線文により無文地と

縄文地が区画される。外面には光沢のある黒色の炭化物らしきものが部分的に付着しているが、黒漆

ではないかと推測される。 12～16はⅣ群b類の手稲式に相当すると判断される。

17は口頚部に幅の広い無文帯を有し、胴部はLR斜行縄文が観察される、頚部と胴部の境には刻み

が施され、器面には明瞭な段差を有する。 18は波状口縁のものである。曲線的にふくらむ頚部には鋸

歯状の沈線文が複数描かれ、上下との境には、横環する沈線文や刺突文が施される。地文はRL斜行

縄文である。 19は突起部で、口唇部断面は切り出し形を呈する。内面は突起から垂下する粘土の貼付

がなされ、そこに刻みが施される。外面には口唇部直下の器面に縄文がみられ、沈線文により無文部

分と区画される。口唇部から外面にかけての角に刻みが施される。20は突起の頂部と口唇部から外面

にかけての角に刻みが施される。外面は無文地に沈線文が描かれる。23は胴部で、破片の上下部分に

横環する刻みと沈線文が施される。器面には縄文と曲線的な沈線文がみられるが、地文の一部は縦方

向に回転施文し、羽状縄文を構成している。 17～20･23はⅣ群b類のホッケマ式に相当すると考えら
れる。

21は口唇部が肥厚し、やや内傾する。口唇部から外面にかけての角に刻みが、器面には沈線文と孔

が施される。22は無文帯を有する頚部がくびれる器形である。口唇部直下の器面、頚部と胴部上位と

の境には、沈線文と刺突文が施され、口縁部には円形の刺突文もみられる。地文は撚りの異なる原体

による羽状縄文である。21 ･22はⅣ群c類の堂林式に相当すると考えられる。

24は筒状を呈する異形土器と推測される。横環する沈線文に挟まれた無文帯が、文様帯を区画する。

文様帯内はLR斜行縄文地に、沈線文に囲まれた無文部分が縦方向に展開する。Ⅳ群b類に相当する
と判断される。

25は頚部が無文で、円形の刺突文と2本の沈線文により胴部と区画される。胴部上位はLR斜行縄

文地に沈線文が展開し、それに沿うように円形の刺突文が施される。Ⅳ群c類に相当すると推測され
る。

V群［26～39］

26は円形の撚紐圧痕が施された突起を有する。突起下の外面には、縦方向に粘土を貼付け、縄線文

が刻み状に施される。地文の原体はRLである。27は幅広い口唇部に撚紐による施文がみられる。器

面には円形の粘土が貼付られるが、 これは注口部を意識しているような印象を受ける。28は摩耗が著

しい突起部である。撚紐による圧痕が観察される。29 ．30は同一個体と考えられる。ゆるやかな波頂

部は、外面に施された沈線文により二つの突起状を呈する。器面には1段Lの原体による曲線的な縄

線文と半裁竹管状工具による刺突文が観察される。31は1段Lの原体を用い、横環する縄線文が複数

施される。32は口唇部に撚紐の刻み、器面にはRL斜行縄文と沈線文が施される。33は器面に横環す

る縄線文が複数みられ、口唇部は撚紐の刻みと縄線文が施される。縄線文がある部分は、器面にかけ

ての角に撚紐の圧痕がみられる。以上の原体はすべて1段Lである。34は口縁部に櫛歯状と考えられ
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図47破片掲載土器(3)
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V包含層の出土遺物

る工具による鋸歯状の文様が展開する。それより下位の器面には上下を円形の刺突文に挟まれた無文

帯を有する。口唇部は撚紐による施文と判断される。35は丸形の突起を有し、外面には縄文と孔がみ

られる。内面には十字の沈線文と円形の撚紐圧痕、刺突文が施される。36は台形状の突起をもち、外

面は縄文がみられる。内面には1段Lの撚紐圧痕、沈線文、刺突文が施される。35．36はともに外面

の口縁部付近に指頭圧痕が顕著であり、 これは突起部形成時に生じたと考えられる。37は器面に縦走

する縄文、口唇部には撚紐による刻みが施される。原体はともにLRである。38は底部で、 RL原体

による縦走気味の縄文が胴部、底面に施され、両者の境には撚紐による刺突文が施される。39は櫛歯

状の工具による施文がみられる。器形の湾曲の度合いや内面に指頭圧痕が顕著なことから、壺等の肩

部と推測される。26～38はすべて晩期の後半(V群b･ c類）に相当するものと考えられる。

(5)土製品［図48－1～3 表10]

lは地文が施された後、交差する沈線文が複数描かれる。 2には円形の刺突文が施される。 3は裏

面が剥離する。表面には細い沈線文が描かれる。 l～3は、すべて「オロシガネ状土製品」 とよばれ

(末光正卓）るものに相当し、縄文時代後期中葉頃のものと考えられる。
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表6 包含層出土復原掲載土器観察表（出土状況記録分）
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表7 包含層出土破片掲載土器観察表（出土状況記録分）
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表8 包含層出土復原掲載土器観察表
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ナデ・ ミガキ

(折､l｣弧）
u唇部･内外面

M他化
2 ［－30 Ⅲ 30 LR縄文、 it綴史 鉱榊Z休繊fI抑

"li?～胴部
(異形ﾆﾋ聯） 匹

緊

ｄ

ｂ
ｌ
く
一

博
‐
・
・
・
・
・

刷
掻
良
能

Ｉ
凹
普
斑

侭苗

一

い

灰
ぷ
間
に
〃

締噴柵、銅に
色

糀i l非(角のとれた堆

榊;）

#蝿は火

； N－33 Ⅱ I it線文、 LR蝿文 ナデ・ ミガキ 内外血 、M色化

地卿へ
、

１

－

Ｊ

鮒
鮴
口
Ｉ

１

Ｊ

皿

８

１

閑
β
帥

ｂ
淵
Ｉ
｜

昇
‘
・
・
‐
・
・

Ⅳ
世
高
ｆ

ｉ
ｎ
圏
唾

一
色
灰
褐
附
Ⅲ

一
色

協
肖
噸
到

生
が
ｋ

に

褐

文繰ｔ文縄ｒ紺

文

Ｒ

峡

ｉ

ｆ

岩石・鉱物とも(二あI）

粒ifはﾉ1,

【噌部・内外[hi

鼎仏化・炭化物1州
４ 1－34 Ⅲ 33 『全

|］識I~底部

(i")

LI禅師・内閲烈也化‘隣

化物{捕外閲肌色化
用陥下位赤色化？ にぶい
赤褐色 （SYR54） ■

閥

？

哨

″

１

１
０
り
』
ｎ
Ｍ
・

排

・

・

・

・

：

Ⅳ

惟

関

掻

く

、

胃

底

鼎褐~灰批
も

一間灰色

怖
仏
醐
制
い
斑
ぷ
灰

に

一

LR ・ RL縄文、 卿lみ

枕級文
制丁 、鉱物ともにあ

卜准はﾉI，
K－34 Ⅱ 12 トヂ､ 亀封土 L－3iI

口縁部~j郷

(鞭鉢） 匝

剛

〃

８

１

１
０
ゥ
】
‐
・

群
刈
羽
巧

Ⅳ
径
高
催

ｉ
ｎ
群
嵐

間(i （川のとれた堆州

岩）淋
粒杼は巾

にぶい茂燈

仏
にぶい側栂

色

帷剛部
化
昇
色
ｕ
照

L－36 Ⅲ 8h I』R紺澗ヌ ÷二J

l]線部~｝郷

(i")

にぶい繩～

間鰕～

鰄也 ■

馴
９
２
ｌ

ｂ
ｌ
孔
払

群
・
・
・
・
，
Ⅳ
柾
高
掻

Ｉ
、
跨
脱

にぶい献符

一i歌侭色
勝ｲ1 .鉱物ともにあI

紺号はﾉ|＄
ロゼ部、門外間

1M色化

画
Ｉ L－36 Ⅲ LR斜l潤文 デ・ ミガキ

lll'i部～底部

(深鉢？）

協色～

にぷい阿植

～脚灰色

I､『群b罰）

口径§ 号高: 〈6"9}

斑稚: 3,り （■）

fづくね成形

虚～

脚Ⅸ色
剛j ・鉱物とも'二あり

l唯は小

キ
ー

群
“
愉
沢

、
。
、
冗
哩

。

》

叩

訊

デ
脂
ナ

流路Ⅱ
T〆 句、

、ー048 1 X （胤節）縄文 外面M抱化

州航~鯛

(職）

榿
褐
噸
抑

ぷ

に

に
一
色

にぶい褐～

にぶい黄粗

一糊灰色 画

閉

・

動

Ｊ

ｂ

Ｉ

川

屏
‐
・
・
‐
・
・

Ⅳ
腱
高
祉

く
、
普
臘

掛而鮴（ハのとれた堆
榊;）

f縦は小

化股

化
化
色
色

Ｆ
１
Ⅱ
０
０
内

職

而

川

付

外

内

物

流路Ⅱ91 ロ－33 I ヴキ~
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V包含層の出土遺物

表9 包含層出土破片掲載土器観察表(1)

図|掲載番号|雌ｸ,1,ﾄ |遺物番号|層位|砿片敷|鼠食|砺片接合

破片数
砿片掲載番号 遺物番号 層位 破片数出土ｸリソド

色 調

扉~司両一面
備 考

(時期分類）
使用の痕跡

I~

工内面調整 文 様 胎部位

絡条体圧

痕文、刺

突文

鉱物主体

粒径は小繊維
(Ⅲ群a類）口縁部 燈色 榿色 ？1E

tJ ハ 1 11 0－34 ~

#II型文帷

子目文､災

1噸状文）

鉱物主体

粒径は中

繊維

内面黒色化・炭化物

{精外面赤色化

燈色(2.5YR68）

ナデ･桁頭圧痕 ( 'Ⅱ群a類）胴部 黒褐色()－33 Ⅳ 燈色２ 1 1

ほとんどが鉱物

粒径は中

繊維

押型文

(格子目

文）

内、黒色化炭化物

{楯外面赤色化

l嚇掲色 （2.5YR56）

ミガキ‘指頭

圧痕
(Ⅲ群3類胴部 黒褐色２３ 0－33 Ⅳ ~

岩石帷積岩）

鉱物ともにあり

粒径は小繊維

縄文、貼

付、刻み

内面黒色化

炭化物i捕

にぶい褐

色
Ⅲ群a頑）ll何部 ミガネ灰褐色1－34 Ⅳ ！ 14

ほとんどが鉱物

粒径は中繊維

内面黒色化

炭化物1端

にぶい赤

褐色
綱文 'II群a類）胴部 黒褐色 ミガキ・ナデ２Ⅳ ２1－34I

#剛文(格

子肱､災

1獺状文）

鉱物主体

粒径は注繊維

内面蝋色化

炭化物付者

にぶい鐡

燈色
底部 ナデ･指､圧痕 (ⅡI群a類）灰褐色M＝33 1 ハ 16 ’

抑型文(附

子肱､失

脚測紋）

にぶい黄

樋

～榿色

M－33

~ ~ ~ ~ ~未注記

Ⅱ 鉱物主体

粒径は小繊維~~ ~~ (Ⅲ群a類）底部 灰褐色1

I

口唇部･外面

黒色化･炭化物付薪

内面鼎色化

縄文､沈

繰文

ほとんどが鉱物

粒径は小

にぶい褐

色
(Ⅳ群b類）口縁部~頚部流路Ⅱ 十デ？

~′~′ﾛ褐灰色116 K－338

ほとんどが岩石（角

のとれたI醗岩）

粒径は'1:!

外、黒色化？

内面黒色化・炭化物

1緒

縄文、沈

線文

にぶい髄

褐色
(IV群b類）口縁部 ナデ・ ミガキ禍灰色Ⅲ 1L－36u

細文、沈

線文

内外面

鼎色化・炭化物1緒

灰白～褐

灰色
岩石主体粒径は小 (Ⅳ群b類）ナデ・ ミガキ口縁部流路Ⅱ 灰白色２L－36

叩
／
】10

にぶい黄

臘～

褐灰色

縄文、沈

級文

にぶい黄

桜色
鉱物主体粒径は小 (Ⅳ群b類）口縁部 外面黒色化？一

ア
ー
アⅡ 1 1L－3411

岩石主体（やや角の

ある堆積岩）

粒径は大

細文、沈

線文

口縁部~

胴部上位

口唇部・内外面

黒色化・炭化物付着

にぶい黄

榿色

褐～褐灰

色
(Ⅳ群b類）ナデ・ ミガキ流路I］ 1K－311ツ

上曽 1

縄文､沈

線文

ほとんどが岩石

粒径は大

口縁部～

11部上位

にぶい黄

燈色

にぶい苗

燈色
内面炭化物付曾 (IV群b類）＋卓

~ノ~ノⅡ
T 、=

し一00 1 113

岩石主体（角のとれ

た堆積岩）

粒径は小

隆起線、

縄文、沈

線文

黒色化

炭化物付着

口唇部

11外面

黒色化

部
部
縁
頚
口 褐灰~黒禍

~灰鋪色
Ⅳ群I)類ミガキ灰褐色5WI ５M

1玉 K－36

Ⅱ

綱I層

Ⅲ

にぶい尚
にぶい黄

榿
攪色

～黒褐色

細文、沈

線文

口縁部～

11W部上位

口唇部内面

黒色化
鉱物主体粒径は小 (Ⅳ群b類）ナデ・ ミガキ15 K－32

４
１
１
．
も
１
１

4

（Ⅳ群b類）

＊外面に黒漆が

付着？

褐灰～

にぶい黄

燈色

K－32

~ ~ ~ ~ ~ ~L－35
１

．

｜

Ⅱ

Ⅱ
１
１
．
屯
１
１

縄文､沈

級文

口縁部～

胴部中位~~ ~
にぶい黄

榿色
鉱物主体粒径は小 内面黒色化一

丁
１
丁16

縄文､沈

線文、刺

突文

｢｣唇部,外面黒色化

内、黒色化・炭化物

付着

鉱物主体

粒径は小繊維

口縁部～

胴部上位

褐灰～黒

褐色

にぶい黄

掻色
(IV群b類）ナデ・ ミガキ1ハ 117

1写

lノ 1－34

縄文、沈

線文､刺

突文

外面黒色化

[噌部|耐

黒色化~炭化物1楠

ほとんどが鉱物

粒径は小

口縁部～胴
立け1ノ L
nb上11L

禍一褐
色
黒
灰

にぶい澄

色
Ⅳ群b類）ミガ剤３1－33

《
リ
ノ
】 Ⅳ 118

縄文、沈

線文、刻
み

口唇部・内面

黒色化・炭化物{捕

外、炭化物{緒

にぶい黄

侭色
鉱物主体粒径は小 (Ⅳ群b類）口縁部~雛|I 黒褐色 ミガキ２1－30 ハ

、
／
】19

口唇部

内外面

黒色化

黒色化

炭化物付蒼

鉱物主体

粒径は小

沈線文、

刻み

にぶい褐
〃〒

巴

(IV群b類）口縁部 ミガキ褐灰色Ⅲ 120 1－3(） ~

岩石主体（やや角の

とれた堆積岩？）

粒径は中

刻み、孔、

沈線文

口唇部・内外面

黒色化・炭化物1楯
褐灰～黒

褐色

褐灰～黒

褐色
(Ⅳ群 繭）口縁部 ミガキI 1ワ1

台｣ 1－31

ｉ
み
鵬
測
、

寺

Ｖ

八

一

Ｖ

八

敵
蝿
轆

岩石･鉱物ともにあり

粒径はﾉ1，

口縁部～

胴部上位

口唇部｡ |Al外、

黒色化憐化物1膳
褐灰～黒

褐色

褐灰～黒

褐色
類Ⅳ群cミガキ1ワワ

邑臼

T－qq
L JU ハ

鉱物主体

粒径は小

繊維

縄文、沈

線文、刻
み

外面黒色化・炭化物

付蒲内面黒色化

外面純化純(5YR76）

胴部上位～

中位
類）(Ⅳ群bナデ・ ミガキ柵灰色 ｜撞色Ⅲ

01〕

ム0 1－30 イ ノ
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表3 遺構出土破片掲載土器観察表(2)

色 調

扉~訂両面
接合

破片数

破片部位

（器種）

備 考

(時期分類）
図 掲載番号 出土ｸﾘｯﾄ 遺物番号 破片数層位 内面調整 文 様 胎

~リ

エ 使用の痕跡

岩石主体（角のとれ

た堆積岩）

粒径は巾

縄文、沈

線文

（Ⅳ群b煩）

災形土器
胴部中位？24 L－34 Ⅱ 1 ナデ･獅旺痕灰黄色 灰削色 外、黒色化

縄文､眺糾

文､ Iﾘﾙの

刺突文

ほとんどが岩石（角

のとれた堆積岩）

粒径は中

"li~

IIMili上位

にぶい黄

怜色
25 1－34 Ⅲ 1 1 ミガキ灰苗褐色 Iﾉ州黒色化 (IV群c類？）

岬
撒
柵
敷
鮴

伽
州
伽

１
１
＃

外面黒色ｲﾋ・炭化物

付着

内､i 黒色化

口縁部～

Im部上位

ナデ、 ミガキ

指頭圧痕

ほとんどが鉱物

粒径は小

にぶい茂

燈色
流路Ⅱi8

｡n

‘0 K－35 リ 、
褐灰色 (V群）

棚紐の斑脇

円形の撚紐

圧痕

ナデ・ ミガキ

指頭圧痕

にぶい褐

色

にぶい黄

榿色

内外､i

螺色化･炭化物|捕

97
どI 1－33 口縁部 鉱物主体粒径は小２ リ

(V群）

I伽辨川

1慨;1轍

鮒卿

ほとんどが鉱物

粒径は小

にぶい黄

擶色
口縁部蹄 K－35 Ⅱ I 褐灰色 ナテ 口唇部･外面黒色化 (V群）

li,#賊

胤撒､綱0

鮴､､数

ほとんどが岩石（白

色の乢噸岩？）

粒径は小繊維

にぶい侭

色

にぶい黄

燈色
?0 1－37 Ⅱ |]縁部 ナデ･脂頭脳K’ 外、黒色化 (V群）

~

漁
細
血

臘
側
轆

１
仙
敵
州

孔
胤
則

ほとんどが岩石（白

色の堆精岩？）

粒径はﾉ1， 繊維

にぶい褐

色
I－q7
上 lJO 口縁部30 I ナデ･梢卿砿擶色 V群）
~

縄文、細

線文

岩石･鉱物ともにあり

粒径はﾉ1，

口唇部・内外面

黒色化･炭化物付着
)1 1－32 Ⅲ 口縁部1 1 褐灰色 灰褐色 ナデ (V群

撚紐の刻

み､縄綴文

鉱物主体

粒径は小

にぶい衡

捲色

|里I唇部・外i、

黒色化炭化物付着

q，
Uど K－35 口縁部H 1 1 ナデ･指､圧侭灰萸褐色 (V群）

縄文､沈

線文､撚

紐の刻み

鉱物主体

粒径は小随い賛淡繩色33 K－32 口縁部I 1 1
1ｰ

丁7 口唇部・外､熟色化 (V群）
~

搬側み、

沈敵､円ル

棚l敵

４

，

７

３

．

３

~
~
~

１

勺

Ｉ

Ｉ

・

Ｉ

’

１
~~ 鉱物主体

粒径は中

にぶい撹

榿色
34 口縁部２ 褐灰色 トテ 外面黒色化 (V群）

敵､1,M賊

NWO柵服、

鮴↑柵卿＃

にぶい褐

~褐灰色
鉱物主体

粒径は中

内外､i

黒色化・炭化物|楢

旬F

IX）
T 外守

’一Jノ 口縁部I 1I 黒褐色 ナデ V群）
~

縄文､縄綿

文､ i辮文、

＃I提文

岩石・鉱物ともにあ

り

粒径は小

婿～

にぶい黄

椿色

褐灰～

黒褐色

内面黒色化・炭化物

付着
36 1－37 口縁部Ⅱ 1 ナデ (W#）

ナデ・指頭圧

痕

縄文、撚

紐の刻み

ほとんどが鉱物

粒径は中

にぶい褐
缶
一

口唇邪，内外面

黒色化・炭化物付埼

？7
J』

戸 、、

UーO乙 口縁部I り
熟褐色 (V群）

縄文、撚

紐による

刺突文

胴部下位～

底部
鉱物主体

粒径は小

にぶい街

燈色

にぶい黄

桧也

内ﾀⅧ

黒色化,炭化物付蒲

T－qq
ﾕ リリ38 Ⅱ 1 1 ナ、デ (V群）

岩石主体（白色の堆

積岩？）

粒径は小

にぶい茂

燈色

外、蝋色化・炭化物

1描

（V群）

壷、糊1 ？

T 心、

lーj乙39 肩部Ⅱ ナデ･ }緬圧痕 沈線文1 灰黄褐色

表10包含層出土土製品観察表

色

〃｛
'1

調

面｜ 内 面

接合

破片数
備 考

計測値(長軸X鋤/厚みcm)=
図~ 掲載番号 出土ｸﾘ､ｿド 遺物番号 層位 砿片数 裏面調整 文 様 胎 土

ほとんと÷が岩石(角

のとれた堆積岩）

粒径は大

ナデ･脂

頭圧痕

オロシガネ状土製冊，

(7.8)×(5.0)/1.1 (39,6)
48 1 L－32 浅黄燈色11 ２ にぶい榿色

り

細文､沈線文

岩石主体(角のとれ

た堆積岩）

粒径は中

ナデ･指

頭圧痕

沈腺文､円形

の刺突文

オロシガネ状土製砧

(3.2)×(4,4);"0,7 (12.0)
K－31 Ⅱ にぶい褐色〃 I 2 にぶい燈色’

ナデ･指

頭圧痕

岩石･鉱物ともにあり

粒径は小

オロシガネ状土製品

(4.7)×(3.6)0．5 （5.9）
3

Ｆ
『
Ｊ

向
く
Ｕ

Ｌ

榿色Ⅱ 1 1 沈線文
~
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V包含層の出土遺物

2 石器［図49～63表11 ･ 12図版30～37]

図50～53は包含層出土の遺物分布図である。出土点数とともに等量線を表示した。流路lが走るJ

～Mラインの間と、 0-33～H-31区にかけての幅約10mの範囲に特に多くの遺物が分布する。 また、

I～K-29区では遺物の密度が薄いが、 これは遺物のほとんどを集石6 ･ 7として取り上げたため、

包含層の遺物が大きく減ってしまったことが原因である。遺物の密度はむしろ他のグリッドに比べて

高いはずである。また、調査区内の削平の度合いはグリッド毎に大きな違いはないため、遺物分布の

疎密は人為的な改変の影響を大きく受けてはいないものと考えている。

分布図からは器種による分布の偏りがあるようには感じられず、遺跡内での場の使い分けがなされ

ていなかった可能性が高い。厳密にいえば遺物の出土量には偏りがあるが、器種ごとの出土比率はど

のグリッドでも大きな違いはない。 したがって、何らかの場の使い分けが存在したことは確かである

が、石器の器種の違いを反映するような場の使い分けはなされていなかったことになる。さらに土器

の分布や図53の下段に示した製品と製品以外の分布図をみても分布状況に大きな違いがないことから、

遺物の分布状況は生活行為の結果というよりも廃棄行為の結果を反映している可能性が高い。

また、遺跡から出土している土器の主体は縄文時代後期中葉であることから、 この分布状況は縄文

時代後期中葉のそれを反映している可能性が高い。

使用されている石材は、剥片石器では黒曜石が圧倒的に多く96．8％、頁岩が1%、チャートが0.6

％である。礫石器では器種毎に主要な石材が異なり、石斧は片岩が最も多く、蛇紋岩、砂岩がこれに

次ぐ。たたき石、すり石は全て安山岩製である。石皿・台石には砂岩製のものと安山岩製のものが存

在し、砂岩製のものが76.9％である。
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V包含層の出土遺物
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たたき石石斧
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石錨（1～38）

包含層から101点出土し、 38点を図示した。分布の中心は流路lの33ライン～34ラインである。

29～31以外は全て黒曜石である。 l～31は有茎石鍍で、 l～20は長さに比べて幅が広く厚みがある

もので、同じ有茎石雛でも21～28とは異なる印象を受ける。21～28は長さに比べて幅が狭く、厚みの

ないもので、側縁が凹型に湾曲するものが多い。また、後者に施される調整は対向する剥離が葉脈状

になるもので、前者のそれに比べて丁寧である。29， 30は著しく風化した頁岩製である。風化した頁

岩はフレイクが2点出土している。頁岩製の石器は他にも存在するが、風化した石材を使用したもの

はこの他にはない。 31はめのう製の比較的大型の石鍼である。32， 33は茎部と刃部の境界が明瞭では

ないものである。32は若干茎部を作り出しているようであるが、 33には茎部と刃部を作り分けている

意識が感じられない。34， 35は無茎石雛である。 ともに基部は凹型に湾曲し、幅も同じであるが長さ

が大きく異なる。36， 37は大型で茎部と刃部の境界が不明瞭なものである。 38は大型で小さな茎部を

作り出している。裏側は主剥離面が残る。重さが12.69と重く、石槍に分類するべきかもしれないが、

長さが5cm以下であるため石鍼に分類した。

石槍・ナイフ （39～43）

包含層から12点出土し、 5点を図示した。分布の中心は流路lである。

図示したものは全て黒曜石製である。39～42は石槍である。41は茎部を欠損している。42はナイフ

の可能性もあるが、左右対称であること、尖った先端部を持つことから石槍とした。43は下半部を欠

損しており、全体の形状は不明であるが、薄手であること、左右対称ではないことからナイフである

と考えている。

石錐（44～48）

包含層から10点出土し、 5点を図示した。分布の中心は流路lである。

図示したものは全て黒曜石製である。44， 45は比較的長い刃部につまみがつくもの。46はつまみ部

分が存在しない。47は短い刃部に大きなつまみがつくもの。48はつまみと刃部の境界が明瞭ではない

もので、 44～47と比較して大きい。石槍やスクレイパーに分類することも可能であるが、尖った先端

を作り出していること、茎部に着柄を可能にする調整が施されていないことから石錐に分類した。

つまみ付きナイフ（49～60）

包含層から16点出土し、 12点を図示した。分布の中心は流路lのK-32区である。

51， 52， 60以外は全て黒曜石製である。調整は全て片面調整で分類の項で述べたとおり、ナイフで

はなくスクレイパーの一種である。50， 59は先端が尖るものである。51は凝灰岩製、 52は頁岩製であ

る。54， 57， 59はつまみ部分が不明瞭で、スクレイパーに分類するべきかもしれない。

スクレイパー(61～87)

包含層から101点出土し、 27点を図示した。分布の中心は0-33～H-31区にかけての幅約10mの

範囲で、段丘をまたいで分布する。

73， 78， 82， 85以外は全て黒曜石製である。61～64は直線的な両側縁に刃部を持つものである。65

は自然面を残す。66は対向する凹部と凸部に調整が施される。どちらかは刃潰しの可能性がある。73

は頁岩製である。横長剥片の腹面に刃部を作り出している。74は右側縁に調整が施され、左側縁には
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V包含層の出土遺物

微細な剥離がみられる。左側縁にみられる微細な剥離は、剥離の方向が全て同じであるため、意図的

なものと考える。75は縦長剥片にほとんど調整を施していない。側縁にみられる微細な剥離の多くは

意図的なものではなく、腹面の右側縁にある一群の剥離のみが意図的に行われた調整によるものと考

えている。76は右側縁に調整が施されるが、左側縁に使用痕とみられる微細な剥離が集中し、左側縁

が刃部として使用された可能性が高い。 78は頁岩製で、 82はチャート製である。84は上部が欠損して

おり、側縁に自然面を残す。86は頁岩製である。86， 87は棒状原石に刃部を作り出したものである。

87は尖った先端部を作り出しているが、茎部を作り出していないことから石槍とせず、スクレイパー

に分類した。

石器素材（88～106)

包含層から22点出土し、 19点を図示した。分布の中心は、石器素材埋納遺構を検出したK-32区の

北側のK-31区と、南側のK-34区である。

流路1の底面付近で検出した埋納遺構から出土した石器素材と、同様のものと思われる石器を抜き

出して図示した。図示したものは全て黒曜石製で、埋納遺構出土のものと比べて形状や大きさにばら

つきがある。また、 自然面を残すものが多い点も埋納遺構出土のものと異なっている。 105は石核の

可能性もある。

石斧(107～124)

包含層から32点出土し、 18点を図示した。分布の中心は流路lである。

122, 123以外は磨製石斧である。石材は107， 111， 112が角閃石片岩、 113， 115， 121， 122， 124が

緑色片岩、 108， 120が砂岩、 109， 114、 116， 118， 119が蛇紋岩、 110， 117が粘板岩、 123がひん岩で

ある。礫の自然な形を利用したものが多く、擦り切り技法など原材の形を大きく変える整形技法を用

いているものは少ない。 108は片刃で刃先にいくほど幅が狭くなる。 113は刃部に刃と直行する方向に

幅約1nmの傷が十数カ所つけられている。傷は打撃によるものではなく削られてできたもので、鋭く

堅い物体に当てて前後に動かした結果できたものと考えている。この傷が使用痕なのか、一種の調整

であるのかは不明だが、大きく深い傷が中央に集中し、周辺にいくとまばらで浅い傷が増える。これ

を使い勝手のよい中央部を頻繁に利用し、使いにくい周辺部は敬遠されたためと解釈すれば、 この傷

は何らかの使用に伴ってできた可能性が高い。 116は先端部が破損している。 117は両面に十字に直交

する細長い傷が付いている。この傷の軸は石斧の主軸から若干ずれており、どちらの傷も外面を一周

するように付けられている。偶然に付いた傷とは考えがたく、人為的につけられたものであることは

間違いない。刃部に施された磨き調整によりこの傷が消失していることから、少なくとも最終的な磨

き調整を施す前にこの傷は付けられている。傷をつけた目的は文様効果をねらったもの、製作時の目

印などの可能性を想定しているが、不明である。 118は厚みのある両刃の石斧で、すり切り技法によ

り作られたものである。側面の一方に擦り切った痕と折り取った痕が残っている。 120は先端部分が

欠損している。 122は薄い原材を打ち欠いて形状を整えたもので磨き調整は施されていない。 123は凝

灰岩製で、基部を欠損している。調整は打ち欠きによるもので磨き調整は施されていない。全体的に

厚みあるが、刃部は薄く鋭角的に作られている。 124は片方の側縁に打ち欠きによる調整を行い、先

端部と側縁にわずかに磨き調整を施す。
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すり石(125～131)

包含層から11点出土し、 7点を図示した。分布の中心はJ-34区である。

図示したものは全て安山岩製である。大きさは握り拳より一回り程度大きく、扁平な円礫が多い。

扁平な面の両面にすり面を持つものが多い。摩耗の著しいものは存在せず、すり面がかろうじて確認

できるものが多い。 131は他の製品の2倍近くの重さをもち、特に大きい。片手でもって自由に操れ

る限界に近い重さである。

石皿・台石（132～135）

包含層から26点出土し、 4点を図示した。分布の中心は図上ではK-32、 L-33区の二つに分かれ

るが、出土数が少ないこともあり、一つのピークとして捉えた方がよいかもしれない。 132が安山岩

製でそれ以外は砂岩製である。 133は中央部にタール状の黒色の物質が付着している。 134は裏・表両

面にすり面があり、裏面には線状の細長い傷が多数みられる。裏面は砥石として用いられたものと考

えている。 135は中央に縦に長いすり痕があり、磨かれたように表面が滑らかなため、砥石として使

用された可能性がある。裏面には摩耗したあとがあり、使用時に地面と接していた部分が摩耗したも

のと考えている。

石製品（136～139)

包含層から7点出土し、 4点を図示した。

136～138は安山岩製のオロシガネ状石製品である。 136は表面は平坦であるが、裏面は凸型に湾曲

している。また、一方の端に孔が穿たれている。 137は136よりも一回り程度大きく、裏表面ともに平

坦である。穿孔はされていない。 138は苑以上欠損している。 139は用途不明の石製品で、平たい礫を

両側から打ち欠き、 きのこ形の形状を作り出している。片岩製である。 (石井淳平）

84



V包含層の出土遺物

等

”

塗

”

風
“
》
綱
ｖ
７

簿

“

等

一

瞥

一

~

等

一

塁

挙

胤

磯

鍵

》

闇

６

３

今

‐

響

”

曇

、

今

一

参

一

~

~

〃

錯

雑

》

瀞

ｗ

今

‐

織

鎚

蝿

剛

叩

一

Ａ

蝉

率

露

耐

５

２

Ａ

鍋

》

》

〕

１

刷

蝿

縄

録

》

あ

零

一

、

零

㎡

~

惑

亦

一

驫

岬

↑

皐

一

鯛

蝿

録

》

》

Ⅱ

~

織
縄
癖
》
彰
４

拳

劉

参

一

曇

帥

一

伽

拳

雪

畿

＃

”

等

，

‐

鍵

‐

胤

管

一

；

‐

拳

：

等

一

拳

琴

胤

蝋

嬉

鍋

》

”

Ｗ

一

織

鋤

“

》

噸

靭

陥

総
織
》
，
２

鳳

饒

秘

癖

ｖ

９

孝

一

~

胤

警

一

等

↑

患

“

‐

伽

鼠

蝿

燕

鐸

》

Ｗ

・

等

”

零

‘

ふ
い
》
噸
１

４

蝿

織

》

，

訂

争

一

等

｜

拳

”

一

等

血

一

皐拳
く=＞ 30

~拳●零銭 鱸
っ32 －33

<二＞ 31

A

驫鍵
－34

' ﾉ ､ ' 戸M－

ぐ~＞ do

~

○36 ＜二二37
＜二＞ 38

~
~

~

○ 39 ＜二＞ ~ 4’
二二＞ 40

0 5cm

（縮尺1／2）

図54包含層出土石器(1)

85



’
三一＞' ~ ‘ 43

乙 46

ハ

騨 寵
◇44 ◇ 45

47●

48○

－49
50－ こ＝ 51

／~＝ 52

＝ 53

~

ご弓＝ 54
＜_~～ 55

一

｛一
~~

〆

一

~~
0 5cm

ﾄ ー ーーー ！ （縮尺,／2）＜~、 56 一一一一三 57

図55包含層出土石器(2

86



V包含層の出土遺物

~
~

C 58 三一三 59 60＝－、

。

△

11 0 1 J

二二二 61
､

$′ 62／､
、

△
63

E憐
､一一一

一

~
~ ~

一

＝

＝ 6766一＝一、二二

１
１

《

1
‘

肺少~~
・圭一

~

~

~ ~

、

/fi
､’ 69 二竺二さ Ⅷ 70／、 68 ＝

<＝71

J、~~

〃~一
r／／

#‐
’’~~

~

一

~

＝写 72 .=字でも

0 5cm

’－－－－－－1 （縮尺1／2）

73

図56包含層出土石器(3)

87



／
一 76 可う

ぐ二二 "一二

'二許
,↓#ル

抑
~ ~

△ 79 80

Q 78
ー

八
心
、

吾
ざ灘~

戸
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｒ
可
１
宇

一

一

一

一

一

ざ

~

83

0 5cm
． ．－ 2－．i

（縮尺1／2）

図57包含層出土石器(4)

88



V包含層の出土遺物

I
一

｝
一

機

ﾒ

御

85

ここ＝ 86

△ ＆？

~
釘 ~＃

~

ご＞ 90＝89ここ二＝ 88

１

１

口

~

~

○引 ＜二二 92

与二二95

~

＜二二三コ 94 C 96

I

1 、 、

I

冬二二二＞ 97 冬ころ 98 …，，
0 5cm
ｰ一一＝_＝－ ，

（縮尺1／2）

図58包含層出土石器(5)

89



~くつ －，02とつ ’0’100

1
I

I

105

≦二三 ’0‘

0 5cm

'~ ~－~ ~‐ ~ I （縮尺1／2）106

I

’
1

､ |

、、瓦|、

ﾉ、~こ'ﾐ･’
『 、- ~

､顕ゞ ~
〆寺J オ ミ
ｼ"学ぶI．
、‐ 、． ‐ :こT

･掌斗一一

~≦雫ｼ箒蕊
筐ニヨ ，09＝’07 C'08 F二二二＝弓 1 10

＃I II

I

ここ。 、
E二コ ’'2 －114隼毒さ？ 1 13

0 10cm

・二一■

（縮尺1/3）

図59包含層出土石器(6)

90



V包含層の出土遺物

臼
一勺 1 16

yM1

I

蕊 ザ

1 15
＝’'7

〔ニヲ ’'@

獺
、

ぶ

、

哩

叱

、

、

塒

即

‐

１

１

小

１

４

１

刑

、

財

刈

１

１

、

則

斗

‐

１

脹

小
､い｣Ffi
、-,シームr‐‐卜

＝119 (二二〕 ’” e,2, ＝122

1

’
I

；
(1

～

、

一／《
一

123

124

0 10cm

I－F之 一幸一一三寓三ﾆL－F之 一 一三寓三ﾆ

(縮尺1／3）

図60包含層出土石器(7)

91



~

、

方好則
I､ 、 ~ 、*‘ ~、 、 、~ ､洲I
Y-) j:､ 、 ：i~ 、 、ﾄｰﾉ ~ .’
（を、 、~ 、 ～'~〃~ ~ ~ ノ
ノ．､、 、． ．､． 、／；､ソ ~.,/

姪シソ

ノ

１
１

~

~

5 126
1ヘマ

’2／ 128

一

、

~

皇&ジ

ノ

ゞ

~

１

３
へ
~
誌
》
》
万

ｆ
Ｉ
Ｖ
こ
ゞ
￥
二

こ

ぅ

・

一

了

〆

~

一

半

封

匡

〃
胆
ル
ル
〃
叶
弧
ｒ
‐
卜
１
判

１
．
Ｆ
．
”
．
》

、

~

Ｋ

毎
年
Ｆ
恥
吟
・
弓
・
え
、
匙

《

ｆ

ｒ

Ｋ

~

生

・

夙

争

ハ
“
ｆ
、
ノ
〆

一

”

一

し

ゞ

卜

｜
｣

r
~

~

I

ﾉ

／

一

、

~

~~

13029

0 10cm

' (縮尺1／3）
1． ． F『 二 と･

31

三一一

~ ~

一

133

0 10cm

（縮尺1／4）

図61 包含層出土石器(8)

92



V包含層の出土遺物

~

134

~

1．E
lJJ

0 10.0cm
lpu■一一 一二一一ﾆｰｰｰ一一

（縮尺1／4）

図62包含層出土石器(9)

93



’

鐸~〒す~了延

I

１
１’

1

I

八

パ

一

一

I

136

〆〒~一一

~~~
〃

〃

麹豚

ｆ、

ｊ

ｎ
ｒ ’

、

~

／

I
川
Ⅳ
Ⅳ
川
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｊ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ

~
、
川
１
詩
、
１
１

、

~

雲

~

ｉ

．

、
~
、
~
・
~
~
~
~
~
．
．
、
．

Ｉ

ｊ

．

、

》

、

一

心I

１
１

’
~

、
、
咄
凸
Ｉ
Ｊ
Ｉ
．
．
，
ｑ
、
ｌ
‐
、
１
１
曲

I

､

〆

/

／

､(、P

、
詮

〆

~
一

137

一三二

1

~照

138
~

~

ｑ

〕

ｍ

／

’

１

（

〃

、

〕

（

。

〕

ｌ

ｐ

ｉ

ｌ

Ｏ

１

~~~
一一

一

０

‐
一一ー一町＝1(縮尺1／3）

図63包含層出土石器(10

94



珊 二 凹 叫 耐 圧 Ｈ 茄 灘 創 弗 ｌ 郷 剛 三

図 寄
<
J
l

O
1
〈
J1
0
I
<_
JI
O
I
O
I
O
I
O
~
1
0
1
〈
Jl
O－
1
0
~
1
0
~
1
0
1
0
~
I
O
T
Q－
1
0
I
O
~
1
0
1
○
1

娼
卜
伜
与
吟
娼
卜
怪
←
ト
ー
ト
停
一
一
幸
吟
←
←
一
一
一
一
一
一
←

ご 心
・ や

ロ 心
１ １
○ ○

ｍ ｍ
<
j
1
｡
1
0
1
｡
~
1
0
~
I
C)
壁
I
0
1
0
1
C
r
l
〔
JI
O－
I
O
1
0
1
0
1
○
I
C
】

心
晨
酔
岸
卜
唇
修
怪
陦
匡
院
俘
順
昌
一
渉
停
！
←
ト
ニ
レ
陰
娼
卜
陰
坐
し
煙

１ １
○ ○

１ １
○ ○

○ ○
○ ・

ｍ ｍ
ｍ ｍ
ｍ ｍ
ｍ ｍ

ｍ ｍ
ｏ 。

１ １
○ ○

ｍ ｍ
○ ○

○ ○
画 つ

蝋 巾
一 心

↑ 、
心 ⑤

』 勺
吟 唖

↑ ］
一 画
一 四

C
g
C
9
い
い
い
い
⑭
い
い
函
函
t
つ

［
○
t
。
［
･
画

“
－
9
0
う
0
1
卜
陰
C
O
［
、
コ
ー
つ
く
｡
“
へ
式
1
0
，
0
~
1
歩
径
C
Q

含 昌
い い

』 ・
ロ ー

ト 吐 卜

ｐ Ｃ
く 良

吟 ④
、 つ

１ 当
○ 程
印 画
印 い
、 繧

口 ｃ
ｍ ｍ

ｌ ４
ｏ ヘ
、 、

一 ○

ト 舎 呈
屈
匡
屋
届
巨
己
や
“
‐
､
］
一
○
’
一
四
［
､
。
旨

凸 、 Ｊ

法 へ
戸 函

』 毎
ち

瞬 隠 言
匡
尼
ざ
,
唇
思
③
－
9
留
日
巨
曽
お
ま
巴
急
ち
隠
畠
一
q
c
C
弓
馬
届
己
一
念
ミ
怒
届
畠
届
と
壁
“
韻
弓
邑

t
､
｡
旨
｡
←
g
o
-
’
－
－
く
!
"
E
－
い
C
Q
O
I
←

○
1
C
9
画
ｰ
つ

｡ ，
ー
ー 、
二

一

汽
閤
○
〆
困
巨
丙
汽
F
尻

｜
’

｜
’

｜
’

Z
《
一
丙
討
F
O
－
愚
《
－
F
1
日
国
討
一
○
ビ
ー
ョ
一
四
一
F
－
1

｜
’

｜
’

｜
’

’
’

｜
’

｜
’

｜
’

’
四
。
。
い
い
い
い
い
◎
。
“
四
四
“
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い

い
い
一
心
←
い
い
－
0
1
←
0
1
画
一
い
い
“
←
“
［
。
［
つ
い
C
。

－
肖
固
西
目
〆
F
｛
編
丙
F
悶
当
丙
困
胃
困

｜
｜

’
｜

’
｜

’

ｰ
ｰ
に
司
汽
尿

｜
’

｜

目
尉
嗣
嶽
ｰ

｜
l

四
［
つ
い
い
い
い
い
い
い
い
い
“
い
い
い
い

0
，
〈
c
C
O
－
O
，
C
Q
。
~
1
－
卜
星
〔
ﾉ
Q
R
、
コ
ー
ー
ー
ー
，
隆

い
い
い
い
い
い
い
い
い
い

図
画
“
‐
い
い
画
一
［
。
“
心
つ
い
い
い
い

く
、
卜
澤
C
ﾉ
｡
ト
ー
R
C
い
い
い
い
い

い
心
吟
ト
ー

［
。

司
司

白
口
誤
謂
ロ

畑
嗣
目
目
胴

、
噸

弐
弐

弐
弐

弐
弐

隷
司

白
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
誤
謂
目
目
宗
冒
頭
目
＝
自
国
目
案
誘
ロ
ー
日
宗
口
宗
目
ロ
白
目
目
目
自
国
ロ
ロ
ロ
ロ

翻
銅
堀
銅
叩
咽
自
自
飼
胴
目
瓶
目
禰
咽
噸
禰
飼
自
自
圃
叩
飼
目
叩
自
覗
噸
叩
、
咽
咽
咽
噸
皿
函
、
咽

咽
咽

叩
噸

叩
皿

咽
咽

ロ ー 咽

誹 謡 冒 刑

罰 誤 ヨ 咽

弐 謂 皀 咽

白 叩

誹
弐

自
暴
三
日
白
目
誤
ロ
ロ
日

m
p
m
嗣
噸
頭
目
咽
咽
嗣

咽
銅

噸 白

O
O
O
･
･
O
O
O
｡
O

乳
＋
胖
＋
料
＋
乳
ヤ
舛
卜
9
糾
外
＋
鰐
ヤ
淵
，
斜
卜

勢
勢
勢
勢
勢
勢
勢
勢
勢
勢

式
式
ヰ
ヰ
ヰ
ユ
ヰ
ヰ
ヰ
さ

I〕
岾』
、
蛾
』
nA
&』
11
蛤
‘
11
蛾
’
Q妹
’
q鰍
,
、
蝦
q姉
′
0人
4』

､－
し
、
-L
、
雷
L
、
-L
、
-L
、
L
、
-
L
N－
L
、
-
L
－
L

~
l
~
I
~
」
~
I
~
1

1
~
I
~
』
~
』
~
I

▲
遥
今
、
当
轄
今
時
今
、
△
、
△
、
今
簿
△
、
今
、

、』
、」

、」
、
」
J
、
」
、
j
u
凶
、
」

酎 誌 ・ 手 へ ｕ

創 赫 ． ＋ 《 Ｊ

創 赫 ・ 守 へ Ｊ

創 赫 ・ 非 へ Ｊ

酎 蒜 ． ＋ へ 』

串

創
酎
剴
創
創
司
創
計
可
酎
訓
剴
司
計
酎
計
司
創
刺
司
餉
創
飼
酎
創
訓
創
創
司
創
劃
司
飼
飼
酎
創
創
司

窯
篝
窯
窯
窯
篝
慧
篝
篝
慧
篝
窯
篝
篝
窯
窯
篝
窯
窯
窯
窯
舞
詳
窯
窯
篝
篝
篝
詳
黛
壽
窯
窯
窯
窯
窯
藷
窯

創
剴
酎
司
創

誇
詳
饒
篝
篶

溢

霊 ~ハ
伊

擁
撰
鱸
測
唾
;幽
避

ｺ創
酬
ｺ'
封
訓
噌
欝
欝

創
E

旧 一 悪 １… ゞ 肝 宣

把 漏 創

細 羅 剴

担 謁 司

粧 羅 酬

把 罵 司

把 罷 劃

把 罷 酎

細 罷 司

和 語 司

拙 屈 酎

把 晟 創

把 晟 創

細 堀 酎

把 詞 罰

把 語 剴

把 嘉 創

細 詞 訓

把 罵 酎

把 濡 飼

猫 晶 司

把 屈 劃

独 語 創

把 罷 創

把 羅 餉

把 羅 創

把 混 創

犯 漏 司

刈 郎 （ ヨ 高 ）

皿 郎 （ ヨ 言 ）

３ ｓ 動

細 謁 司

把 罷 飼

猫 嗣 司

把 需 創

把 需 酎

把 罷 酬

把 罷 酎

茸
:
旧
細
把
把
細

＝
＝
＝
＝
＝

爵
出
礁
出
箙
出
癖
出
F
謝

創
訓
創
餌
司

細
細
細
細
拙

＝
＝
＝
＝
＝

儒
岱
臨
廿
i
雨
当
箙
昌
簡
出

国
創
司
司
創

凪 珈 映
画 。 、 印 ）

つ 。 』 、 ）

シ
コ
ー
い

つ
C
O
“
つ
つ
‐

ｇ コ ー

心 。 ○ ○

』 “ ↑ つ

い ‐ 』 。

ｰ
醇
吟
い
‐
ト
ー

F
、
D
陣
E
C
‐

～
］
‐

瞳 。 ］ 唾

P
’
吟
崇
f
ﾉ
｡

”
C
1
o
1
C
1

つ
｡
－
1
‐
‐

P
吟
吟

窒
倉
堅
一
一
一

四 。 、 つ

つ 。 や つ

つ 。 司 今

唾 。 ⑤ 二

一 ・ Ｇ つ

い
い
ふ
く
C
い
‐

ｰ
昌
一
一

わ
わ
司
皇
q

C－
1
－
J
‐
0
1

旬 。 、 Ｃ

エ ‐ や つ

ｰ
旨

つ
く
○

‐
‐

骨 。 ＠ つ

ｰ
ｰ

“
“
C
1
t
o

ｰ
ｰ
“
一
J
④
‐

』 ． 一 句

』 ◆ 割 司

』 ・ 釦 つ

凸 ~ 、 Ｊ 、 Ｊ

岸 ． ウ ニ

ｰ
ｰ
ｰ

o
7
r
Q
い

つ
0
1
‐

、 “ 『 つ

今
。

C
a

争
○

つ
く
二

③ 。 い つ

印 。 唾 ・

可 。 い つ

』 ・ ｍ Ｃ

』 。 函 つ

房 ｍ Ｃ

岸 学 （ ）

胃 ・ 一 切

（ ］ ‐ 函 つ ）

一 別
P
ｰ
四
一

(
_
○
＝

い 。 司 つ

』 。 画 。

ｰ
つ
い

C
Q
“
卜
哩

て
り
‐
つ

画 。 い つ

画 ‐ 一 ○

畳 。 ＠ ｃ

ｍ “ い つ

画 。 『 つ

い 。 つ つ

』 。 画 ・

唾 。 ｍ Ｃ

ｍ “ つ つ

つ 。 、 つ

い
I
、
コ
ー

“
“
く
C

つ
‐
‐

い
＃
、
D
－
C

p
1
Q
~
1

胃 。 つ つ

〕 ・ ｃ ｃ

函
P
g

O－
1
レ
崖
‐
‐

画 。 い つ

］ 口 司 Ｃ

」 。 や 、

］ ・ 釦 （ ）

ｰ
ｰ
ｰ

｡
l
ト
ー
0
1

0
1
‐
つ

胃 、 四 つ

胃 。 、 つ

二 刀 ９

ト ｃ ｃ に

ｰ
ｰ

い
；
一
一
一

』 。 『 つ

胃 。 や つ

］ ‐ ＠ つ

~ ~ ~ ~ ~ ~

』 ‐ ウ ニ

ｰ
ｰ

と
句
切
一

］ ｏ Ｇ Ｇ

］ ‐ 釦 （ ）

］ 。 い つ

］ 。 『 唾

］ 。 一 つ

』 。 回 』

Ｊ で 咀 ユ

』 、 一 」

』 。 い つ

」 。 四 つ

］ ・ 函 、

］ ・ 缶 切

４ 雨 ｌ 、 ノ

」 ‐ 画 二

］ ・ 函 ロ

佃 映
つ 。 ↑ 、

ｃ ， 唖 凶

つ 。 画 、

P
P

c
I

C
9
つ
⑨

（ ） ◆ 壁 （ ）

P
P

堅
望
一
一

つ 。 ⑭ 司

つ ’ 四 つ

つ 。 い 、

つ 。 函 毎

口 。 四 ｍ

つ 。 い ］

つ 。 ↑ つ

つ 。 画 、

つ 。 い ］

つ 。 、 ↑

つ 。 』 つ

つ 。 、 つ

つ 。 い 、

つ 。 ↑ つ

つ 。 』 つ

つ 。 四 ｍ

。 。 鰐 。

つ 。 四 四

つ ” 四 ｍ

つ 。 い つ

つ 。 い 、

つ 。 吟 つ

つ 。 い ］

つ 。 、 つ

つ 。 四 ｍ

今 。 曇 つ

つ 。 い や

ｃ ， い 、

P
P
や
‐
つ
つ

Ｃ ｏ ｍ ｃ

胃 。 ｃ ｃ

つ 。 毎 つ

つ 。 『 つ

つ 。 “ つ

つ ‐ 鈎 今

つ 。 の つ

つ 。 つ つ

つ 。 割 つ

② 。 つ ・

つ 。 、 つ

Ｃ ◆ 函 つ

つ 。 吟 つ

胃 。 胃 つ

つ 。 ⑭ こ

つ ． 可 、

］ ・ つ 、

皆 。 （ ） ・

］ ・ つ つ

得 。 ］ ◎

く 凹 叫 噸 Ｓ 澤 一 片 廊 替

冊 畦
“

刃
い
い
ｰ

式
聖
堂
屋

一
一
一
一

画 四 ・ 『 ・

四 つ “ 胃 つ

昌 錘 。 函 ・

』 つ 。 剖 つ

］ い ‐ 《 。

ｰ
ｰ
胃
一
一
一

m
‐
鱈
一
J
‐
‐
“
ヘ
コ
･
I

申
■

凸
令

■
■

g
g

g

･
コ
ー
q
O
，
脾
陰
C
Q
O
I
t
、
◎
岸
4
0
，

つ
‐
‐
‐
‐
‐
つ
い
‐

］ ］ 。 い つ

つ ・ 印 つ

］ ・ い つ

つ 。 つ つ

』 ・ 劃 つ

い 。 、 ○

ｍ 。 い つ

Ｃ ・ 幸 司

Ｃ 。 「 ◎

つ 。 「 ・

つ 。 “ つ

つ 。 司 ＠

つ ‐ 割 つ

P
P
動
C
○

つ
‐

つ 。 四 つ

岸 。 四 つ

程 。 い ・

つ ， ” つ

つ 。 『 つ

つ 。 ｍ ｃ

つ 。 『 つ

つ 。 、 つ

つ 。 、 つ

・ ・ つ つ

今 。 《 つ

つ 。 司 ｃ

ｃ 。 《 ＠

つ 。 《 つ

。 。 “ つ

今 。 や つ

つ 。 函 つ

つ 。 一 つ

・ 争 可 ｃ

つ ． ↑ つ

Ｃ ・ 四 つ

」 。 、 つ

い 。 ② つ

四 ． や つ

つ ． 』 つ

極 言 Ⅱ 昌 、

諫 州

の 、



表11 包含層出土掲載石器一覧表(2)

図版番号｜整理No lグリッド 層位 分 類 ｜ 材 質 長さ ’ 幅 厚さ 重さ ｜ 備 考

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

1Vig

Ⅱ層

黒曜石

頁岩

６

６

５

５

９

０

５

６

Ｑ
〕
八
．

２

〕

ｎ

．

~
~

〈
Ｕ
Ｔ
Ｌ

０

０

２

６
６
●

３

２

０

０

８

２

５

６

１

１

９

３

０

０

８

６

０

０

０

０

８

５

７

７

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅱ層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅱ層

Ⅱ層

Ⅱ層

Ⅱ層

Ⅱ層

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

黒曜石

黒曜石

‘ , ､、佳'仁I里Hﾖﾖｰ

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

』, , 、佳桐里曜一

頁岩

黒曜石

黒曜石

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

４

５

７

８

９

６

５

８

９

３

６

６

８

０

６

８

０

１

５

２

４

２

７

３

９

７

１

３

３

５

４

２

５

２

５

５

３

４

２

２

４

３

３

３

４

５

３

２

４

２

２

３

３

３

９

５

１

１

０

０

３

３

１

０

３

３

４

５

２

６

０

２

５

２

０

３

０

２

１

３

１

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｊ

Ｋ

Ｈ

Ｋ

Ｈ

Ｉ

Ｎ

Ｊ

Ｉ

Ｈ

Ｋ

Ｎ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｊ

Ｊ

Ｈ

Ｋ

Ｉ

Ｈ

Ｎ

Ｈ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

０

５

５

０

０

０

ｊ

０

０

０

０

５

０

５

５

５

０

０

０

ｊ

０

０

０

０

０

０

０

７
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Ⅳ自然科学的手法による分析結果

放射性炭素(C,4)年代測定結果

名

１

２

３

４

５

~
~
~
~
~

料

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

資

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

資料の種類 出土層位・位置 C14年代(yBP) 補正年代(VBp)

4260±50

3420±40

3440±40

3840=t50

60±40

物

炭

炭

炭

積

炭

堆

面

面

面

上

上

上

層

１

１

Ⅳ

１

路

路

路

流

流

流

4250±50

3410±40

348()±40

3840±50

4()±40沢

ICU-1は第3段丘面のⅣ層中位から採取した。4250年BPという縄文時代中期後葉に位置づけ

られる測定年代がでている。付近のⅣ層中からは縄文時代中期前半のⅢ群a類の土器が出土しており、

測定年代はこれらの土器の年代よりも新しい。Ⅳ層は黄褐色の砂層と黒色層が何度も交互に堆積した

層を総称しており、層厚も採取地点では2m近くあることから、層内でも年代差があるものと考える。

試料の採取層とⅢ群a類土器の出土層位の前後関係を厳密には把握していないため、土器の年代と測

定年代との間に齪齢が生じたものと考える。測定年代を正しいものとすれば、縄文時代中期後葉の段

階には第3段丘面は安定した黒色層は形成されておらず、たびたび水をかぶる不安定な状態であった

と推測する。

ICU-2～4は流路l内で採取したもので、 ICU-2は流路l上層、 ICU-3は調査区北側

の流路lの底面、 ICU-4はグリッドは異なるが、 ICU-2の採取地点とほぼ同一地点で流路l

の底面から採取した。 ICU-2･ 3は3410年BP、 3480年BPという測定年代がでており、遺跡の主

体である縄文時代後期中葉の年代とほぼ一致する。一方、 ICU-4は3840年BPで縄文時代後期前

葉の年代がでている。同じ流路lの底面でもICU-3とICU-4では300年近い年代の開きがあ

る。測定年代を正しいものとみれば、流路lの埋没が始まるのは縄文時代後期前葉以降で、後期中葉

にはほぼ埋没したものと考えられる。 ICU-2とICU-3は、層位と地点が異なるがほぼ同じ年

代がでている。素直に解釈すれば、埋没は場所によって異なる速さで進んだとするのが妥当であるが、

土層の観察からは流路1は人為的に埋め立てられた可能性が高いと考えている。このこととC14年代

測定結果との整合性を保つためには、 ICU-4を埋没開始前に流路1底面に残されたもの、 ICU

－3を埋没開始後のものと理解する必要がある。

ICU-5は内大部川と直交する方向に調査区内を流れる、沢状の地形の底面から採取したもので

ある。この沢からは時期のわかる遺物が出土しておらず、縄文時代の沢ではないかと考え、 C14年代

測定を試みた。40年BPという測定年代がでており、測定年代を正しいものとみれば、戦前から戦後

にかけての沢である。耕作土からは戦前のものらしいビール瓶や戦中から戦後のものと思われるガラ

ス製の一斗瓶などが出土しており、 これらの遺物が調査区内を流れる沢状の地形と同時期のものと考

える。 （石井淳平）
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Ⅶ まとめ

Ⅶまとめ

1 流路の変遷と段丘面の利用について

内園3遺跡、内園6遺跡、神居古潭7遺跡は、全体として一つの遺跡ともいえる存在であり （葛西

1999)、内大部川下流域でどのような営みが展開されてきたものなのか、 これまでの調査結果を概

観し、簡単にまとめておきたい。幸い、 とくに内大部川左岸では、縄文中期から後期、晩期へと、活

動の拠点となる段丘面を、高位の西側から低位の東へと移していったことが知られてきており （葛西

1999)、流路の変遷と段丘地形の形成、段丘面利用の推移といった視点から、過去の足跡を振り返

ってみたい。なお、流路の変遷に関連した、段丘面形成の様相については、 Ⅲ章2節の記載を参照し

ていただきたい。流路はこれまでの調査によって流路l、流路2の2本が明瞭に認識されてきたが、

ここではさらに流路1の西に流路0を、流路2の東に流路3を追加、計4本の流路の存在を想定する。

段丘面については、 Ⅲ章2節に従い、流路2の東を第1段丘面、流路1 ． 2間を第2段丘面、流路1

の西を第3段丘面と呼称し、説明を進めていきたい。

図64は、 これまでに検出された遺構と、想定した4本の流路の位置を示したものである。各年次の

調査区については、内園6遺跡の平成7年度調査で使われたA～Dの地区表記（葛西1996） を踏襲

し、 ここではさらに内園6遺跡の平成l 1年度調査区をE、内園3遺跡の平成10年度調査区（葛西

1999) をF、平成2年度調査区（大矢1991) をG、神居古潭7遺跡段丘最下面を対象とする平成3

・ 4 ． 6年度調査区（友田 1992･1993･1995) をH、平成6年度調査の上位平坦面（瀬川 1995)

をIと、それぞれ仮称することにしたい。

図65に使用した断面は、東西を一直線に切った実測図ではない。内大部川両岸の段丘地形の発達を

模式的に示すべく、右岸のI地区中央付近からH地区へ降り、左岸はE地区メインセクションの33ラ

インを大凡のベースに、河畔近くではE～F-13北壁を、西端付近についてはD地区捨場における沢

地形を活用して合成した想定図である。この図では、段丘地形を明示するため、水平方向に対する垂

直方向の長さを2倍にして、高低差を強調している。従って、左岸側の下底に示す基盤層上面の実際

の傾斜は約2。だが、図上では倍の4° となっている。図の太線は想定した各段階の地形を、細線は

対比のために現在の地形線を示している。

基盤は新第三紀の砂岩・泥岩層で、上は礫・砂・シルトなど沖積世の氾濫源堆積物に覆われている

（北海道旭川土木現業所1995)。内大部川の右岸と左岸の間には断層が介在し、内大部川はこの断

層の境界を縫って流下しているように見受けられる。内大部川下流域での人間活動の痕跡は、 I地区

の2軒の住居用遺構の存在などから、縄文早期後半(Ib期） には確認されるが、 これらは炉や柱穴

がはっきりせず、遺物の検出も僅かで、短期的な生活趾と判断されている。ここは位置的にみて、直

接、内大部川本流に臨むというより、上位平坦面を東から西へ下る小沢を利用した立地と思われる。

内大部川による浸食の進行を勘案するとき、確たる根拠はないが、図65の最上段に示すように、 この

Ib期までにH地区の段丘最下面が開析されたものとみておきたい。納内6丁目付近遺跡では、東釧

路Ⅱ式土器を包含する4mもの厚さの礫層の上に、 さらにlmの砂とシルトの互層が堆積しており、

そこにIb期の大きな集落が営まれていた（北埋文1990)。この例からも、温暖期に入ったこの時

期に、河川活動が盛んとなって、土地の浸食や堆積作用が、かなり大規模に進展した様子の一端が窺

える。
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温暖化は、縄文海進のピークを迎える前期まで引き続き、図65のⅡ期に想定したように、内大部川

左岸流域では、沼沢化、湿原化が進み、生活の舞台は他に求められたものと思われる。右岸のI地区

は高台だが、 こちらにもⅡ期の痕跡は残されていない。縄文前期の住居跡は、石狩川本流筋の納内6

丁目付近遺跡と神居古潭15遺跡で各1基知られる程度であり、全体にかなり稀薄である。

縄文中期前半（Ⅲa期） に至って、内大部川の西方に、内大部川から分岐したと推定される流路0

が形成される。G地区に見い出された流路がそれだが、報告では流路底部に検出された縄文後期の土

曠lとの関係から、流路の時期を後期以後とみている。しかし、 この流路からは多数の縄文中期～後

期の遺物が検出されており、土器分布図をみると、中期の土器は流路沿いにほぼ万遍なく遣存してい

る。後期の土器も同じく一様に散在するかにみえるが、 よくみると士曠l～4の周辺により濃密な分

布を認めることが可能であり、士曠の構築と関連して残された遺物も少なくないように思われる。こ

のような状況から推して、縄文中期末には流路の埋没がかなり進んでおり、土曠lの構築は、未だ凹

みは残るものの、流路埋没後のことであったと考えたい。 また、 D地区の後期前半の遺物を多出した

捨場の沢地形は、埋没した流路の存在を示唆するものである。流路0についての認識は、 これまで必

ずしも明瞭なものではなかったが、葛西(1999) もD地区やF地区のO～Pライン付近に、幾分くぼ

む微地形を認めており、図64に示すような、緩やかに蛇行する流路Oの存在を想定することは、無稽

とは思われない。D地区にはⅢa期の土曠や集石、焼土などが分布しており、 とくに南西部に集中す

る傾向がみられる。恐らく、 Ⅲa期の流路0には、人間の利用に好適な流水量が保たれており、幾分

高く安定した左岸側を主体に、生活面が選定されていたようだ。地形的には、遅れて形成される第3

段丘面よりやや高いこの左岸側に、第4段丘面の発達を認めることも可能かも知れないbこの段階の

右岸側がより低く、不安定だったことは、 E地区第3段丘のⅣ層深〈に検出された押型文土器のレベ

ルなどからも推量される。D地区を越えた流路0は、大きなカーブを描いて、北西方向へと延びてい

るものと思われる。

縄文中期後半（mb期）から後期前葉（Ⅳa期） までに流路0は埋没し、第3段丘面の成立ととも

に、段丘東裾沿いに新たな流路lが貫流する。人々の活動は主に第3段丘面を拠点に、 より広い範囲

に展開されてくる。F地区では北筒式土器を伴うものなど、中期末の住居跡や土曠、焼土などととも

に、後期前葉の土曠群が残され、不要となった遺物の多くは、埋没後の流路0の凹みに廃棄されたよ

うだ。D地区第3段丘面でも土曠群などが営まれ、不要の遣物は上述の捨場に廃棄されている。

流路1は縄文後期中葉（Ⅳb期） までには埋没、代わって流路2が開析され、 この過程で第2段丘

面が形成される。後期中葉から後葉（Ⅳc期）にかけて、埋没後の流路1の凹みも含めて、 この第2

段丘面を中心に、縄文人の営みは活況を呈し、その活動は第3段丘面にも及ぶ。遺構にはC地区やE

地区の平地式住居や作業場を構成する柱穴や焼土のほか、多数の土曠や柱穴、焼土や集石、石器の埋

納などがあり、埋没後の流路lの凹みや周辺からは、Ⅳ群b類土器をはじめとする大量の遺物が検出

されている。流路2の西壁から河底付近にかけても、Ⅳ群b類の大片などが少なからず見い出されて

おり、水際での作業も盛んに繰り返されていたようだ。流路2の西肩では、Ⅳ群c類土器のまとまり

なども発見されている。流路2を外れた東では、Ⅳ層の下部に少量ながらⅣ群b類土器の点在がみら

れ、 この段階では、 ここが未だ不安定な氾濫原であったことが窺える。このように内大部川左岸には

Ⅳb期の遺構、遺物がかなり豊富に残されており、生活の拠点として安定的に利用されていたことは

間違いないと思われるが、確実な住居跡はなく、必ずしも集落跡の様相は整わない。

Ⅳb期には、内大部川右岸のH地区でも多数の一括遣物が検出されているが、遺構が少ないこと、

短期間に人為的に廃棄されたと考えられる特異な焼土層が存在すること、土器が主体で石器類が乏し

いことなどから、遺跡としての性格が問われている。 Ⅱ章に触れたように、右岸の上位面にはストー
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ンサークルが存在していたといわれ、 H地区の一括遺物はその造営に関連して残されたことも考えら

れている。また、現在は果樹園になっている、ス1，－ンサークルの南にあたる標高71～72mの平坦面

からは、開墾の際に大量の遺物が採集されており、 ここに日常生活の場があったことも推定されてい

る （友田 1992)。内大部川を挟む両域で、集落をここに位置づけるなら、ストーンサークルの造営、

葬送や追悼、季節的な祭祀といった折々には、近くに集落があってもそこを離れて、 H地区のような

やや特殊な場所で、関係者が起居をともにしたのかも知れないという、想像も許されよう。いずれに

せよ、 Ⅱ章にも触れたように、 このⅣb期を中心に、Ⅳc期に至るまでの段階では、内大部川下流域

から石狩川本流にかけての広い範囲で、縄文人が活発に活動を展開していたことが知られており、そ

の盛況ぶりがとりわけ注目されるところである。

流路2はやがて埋没し、第1段丘の形成をみる。Ⅳc期前半以後しばらくは人間活動の痕跡が途絶

えるが、縄文晩期後葉のVc期には、再び活況を取り戻す。段丘崖の流失や重機による削平のため、

確実な流路をトレースすることは困難だが、 Vc期には、図64に示す流路3が存在したものと考えた

い。流路3については、A地区E～F 13北壁で流路底の上方10～20cm程で、V群c類の一括土器が

検出されており、晩期後葉以後、流路3は急速な埋没をみたものと思われる。Vc期の遺構は、必ず

しも分明ではないが、第1段丘面上のA地区北端部では焼土群や土曠、チップ集中などがみられ、A

地区南端からC地区にかけての一帯でも、第1段丘上や埋没後の流路2の凹みなどに、士曠や焼土が

残されている。また、平成l1年度調査のE地区の遺構にも、 Vc期に属するものが含まれていると推

測されており、 F地区の第2段丘や第3段丘上にもl～数基の土壌がみられるなど、 Vc期の遺構は、

広範にわたる分布を示す。Vc期の遺物は、 とくに埋没した流路2の上面に多量に見い出されている。

遺物には土製品や石製品など非実用的な道具も含まれており、葛西(1997a)はここに、､送る″行為を

よみとりたいという。埋没した流路lの上部にも、かなりの量の遺物が包含されており、流路3に沿

った第1段丘東縁部にも集中的な遣存が認められた。このほかD、 E、 F地区の各段丘面からも少な

からぬ量の資料が得られている。このようにVc期の営みは、第1段丘面を主体に展開されたが、第

2段丘面や第3段丘面にも広く活動の痕跡を留めている。しかし、住居と考えられる遺構はなく、Ⅳ

b期におけると同様に、 ここにVc期の定着した集落跡を見い出すことは困難であろう。或いは、 こ

れらの流路が、季節によっては、増水による氾濫や冠水をもたらしたり、反対に減水や枯渇のため、

通年の利用が危ぶまれるなど、必ずしも段丘面での安定した活動を保証しない状況があったのかも知

れない。Vc期については、対岸のI地区でも、短期的な来訪の痕跡が認められている。

流路3の埋没を契機に、分11皮による流路は消滅し、図65最下段に示すように、内大部川は再び本流

1本にまとまったものと考える。続縄文時代の資料はなく、擦文時代（Ⅶ期）に至って、 D地区やG

地区など、比較的高位の段丘面から、少量の擦文土器片が得られている。しかしながら、 Ⅱ章に述べ

たように、石狩川本流筋における大集落の発展に比して、内大部川下流域では、擦文時代からアイヌ

文化期を通して、活動の痕跡は乏しく、縄文後期中葉や晩期後葉の活況や文化的な高揚と、 この擦文

期以降の衰微の間には、大きな隔たりがあるといわざるをえない。

黒曜石の原材産地分析の結果では、縄文後期には赤井川産の原石が多い一方で、白滝や置戸、十勝

など、東方からも約半数の原石がもたらされており （葛西1997a)、広域にわたるルートの存在が窺

われる。神居古潭の一帯や南東の空知川流域では、蛇紋岩や片岩など、磨製石器の原材も豊富である。

神居古潭5遺跡や音江のストーンサークルと、神居古潭7遺跡にあったというストーンサークルが、

どのような関係にあったか詳細は不明だが、瀬川(1990)の説くように、次代の芦別市野花南のアー

スサークルの造営も含めて、石狩平野北端に依拠した縄文集団のもつ強い紐帯を認め、物資の流通や

文化交流に占める影響力の強大さをみることも、あながち不可能ではないと思われる。 （高橋和樹）
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2 土器の出土のあり方について

(1) はじめに

土器の一次整理では、 「残存状態に関する分類基準」 （Ⅲ章4節参照） を設定し、作業を進めた。当

初これは、復原の可能性のある破片や、型式的特徴を把握しやすい口縁部、底部のものを、効率よく

認識するために定めたものである。緊急発掘調査という様々な制約の下で、すみやかに出土土器の型

式を判断すること、 より多くの復原資料を得ることを目的している。ただし、 これは遺物について、

資料的な価値に差を生じさせるものではなく、緊急発掘調査において能率的に作業を進め、 よりよい

成果を目指すために用いた便宜的な基準である。

この分類について、過去二つの調査において実践した（北海道埋蔵文化財センター 1998, 1999)。

これらの場合では、 ランクについて先に説明した目的にのみ用い、報告文中には用いていない。

土器のランクは、その破片の残存のあり方を表すものである。はじめに、土器のランクについて整

理し、それが生じるの要因を考える。それから、土器の分布について簡単にまとめておきたい。

(2) ランクの決定方法

ランクは、土器の出土状況、形態、破片部位、残存状態により決定した。土器の分類作業は図66の

流れで行った。以下図の項目について説明する。

1 ． 出土状況

「まとまり」 ；ある特定の空間にl個体のみが出土した状況。また、複数の個体がみられる場合は

「混在」として区別する。

「散 在」 ；特定のまとまりがみとめられない状況。

＊「まとまり」であれば、以下の項目は問わずにAランクとする。 「混在」の場合は個体識別を行い、

各個体それぞれをAランクとする。混在する個体の一つが単体の破片である場合、その破片は｢散在」

のものとして扱う。これらは以下の項目でさらに分類する。

2．形 態

「器状」 ；ある個体が特定の部位だけでも、容器としての本来的な形態を有するもの。完形のも

のもこれに含まれる。

「破片状」 ；容器としての形態を失い、破片となっているもの。

＊｢器状」であれば以下の項目を問わずAランクとする。 「破片状」のものは以下の項目でさらに分類

する。

3．破片部位

「口縁部」 ；口唇部を有するもの

「底部」 ；底面を有するもの

「胴部」 ；上記以外のもので、頚部や肩部等

も含む。

＊ 「口縁部｣、 「底部」については、破片の残存状

態を問わずにそれぞれBl、 B2ランクとする。

両者からは土器型式が判断しやすい。 「胴部」は

以下の項目でさらに分類する。

4。残存状態

「剥離・剥落」 ；器表面が剥がれた状態

「摩耗」 ；摩耗し丸みを帯びた状態
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「小破片」 ；小型の破片となった状態

＊｢剥離・剥落」のものはDランク、 「摩耗」のものはEランク、百円玉程度以下の破片を「小破片」

とし、 Fランクとする。これらに該当しないものをCランクとする。D･Fランクは接合するが、器

形を復原することに影響がない場合がある。Eランクは接合するのが困難である。また、 これらのラ

ンクのほとんどが型式の判断（時期分類） も困難であるのが通例である。

(3) ランクの内容

ここで取り上げるランクは残存のあり方に関わるもの、すなわちA、 D、 E、 Fランクである。

「Aランク」

l . 同一個体の土器がまとまった状態で出土したもの

このケースは大きく三つに分けられる。

(1)完形のもの

(2)底部等、一部分であっても器としての形状を留め、周囲に同一個体の破片が認められるもの

(3)すべて破片であるが、 まとまっているもの

2．器の形状を保った状態で出土したもの（器状）

「Dランク」

剥離・剥落している胴部破片。

「Eランク」

割れ口や器面が全体的に摩耗している胴部破片。

「Fランク」

胴部の小破片。

(4) 遺跡形成過程とランク

土器の残存のあり方に差異がみられることは､｢遺物形成とともにいかに考古記録が形成されるか」

（五-'一嵐 1999) を考える「遺跡形成過程(siteformationProcess)」で扱われる内容である。マイケル

・シファーなどにより理論的な枠組みが提示され(Schifitrl972西藤訳1983)、近年日本でも論議

されつつある分野である。

人為物が過去の人間活動のなかで、その機能を果たしている状況を「体系的状況(sysytematiccon-

text)｣、人為物が棄てられ、機能を失った状態で、遺物として認識されるまで周囲の自然環境と関わ

っている状況を「考古学的状況(archaeological cntext)」という。前者は動態であり、後者にも「動き」

の要素は介在するが、研究者が認識するのは静態としての一つの段階である。遺跡形成過程研究とは、

我々が発掘調査で認識する静態としての考古学的状況から、過去の人間活動という動態について推論

する中範囲理論(middlerangetheory)の一つである。

人為物（遺物）の状況(context)が変換する作用については、その原因から大きく二つに分けられる。

一つは人為的な作用（以下「人為作用｣）で、 もう一つは自然的な作用（以下「自然作用｣）である。

前者は｢文化形成過程(cultural fbrmationprocess)｣、後者は｢非文化形成過程(noncultural fbnnationproc-

ess)」 とよばれる。この遺跡形成過程における作用が、土器の残存のあり方にどのような影響を与え

るのか考えていく。

土器のライフサイクル、すなわち土器が製作・使用され、そして棄てられる。その後埋没し周囲の

環境から影響を受け、発掘調査で確認されるまでの一連の流れを想定し、図67に示す。

土器が体系的状況の中で機能している段階から、それらが廃棄（広義） されるには三つのあり方が

ある。すなわち｢遺棄｣、 「廃棄｣、 「放置｣である。 「遺棄｣は使用空間に棄てられる場合、 「廃棄」 （狭
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体材料の獲得~製作 義）は使用された空間から人為的な移動により他

ヤ の場所に棄てられる場合、 「放置」は棄てるとい系使

i司 う意識がなく、貯蔵していたものが忘れられた場
的 補修(=維持）

状 砿損一｝ 再利用 合等をいう。また、土器以外の遺物はもちろんの

況閨 ↓ こと､遺跡そのものも廃棄という人為作用により、棄(人為作用） 体系的な状況から考古学的状況に変換するといえ

*遺棄:使用空間 る。

＊廃棄：捨て場(人為的な移動を伴う）
図67から各ランクがどの段階において、どのよ＊放置：貯蔵等(廃棄行動が介在しない）

考 うな作用で生じるかを考える。
自然作用(動植物､水､重力等による）

古 ム為作制｛"鋤遺構構築等による'~I Aﾗﾝｸ
学 土器の移動や破片化等 人為物が廃棄(広義） された段階で生じる。そ

ウ －－r一一の後の考古学的状況においては、あまり自然・人的 埋没 埋没
↓ ↓ 為作用を受けず､ まとまった状態を保っている。

状 自然作用 自然作用
Dランク

況 人為作用 人為作用
↓の繰り返し lの繰り返し 体系的状況において、そして考古学的状況のあ

（発掘調査における考古学者による認識） らゆる段階で生じる。剥離・剥落が生じる原因は、

図67土器のライフサイクル 体系的状況における使用による器面の劣化・損傷

といった人為作用、 また、主として考古学的状況における自然作用として、土中における動植物の影

響等が考えられる。剥離・剥落破片はあらゆる段階で生じる。

Eランク

完形が摩耗するといった場合を無視すると、すべて破片となった後、考古学的状況のあらゆる段階

で生じる。一般的には水による移動といった自然作用により生じると考えられる。

Fランク

小破片は、両状況のあらゆる段階でおいて生じる。体系的状況において、少し損なわれた程度の土

器なら使用されたであろうと推測される。また、廃棄後の考古学的状況においては様々な作用が影響

する。土器の壊れ方は、はじめ器の形状が損なわれ、破片となる （破片化)。さらに、その破片が小

さく割れていく （小破片化） という傾向（立体性が失われる→偏平化→小破片化）があると考えられ

る。特に、人為的な耕作等が包含層に及ぶ場合、遺物の破片化及び小破片化が進む。

(5) ランクの解釈

上記のことをふまえると、各ランクからその出土位置については次のように解釈できる。

Aランク

完形で出土したものは人為的あるいは自然的な影響で動いた可能性は少なく、概ね本来的な位置を

留めていると判断できる。完形ではないが、 まとまって出土したものもほとんど動いていない、ある

いは、動いたとしても個体の状態の時点であると考えられ、出土した位置で破片が生じたと判断され

る。器状のものは動いている可能性はあるが、立体的なものほど破片になりやすい傾向があると考え

られ、 このことから器としての形状を保っているものは、あまり移動していないと推測できる。すな

わち、確認されるAランクの考古学的状況は、過去の体系的状況を比較的反映していると考えること

ができる。

Aランクの出土位置は、廃棄（広義） された位置とほぼ同じである可能性が高い。また、廃棄され

た位置は体系的状況における人為作用により決定される。 「遺棄｣、 「廃棄｣、 「放置」の区別は、その
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Ⅶ まとめ

周囲の状況により判断できる場合がある。

Dランク

あらゆる段階で生じる。ただし、剥離（剥落）面の状態から一つの推測が可能である。剥離面が摩

耗した状態のものは、剥離後に移動していると考えられる。一方、剥離面が明瞭に残存しているもの

は、考古学的状況の新しい段階で生じたか、ほとんど移動していない可能性が考えられる。

Dランクの出土位置は、廃棄された位置を明確に反映しておらず、両状況における人為・自然作用

の影響による無秩序な結果といえる。ただし、剥離面の状態から移動の可能性を推測できる。

Eランク

礫の「円磨度」の概念を適用した考え方で、二次的な移動を考える目安となる。全体が顕著に摩耗

しているものは、頻繁にあるいは長距離を移動した可能性が高いと判断される。ただし、地表面に遺

物が露出している場合、雨水等で器面が損なわれ、摩耗した状態となることがありうる。 しかし、 こ

の場合、摩耗した面が一部にしかみられない。

Eランクの出土位置は、考古学的状況における自然作用による移動の結果と考えられる。

Fランク

あらゆる段階で生じる。Fランクは両状況における人為・自然作用による無秩序な結果と考えられ

る。

以上のことをまとめると次のようになる。Aランクの位置はその時期の活動空間を、 Eランクの位

置は移動した結果をそれぞれ示している。また、 D･Fランクの位置は無秩序な結果と考えられる。

(6) 分布図の解釈

V章の図33～36の分布図から、遺跡における各時期の活動空間を推測してみたい。ただし、各群の

D･E･Fランクの分布図は作成していないので、Aランクのものを中心に進める。また、 ここでは

Bl ･B2 ･Cランクのものは、グリッドを越える程度の規模の移動はしていないと仮定する。

調査区全体（総破片数）

分布は流路lが存在するグリッドに分布が際だって多く、流路2も周辺に比べて多いところが部分

的に認められる。D･FランクはK-32区に最も多く、 これはAランクの出土が多いグリッドと一致

する。原因としては、土器がまとまって出土したグリッドは、周辺よりも精査されるという発掘調査

の精度の違い等が考えられる。また、 Fランクは流路lが存在するグリッドにも多い。Eランクも流

路1付近に多い。これは土器が移動し、流路の凹みに落ち込んだものと推測される。

全般的に、破片は流路とその周辺に多く分布している。流路l付近はほぼ全体的に、流路2は部分

的に分布が多いグリッドが認められる。さらにM～0-33区にも比較的多いが、 ここにⅣ層が落ち込

む地形が認められるためと考えられる （図9参照)。

流路lの北と南側は出土が少ないが、 これは包含層が削平を受けているためと判断される （図12参

照)。また、 33ライン～35ラインには全般的に多くの出土が認められる。ここは旧国道の盛土の下に

あたり、 そのために残りが良かったと考えられる‘

Ⅲ群

調査区の西側に集中しており、

べての破片を観察した結果、程度

の段丘から二次堆積したものと推

Ⅳ群

他の地点からの出土や、Aランクのものは全くみられない。20点す

の差はあれすべて摩耗していた。調査区の西側外にあるさらに高位

測される。

全体的に総破片と同じ分布のあり方である。 流路lが存在するグリッドに多く、南北両側は少ない。
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流路2には多く出土しているグリッドが部分的に認められる。AランクがJ ･K-32区に最も多く、

この付近が活動空間であると推測される。CランクはⅣ群の全点数の出土のあり方とほぼ同じ様相を

呈する。

V群

流路lが位置するK-35･L-36区に最も多い。次にH-31～34区の周辺に多く、集中する場所は

二カ所と判断される。また、AランクはH-34区から出土しており、活動空間であると判断される。

Bl ･Cランクの分布も同様である。

以上のことをまとめる。縄文時代中期（Ⅲ群）は調査区外のさらに高位の段丘が活動空間で、後期

（Ⅳ群）は、流路lとそれの上下の段丘、及び流路2に部分的な活動空間を有する。復原掲載土器は、

後期中葉のもの（Ⅳ群b類）が比較的広い範囲で出土し、後期後葉（Ⅳ群c類）のものが1-33･34

区つまり、流路2で部分的に出土するといった相違が認められる。 また、晩期(V群）は流路l ･ 2

に部分的な活動空間をもつ。

このようにみていくと、古い時代は高い段丘を利用し、時代が新しくなるにつれ、低い段丘を活動

の場所としていると判断される。川の下刻作用により、順次形成される段丘を利用し、常に川の近く

に活動の場所を求めていたものと考えられる。

(7) おわりに

以上土器の残存のあり方について述べ、分布図から各時期の活動空間を推測した。通常発掘調査に

おける包含層調査とは遺物の出土状況について調べることである。近年、旧石器時代の遺跡を対象に

遺物包含層における遺物の分布のあり方を解釈する試みが行われている （小林1997など)。これら

は遺跡形成過程研究の実践例としてその有効性を提示している。本例は、土器そのものの残存のあり

方から考えた土器の移動の程度、そして不動性について仮定し、それを踏まえ分布図から遺跡におけ

る時期別の活動空間を考えた。これは数値のみから得られた結果を、裏付けるのに有効な傍証となり

うるものと考えている。

用いた基準は、本来的には接合、型式認識に視点をおいたものであり、部位と残存の状態の両者を

合わせて一つの基準としている。今回試みたことを厳密に実践するならば、 「部位｣、 「残存状態」に

分けてそれぞれ基準を設け、適用するのが理想である。さらに、剥離・剥落、摩耗の度合いを段階的

に区別し、土器の使用のされ方や強度、そして遺跡の地形等もランクの決定に関与することも考盧す

る必要がある。今後、先に掲げた条件を満たした上で、 さらに試みていきたい。 （末光正卓）

110



Ⅶ まとめ

3 石器について

(1) 石器の概要

内園6遺跡では包含層・遺構合わせて6,999点の石器が出土した。土器も含めた全ての遺物のうち

石器の出土点数の割合は26.6％である。この数字は対岸の神居古潭7遺跡の17.8％や同時期の忍路土

場遺跡の21.9%よりも若干高いが、土器の総点数が石器のそれを大きく上回るという傾向は同じであ

る。このことは遺物の主体を占める縄文時代後期中葉の傾向を反映しているものと考える。

表13は包含層、遺構を合わせた全ての石器の器種別の集計表である。剥片石器、礫石器、 フレイク

類・礫・その他に分け、それぞれの出土比率を算出した。フレイク類・礫・その他が全体の87.0％を

占める。特に黒曜石のフレイク類が多く、全体の80.0％を占める。忍路土場遺跡ではこの数字が88.0

％となっている。遺物の集計方法に若干の違いがあり正確な比較にはならないが、後期中葉の平均的

な数字であると考える。

使用されている石材は、剥片石器ではほとんど全て黒曜石である。礫石器は機能に合わせて石材が

選択されていたようで、器種ごとに主要な石材が異なる。また、黒曜石のフレイク類が一定量出土し

ていることから、黒曜石製の石器は遺跡内で製作されたものが相当数存在するものと考える。一方、

黒曜石以外の石材で作られた剥片石器はチャート、頁岩、泥岩、めのう、凝灰岩、流紋岩製のものが

あり、 16点出土しているが、黒曜石以外のフレイク類は20点しか出土しておらず、黒曜石以外の石材

で作られた剥片石器は遺跡外からの搬入品である可能性が高い。

石雛は有茎のものが多数を占め、厚手で長さに比べ幅のあるものと薄手で長さに比べ幅が狭いもの

が存在する。量的にはどちらも同じ程度に存在するため時期が異なるとは考えにくい。一方、若干存

在する無茎の石鍼は晩期に属する可能性が高い。黒曜石以外の石材は頁岩、チャート、めのうがある。

つまみ付きナイフは出土点数は少ないものの、破損率が低く掲載数も多い。全て縦長剥片を利用して

作り出されている。黒曜石以外の石材は頁岩、凝灰岩がある。

スクレイパーは不定形の剥片の一部に刃部を作り出したものが多く、次いで縦長の剥片の側縁に刃

部を作り出したものが多い。黒曜石以外の石材は頁岩、チャート、流紋岩がある。

石器素材については次節で取り上げるので割愛する。

石斧はほとんどが磨製石斧で打製石斧がわずかに存在する。打製石斧は平均的な磨製石斧より大き

く、重量もある。石材は片岩が最も多く、蛇紋岩、粘板岩、砂岩がある。

たたき石は安山岩の円礫を利用したものがほとんどである。

すり石は安山岩のやや扁平な円礫を利用している。扁平な面は両面とも使用されているものが多い。

石皿．台石は砂岩と安山岩があり、砂岩が多い。石皿・台石には砥石として使用されたものも含んで

おり、砂岩製のものの多くは砥石である可能性が高い。すり石が比較的多く出土しているにもかかわ

らず、対になりそうな石皿が少ない。損耗率の差によるのかもしれない。

石製品は7点出土しており、その内オロシガネ状石製品が3点出土している。 2点はほぼ完形を保

っており、 もう1点は部分的に残存しているだけである。石材は全て多孔質の安山岩である。

(2) 石器素材とした遺物について

内園6遺跡では、 「石器埋納」 とした遺構から剥片を調整した円形または楕円形の石器が出土した。

同様の石器は隣接する内園3遺跡でも検出されている。本文中では内園3遺跡の報告で使用された名

称を踏雲し、石器素材と呼称した。これらの石器の時期は供伴する遺物が無く、他遺跡の類例も隣接

する内園3遺跡以外には見あたらないため、はっきりしない。ただし、今年度調査区、 98年度調査内
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表13 内園6遺跡出土石器集計表

剥片石器

石雛石槍・ナイフ石錐つまみ付きナイフスクレイパー石器素材RフレイクUフレイク合計

点数 103 12 10 17 105 53 462 59 821

比率0.13 0.011 0.01 0.021 0.13 0.06 0.56 0.07 1.00
］21 10
0.011 0.01

’71
().02

105

0．13

462

0．56

59

0．07

53

0．06

礫石器

フレイク類・礫・その他

フレイク類

(黒曜石以外）

フレイク類

（黒曜石）
舗
一
糀
皿

石核 棒状原石 礫石斧原材原石

点数

比率

244

0.04

36

0.01

5

0．00

34

0．01

156

0．03

4

0.00

5596

0．92

園3遺跡の包含層から出土している土器の大半は縄文時代後期中葉であることから、石器もこの時期

のものである可能性が高い。

石器の特徴は、

(1) 明瞭な刃部を持たないこと

(2) 大きさと形状が統一されていること

(3) 調整の度合いや手法が個体により大きく異なること

である。

石器の整形には通常の押圧剥離によるとみられる調整の他、折断や微細な剥離による調整が施され

る。微細な剥離はUフレイクなどにみられるものと類似し、使用痕の可能性も考えたが剥離面を観察

すると常に一定の方向から剥離しており、意図的になされた調整の一種と判断した。礫などで剥片の

縁を削るようにして縁辺を調整したものと考える。 もとの剥片の縁辺部分がそのまま残っているもの

はなく、全ての縁辺に何らかの調整が施されている。

図68は埋納遺構出土の石器の折断による折れ面と微細な剥離の範囲を示したものである。主剥離面

の打点側を上にし、背面側を図示した。調整が全面に施され、主剥離面を確認できないものは長軸を

垂直にし、先端が尖る方を上にしている。図68からは

(1) 剥片の方向がまちまちであることから、剥片を得る際に決まった手順はなく、得られる剥片の形

状もまちまちであったこと

(2) 折断は打点側、遠位端側を問わず施されることから、得られた剥片が不定形で厚みも異なるため、

剥片の状態に合わせて大きさや形を整えようとしていること

(3) きれいな卵形または楕円形のものは微細な剥離による縁辺の調整や折断がみられないものが多い

ことなどがわかる。

通常の剥離による調整がほとんど施されず、微細な剥離による調整で縁辺の形状を整えたものや折

断面をそのまま残した個体も存在する。薄い剥片では通常の調整が施しにくく、折断や微細な剥離に

よる調整によって形状を整えたものと考える。このことは製作にあたって断面形よりも平面形の方が

強く意識されたものと理解することができる。ただし、調整があまり施されないものでもバルブは除

去されているものが多い。

図69で調整の度合いと、石器の大きさや形状との関係を検討した。大きさや形状を示す属性として、

「長さ｣、 「幅｣、 「厚さ｣、 「重さ」の計量データを使用した。調整の度合いは通常の押圧剥離などによ

~

112

点数

比率

石斧

32

0．31

たたき石

12

0.12

すり石

11

0．11

石皿・台石

41

0．40

|石製品
7

0．07

，
十
’

三

一

口

△

ロ

103

1．00
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る調整が施される度合いで、

(1) 両面に施されるもの

(2) 主に片面のみに施されるもの

(3) ほとんど施されないもの

の3つに分類した。図では省略してそれぞれ「両面｣、 「片面｣、 「無」 とした。

図69の一番上に「箱ひげ図」を示して属性ごとに調整の度合いによる差を比較した。箱の内側が全

てのデータの75％を含む範囲、箱の外側の上下にのびる棒の内側が全てのデータの90％を含む範囲で

ある。棒よりさらに上下のドットは、はずれ値を示す。また、箱の中に1本引かれた線が平均値であ

る。長さと幅では調整の度合いによる差があまりなく、厚さでは若干差がみられ、重さでは大きな差

があることがわかる。これを確率的に検討するために分散分析という統計手法を用い属性ごとに調整

の度合いによる平均値の差が統計的に有意であるかどうかの検定を行った。有意確率を5％にした場

合、平均値に差があると認められるのは、厚さにおける「両面」 と 「無｣、重さにおける全ての組み

合わせで、最初に箱ひげ図で確認した結果とも合致する。

また、長さと幅では調整の度合いによる統計的な差がないことから、重さを決定している属性は厚

さであると予測できる。図69の一番下に示した相関行列でも重さと厚さの間にもっとも強い相関関係

があることがわかる。これは統計的にも有意な相関である。

以上をまとめる。

(1) 調整の度合いによる差は長さと幅ではほとんどみられない

(2) 厚さでは調整の度合いによる差が若干みられ、重さでは全ての組み合わせで差がみられる

(3) 重さを決定しているのは厚さであることから、調整の度合いが高いものほど厚い

したがって、調整方法や度合いの違いは、異なる剥片を同じ大きさや形状に仕上げるために、剥片

の状態に合わせて調整方法が選択されたものと解釈できる。さらに、先に述べたとおり平面的な大き

さや形状に比べ、断面形や厚さはさほと重要視されていなかったと考える。このことは属性のばらつ

きを示す変動係数を比較すると、長さが0.076,幅が0.084、厚さが0.194となり、厚さが長さや幅の

2倍以上の値をとることからもわかる。

次に内園3遺跡の「石器素材埋納」出土の石器との比較を行う。現在のところ、同様の石器の類例

は隣接する内園3遺跡で検出された「石器素材埋納」出土の石器のみである。内園3遺跡から出土し

た石器は埋納遺構から一括で出土したもので、点数が140点と多いことを除けば、今年度の調査で出

土した石器と出土状況が類似している。出土地点は今年度調査で検出した石器埋納より一段高い第3

段丘面で、直線距離で約60m離れている。石器そのものの特徴は明瞭な刃部を持たないこと、大きさ

と形状が統一されていること、調整の度合いや手法が個体により大きく異なることなど、共通点が多

い。 したがって両者は同じ意図を持って製作され埋納されたものと考える。 しかし、内園3遺跡出土

の石器は通常の押圧剥離によるとみられる調整が施される度合いが低く、計量的なデータはないが、

内園6遺跡のものに比べ剥片を折り取って形状を整えただけのものや折断面が大きく残るものが多い。

また、内園6遺跡の石器にはかなりの頻度でみられたバルブを除去するための調整も施されていない

ものが多く、全体的に手を抜いて製作されたような印象を受けた。形状も内園6遺跡出土のものが楕

円形や卵形が多いのに比べ、いびつな形や、三角形や台形のような多角形的な形状のものが多い。こ

れは折断面が大きく残るものが多いことが原因である。

図70に両遺跡の石器を各属性ごとに比較した結果を示したが、幅、厚さ、重さに差がないのに対し、

長さでは大きな差がみられる。この差は統計的にも有意なものである。内園3遺跡の方が長さが短く、
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形状が円形に近いものが多いことを示している。また、厚さや重さに差がないことから、剥片の状態

の違いに起因する調整方法の差とは考えにくく、内園3遺跡の石器の方が製作時の工程を省いている

ものと考える。以上のことから、内園3遺跡、内園6遺跡の埋納遺構出土の石器は機能や埋納された

意図は同じであっても製作した人間が異なっていたか、製作された時期が異なっていたものと考える。

今のところこれらの石器の機能・用途は不明である。石器素材以外にはスクレイパーや槍先として製

作された可能性があり、個体別にみればスクレイパーや槍先として-'一分機能しうる個体も存在する。

しかし、個体ごとの調整度合いのばらつきや調整方法の違いを、異なる剥片を同じ大きさや形状に仕

上げることを最も強く意識し、個々の剥片の状態に合わせて調整方法が選択されたものと考えるため、

利器としての石器というより、素材と考えるのが最も妥当であると判断した。ただし、石器素材とし

た場合大きさが限られているため、 この石器を素材として製作可能な石器は小型のものに限定される。

石雛や石錐などは製作可能だが石器の形状から考えて直接石雛や石錐を作り出すことは無駄が多く、

この石器からさらに剥片をとることも困難である。また、 この石器に直接刃部を作り出したような製

品も存在せず、素材とは考えにくい点も多い。素材以外で可能性が高いと考えているのは埋納儀礼な

どに伴う象徴的な機能をもつ石器であるが、縄文時代の埋納行為・埋納遺構についての勉強が不足し

ているため、可能性を指摘するにとどめる。

(3) 内園3．6遺跡の石器分布

今年度の調査区では遺物の分布は第2段丘面の流路lにその中心があり、 また流路1内でも地点に

よって遺物の密度が異なる。石器分布についてはV章の包含層出土の石器の項で若干述べたとおりで

ある。ここでは隣接する内園3遺跡も合わせて内大部川左岸における石器の分布について概略を述べ

る。対象とするのは内園6遺跡95, 96年度調査区、内園3遺跡98年度調査区、今年度調査区である。

これらの調査区はグリッドが共通するため、分析の基本資料とした等高線による遺物分布図の作成が

容易に行えた。内大部川対岸の神居古潭7遺跡や内園3遺跡90年度調査区も同時期の遺跡であり、分

析対象とする必要があるが、グリッドごとの遺物データが報告言から得られなかったことやグリッド

座標が異なることから遺物分布図を作成できなかった。また、 95年度調査の内園6遺跡A地区は範囲

の都合上割愛した。

図71の1番上に内園3， 6遺跡の遺物の分布密度からl～6群にエリアを分け、それぞれの群の主

体を占める土器の時期分類を示した。 1群はV群土器主体、 2群、 6群はⅣ群土器、V群土器が混在

し、 3群～5群はⅣ群土器主体である。また、 6群のエリアからはⅢ群土器も多く出土するが、Ⅳ群、

V群土器が多量に出土しているため、全体の比率ではわずかとなる。

縄文時代中期の遺物は内大部川から一番遠い第3段丘面に多く分布する。今年度の調査でも中期の

遺物は、ほとんどが第3段丘面で出土する傾向があった。また、今回は扱っていないが、第3段丘面

及び、 さらに上位の段丘面の調査が主体となった内園3遺跡90年度の調査では後期に次いで中期の遺

物が多く出土しており、中期の遺物はさらに上位の段丘面にも分布している可能性が高い。

縄文時代後期は遺物の分布域が広がり、第2段丘面全体に遺物が多く分布するようになる。流路1

や95年度内園6遺跡D地区の調査で、捨て場とされた沢状のくぼみから特に多くの遺物が出土してい

る。北側に行くに従い、高い段丘面にも後期の遺物が分布しているようで、先に述べた捨て場遺構は

第3段丘面に存在する。さらにこの時期の遺物分布は対岸の神居古潭7遺跡にも広がり、内園3 ． 6

遺跡でも調査範囲外の南北にさらに遺物の分布が広がる可能性が高いことから、後期には内大部川の

両岸一帯が活動の場となったことがわかる。

114



Ⅶ まとめ

サ

↑ ウ
41

令

令

今

争

6 ７

'f 4 + 109 f句

l乙

凶

一

一折れ面
一

)微細な剥離

29 30 1

埋納遺構出土石器図68

115



幅長さ
4６

５

５

５

４

５

３

５

４

３

］
○

~~

○
．R
J･J

串宇
○

臼白白
ー

q
J

ー

○

0 ？R
←ロジ

○

1一

2

片面 無 両面片面 無 両面

厚さ 重さ
６

４

２

０

８

６

４

１

１

１

１

1 ．2 ~

＝

1 ．0 司 ○
○

阜
0．8

白。0．6

1
○

0.4

片面 無
グ、､、 片面 両面両面 毎

夕､､､

分散分析の結果

調整度合い’ 長さ 幅 厚さ 重さ

｜平均値の差p値平均値の差 p値平均値の差p値平均値の差
両面と片面’ 0．0700．5300.0590.6801 0.1050.067 1．711

両面と無 0~101 0~5771 0~1500~2941 0~2150~005 4~53」
片面と無 | 0.1600.4111 0.2200.153 0.1100.153 2.85C

0．059

0．101

0．160

0.680

0.577

0.411

0．070

0．150

0．220

0.530

0.294

0.153

0.105

0．215

0．110

0．067

0．005

0．153

1．711

4．531

2．850

p値

0．035

＜0．001

0.011

相関行列
一

一

一

６

~さ一

乃

一

厚

一

０

』

一

氾

坐

一

局

↓

２

５

－

‐

１

－

０

０

－

配

沁

羽

さ

－

２

０

２

長

Ｑ

Ｑ

Ｑ

幅
一
駐
塞

図69石器素材分析結果(1)

116



Ⅶ まとめ

長さ 幅RE
J．』 4.5ー

○

○
R
J 4
~

~

○

幸
’

○

○

÷
§

4.5 qR
J･J

土
4 3○

○

ｰ

－

QR
JDJ 2.5

§子
ロ

3 2
へ

内3 内6 内3 内6

厚さ 重さ18| 、2 ○
○

~

○

○、 ６

４

１

１ 全
一
子

○ ○

コ二二仁
1 ．0 二二 8

甲
12

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

0.8 ~

０

８

６

４

１

子干
0.6

~~

~

§
○

内3 内6 内3 内6

図70石器素材分析結果(2)

縄文時代晩期は遺物の分布範囲が27ラインより北側へ移る。北側の低い段丘面を調査した95年度内

園6遺跡A地区では、出土した土器の大半が縄文時代晩期に属し、晩期の遺物分布の中心は調査区の

範囲より下流に存在する可能性がある。

次に石器の分布を検討する。図72に剥片石器、礫石器、 フレイク類の分布状況を示した。剥片石器

は3群、 5群で少なく、 4群、 6群に多い。礫石器は逆に1群、 2群に少なく、 3群、 5群に多い。

4群と6群は土器の出土量に比べて、石器全体の出土量が多い。一方、 フレイク類は1群から6群ま

でまんべんなく出土している。

晩期主体の1群、後．晩期が混在する2 ． 6群、後期主体の3～5群との間に器種毎の分布の大き

な違いははみられない。場の使用法が後期と晩期ではさほど違いがなかった可能性がある。縄文時代

後期が主体の3～5群の中でも、 3群で土器に対する石器の出土量が少ない以外は大きな差はみられ

ない。本来ならば個々の器種毎の分布を検討した上で判断しなければいけないが、群ごとの遺物の出

土比率に差がないことから、それぞれの群は場の機能差ではなく、並列する何らかの単位を反映して

いると考える。特に、剥片類と石器類の分布がほぼ一致することが、遺物群が場の機能差を反映した

ものではないことを示していると考える。 したがって、 流路lを中心とした後期の遺物分布状況は生

活行為の結果というよりも、 廃棄行為の結果を反映していると考える。 そして、それぞれの群の意味
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については短期間における時間差と、場を利用する人間集団の単位の違いの二通りの可能性が想定で

きる。 しかし、遺跡における短い時間差は、同じⅣ群でも後期中葉から後葉にかけての比較的新しい

遺物は第1段丘面と第2段丘面の間の斜面や、第1段丘面の流路2から多く出土することから、段丘

の方向よりも段丘と直交する方向に反映すると考えている。したがって、それぞれの群は場を利用す

る人間集団の単位を表している可能性が高いと推測する。 （石井淳平）
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図版1

1 調杳風景（南から）

2 流路2調査風景（北から）



図版2

1 調査風景（南西から） 2 調査風景（西から）

3 調査風景（南から）

4 Ⅳ層土器出土状況（北東から） 5 Ⅳ層土器出土状況（東から）



図版3

2 33ラインメインセクション(M～O南東から）

3 流路1縦断方向セクシヨン（北東から）



図版4

悪

裳
誹一△

L雌｣’

苧?

蕊

錐
~

溌鳶
、

燕議難き蕊溌患， ‐畠，謡奉鶏蕊愈盤｡霧~ "』

P-38土層断面（南から）
… ・鐙&鎌￥ 。： ”、

1 P-19土層断面（南から）

ふ

2

、

…
鱗

棒
恥
》

蝶

､

や職

ｰ､

ﾐ蕊鍾鶏

鏡鞭 鹿瀬写~

墾憲
坐

雷
銭、"jぎず"鍛識 、雫〃

~

~

琴.､ や津

噂 ～

湾

壷
向
壺

呼誤鰹

ｆ

費涜" :f; ‘
:::議鋪~ふ：
､輪 .､ ＃ 鯵､誹議

蝿､ #． ：W繊議

藤,静凌学.鐸

口
蕊

》
一
軍
》
《

苧

響

謹

鋳

鐸

瀞
鐸
蝿
唖
評
駕
蝿
《

玲
識
錘
、
鍵

亘

｝

- …対

:鐘､鳶職。

”鐵
曜 噌 噌

鱒溌“ 。

蕪

鈴 『 ~

蕊密
、篭参

篭

夢輻ｯ
湾

鷲
漢

4

軸脚

熱

甑~謡｡ ■ず”
･ 蝉 『

･宇咀撰

働『Ⅱ ~藍城

噂

饗
蕊

鵜
藩

3 P-41土器出土状況（東から）

癖…髭議f茜郵惑罵，口溌蚕露■ず溌恥~ : ｡;吊牙
ざ偽

ｰ

殿

噺

4 P-41土層断面（東から） 5 P-41完掘状況



図版5

P拳

鳶鐸
漆

辞

蕊鳶､
~』 ､

蕊
鋳
鍔
鑑

難

…

患

L*溌鼠蕊#: Ⅲ ~ ・乳F… ”_~ ~

P-44土層断面（南から）21 P－43土層断面（西から）

4 P－59土層断面（北から）3 P－49土層断面（東から）

6 P-67土層断面（南から）
僻 薄 hq

y､爵､…鼠
忘“懸酔 ・¥ … ､

5 P-66確認状況（北から）

8 P-86炭化物確認状況（南から）7 P-67完掘状況（南から）



図版6

＃

1 P-21土層断面（南から） 2 P-22土層断面（南から）

3 P-23土層断面（南から） 4 P-33土層断面（南から）
､ 噂

鍵鍵驚
聖

豚､
“メ輪

、
澱正

~~孝曾

認?磯忍簿
輻

鴬
蕊

舞浄

認

5 P-54土層断面（西から） 6 P-56土層断面（南から）
霞 鐸~

~
~
~
~
~

麹

篭

》

癖

￥

鞭

や

鍾

逢

も

7 P-72土層断面（南から） 8 P-88土層断面（北から）



図版7

2 S-5 (東から）1 S-4 (南東から）

蕊蕊患蕊嘩蕊

華

緯
睡

4 S-6 (東から）3 S-5土層断面（南から）

5 S-7 (南西から）

」



図版8

1 P-41出土土器（復原） 2 P-41出土土器（復原）

~~~

3 P-41出土土器（復原） 4 P-67出土土器（復原）



図版9

2 S-7出土土器1 P-19出土土器

4 S-7出土土器7出土土器3 S

6 P-19出土石器5 P-19出土石器



図版10

琴蕊＊
、 や｡f…

~砿脅ぷふ良＝
, ．、鈴 ，声

， ~ ゞ ･"、』／
灘｡歩一

白み

隷
》
》
・
~
譲
辨
昌
琴
『
~

一
~
〉
口
ゞ
蕊

鑑

識

評

嘩

》

蜂

鮓

寺

蝉

騨

蝉

》

ざ

《

誹

査

＄

＄

鑑

鋤
を
選

葛
＄

で

一

一

覇

、

釧

疹

、

？

《

、

：

評

騨

噌

噂

酔

~

錬

記

計

溌

》

魚輯溌…農

P出土土器



図版11

熱湯
←

鈴

静

、~ ﾎ‘
蕊： 。

、 ‐畠‘‘峰皇畢遮_へ葱’． 。￥ 蝉ノ

嘩亀

一惑認

いぼ報

寺ゴー

鍛
脅
咄

錘

鐘

P出土土器



図版12

P。S出土土器



図版13

窪鍵
顎．

…

篭識

奮一＊

S出土土器



図版14

鼓韓

や

群

1 P-67出土石器 2 P-91出土石器

3 S-4出土石器 4 S-7出土石器

蕪簿

鼻
瀦
５
脚

5 P-41出土石器 7出土石器6 S 7 S-7出土石器



図版15

評議癖砿

2 S－6出土石器1 S-5出土石器

4 S-7出土石器3 S-7出土石器



図版16

蕊等

1 P．S出土石器

2 D-1出土石器



図版17

輻

津

、

篤

寺

D－1出ナ十器



図版18

対
鶴 一

’ 包含層出土土器（復原）1

■■

2 包含層出土土器（復原）

3 土器出土状況（東から）
鷲…W蝿…#…~，鱗….畿諺蕊鱗蕊蕊撚議認驚磯…‐…覇…

蕊

4 土器出土状況（東から） 5 包含層出土土器（復原）



図版19

2 包含層出土土器（復原）1 土器出土状況（南から）

､

4 包含層出土土器（復原）3 土器出土状況（北西から）

6 包含層出土土器（復原）5 土器出土状況（北から）



図版20

2 包含層出土土器

蕊&
識：
錨凝

3 包含層出土土器（復原）

4 包含層出土土器（復原） 5 包含層出三卜十器



図版21

2 包含層出土土器（復原）1 土器出土状況（東から）

4 包含層出土土器（復原）3 土器出土状況（東から）

＝

､

6 包含層出土土器（復原）5 土器出土状況（東から）



図版22

1 土器出土状況（南西から） 2 包含層出土土器（復原）

3 土器出土状況（東から） 4 包含層出土土器（復原）

5 土器出土状況（上部北から） 6 土器出土状況（下部南から）



図版23

1 包含層出土土器

2 土器出土状況（東から）

3 包含層出土土器

■■

4 土器出土状況（北から）

6 土器出土状況（東から）

5 包含層出土土器

7 包含層出土土器



図版24

篭

1 包含層出土土器（復原） 2 包含層出土土器（復原）

3 包含層出土土器（復原） 4 包含層出土土器（復原）

轄典

5 包含層出土土器（復原） 6 包含層出土土器（復原） 7 包含層出土土器（復原）



図版25

生 輯

2 包含層出土土器（復原）1 包含層出土土器（復原）

3 包含層出土土製品

錘患

垂

4 包含層出十十器



図版26

包含層出土土器



Ｒ皇国

誰ＨＨ玉凹伽刷



図版28

、域 鷺

包含層出十十器



図版29

錨

＃

説
尹
も
熟
雫
騨
守
輻
舟

呼
晶
憩
甜

ｉ
》
篭
鍵
鯵
轄
噌
、
零
弾
器
韓
》
斡
鑪
》

t

~ ~~串

零

包含層出土石器



図版30

1 包含層出土石器

ザ
2 包含層出土石器

3 包含層出土石器



図版31

良

ｆ
ｒ
ｈ
ｊ
。

1 包含層出土石器

一

2 包含層出土石器



図版32

標

…

曲薮轤一

浄

包含層出土石器



図版33

悪鹸

霧

包含層出土石器



図版34

鍵撚曾？

~

蕊
､

凝蕊

§

q 酔 尚~~

鴬

包含層出土石器
■
■
■
■
■

鰯詫

識

鍵。

2 包含層出土石器



図版35

‘蝉

包含層出土石器



図版36

廃

1 包含層出土石器 2 包含層出土石器

3 包含層出土石器 4 包含層出土石器



’
図版37

包含層出土石製品1

2表採石器

3 表採．Ⅳ層出土石器



図版38

内園6遺跡周辺の空中写真
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